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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　CONTENTS





★絶対の領分　第１章




★絶対の領分　第２章




★越えち前ぜん守まもるの言い分









　　　絶対の領分　第１章




「うわぁっ!!」

　方向転てん換かんした途と端たんに、地面がなくなった。次の瞬しゆん間かんに俺おれは、なくなったはずの地面に叩たたきつけられる。

　あまりに咄とつ嗟さのことで、受け身なんか取れるわけもなく、俺は不様にもそのまま自転車ごと道路にひっくり返った。

　自転車と地面に挟はさまれた左足が、鈍にぶい痛みを訴うつたえている。

「…あ…たたっ、…痛ェ…」

　思わずそう声に出して言いながら、俺はゆっくりと上半身を起こした。

　こんなにも見事にすっ転んだのは、小学校のころ、補助輪を外した直後以来だったに違ちがいない。そもそもこの原因は──。

　俺はキョトキョトと、周囲を見回した。

　自転車置場から正門への道で、ちょっとした段差を避よけようとしたところを、いきなり右側から現れた彼にびっくりして、そのあげくがこの状態だった。

　ちょっと大おお袈げ裟さに言うなら、子こ猫ねこを轢ひきそうになって、ハンドル切った途端にガードレールにぶつかって横転したって感じだろうか。

　その元げん凶きようの彼はというと──俺につきあって転んでくれたのか、ひっくり返った自転車の前、ペタリと尻しり餅もちをついている。

「馬ば鹿か野や郎ろうッ、気をつけろィ!!」と、危うく喉のど元もとまで出かけたのを、俺はすんでのところで飲み込んだ。

　──こ、この人は…まさか。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　目があうなり、彼はなにごともなかったかのように、涼すずしい顔でそう俺に聞いてくる。

　そこで、俺はこの人物が誰だれだったのかを改めて認識して──さっきのビックリなんて目じゃないくらい驚おどろいて立ち上がった。

「だ……っ、大丈夫、です！　すみません！　俺…っ」

　慌あわてて、手を差し延べる。

　彼はやんわりとそれを手で制して、自力で立ち上がった。

「すみません、は、僕ぼくの方だな。……びっくりさせて、ごめん。ちょっとぼんやりしてた」

　爽さわやかに微わら笑う、その整った見目形は、女子連中ならば嬌きよう声せいをあげても当然で。

　俺はちょっとオロオロしながらも、とりあえず自転車を抱かかえ起こした。

「…あれ」

　小学六年の時から乗り続けているボロ自転車は、チェーンが外れてしまっていた。

　仕方なく自転車を立てて、俺はペダルの傍わきにしゃがみ込む。

「切れた？」

　頭のすぐ上で、澄すんだ声がした。

　反射的に見上げると、彼の顔が、度ど肝ぎもを抜ぬくほど近くて。

「あ…いえ、その、ちょっと…外れただけ」

「どれ」

　彼は頷うなずくと、俺のそばに回ってきた。

「あぁ、本当だ。大丈夫、これならすぐに嵌はまるよ。……ここ、ちょっと押おさえて」

　言われた部分に、指を当てる。

　そのすぐ上に、細長い器用そうな指が伸のびて、チェーンは難なく元通りになった。

「あ──りがとう、ございました」

　多少狼狽うろたえながら頭を下げると、彼は「どういたしまして」と、ズボンの埃ほこりを払はらいながら立ち上がった。

「あ！」

　思わず声をあげると、彼はキョトンと俺を見返した。

「…なに？」

「あの──指……、すみません！」

　先細の指先に、チェーンの油あぶら汚よごれがこびりついている。

　彼はつられるように自分の指を見て、あぁ、と気のない返事をした。

「いいよ。洗えば落ちる。君は、新入生？」

　そう聞かれて、頷く。

「ここの自転車置場、二年ほど前に作られたばかりで、不便で申しわけないと思ってるんだ。……近いうちに、傾けい斜しや板ばんをそこの段差にかけるようにするから」

　彼はご親切にも、そう言った。

　──いや、だから。あんたが出てこなきゃ、どーってことない段差なんだってば。

　俺はもちろんその台詞せりふも飲み込んで一礼すると、自転車を押しながらそそくさとその場を離はなれた。

　正門を出てから、自転車に跨またがる。

　今になって、腰こしやら向こう脛ずねやらに痛みが走る。どうやら今までは、緊きん張ちようのせいか感じていなかったらしい。

　ちらりと振ふり返ると、昇しよう降こう口ぐちに向かっている彼の背中が見えた。

　中学の頃はダサいと思っていた学生服ガクランが、着る人によってこうも違ちがうのかと思えるくらいに、スマートに見える。

　俺は小さくため息をついて、ネクタイを弛ゆるめた。

　そう。俺の着ているものと、彼の着ている制服は違う。俺の制服は、桜さくらノの宮みや北きた高等学校のブレザー。そして、今俺がいるのは、桜さくらノの宮みや南みなみ高等学校の正門前。

　べつに転校してきたわけじゃなく、もちろん、遊びにきているのでもない。

　つまり──入学式の一週間前、突とつ然ぜん、桜ノ宮北高校と桜ノ宮南高校は合がつ併ぺいしてしまったのだ。

　そして、今俺がぶつかりそうになったのは、南高の生徒会長、越えち前ぜん守まもる、 その人だった。




　　　　◆◇◆




「やだ。保たもつったら、また怪け我がしてる」

　見つからないように、救急箱をこっそり自室に持ち込んでいたというのに、こういう時に限って、姉貴の有ゆ麻まが顔を出す。

「もう、いい加減にしなさいよね。また喧嘩けんかしたの？　顔は？　無事でしょうね!?」

　姉貴はそう言いながら、ズカズカと部へ屋やに入ってきた。

「…どうやら、大丈夫そうね」

　素早く怪我のチェックをすると、姉貴は満足そうに頷いた。

　姉貴に言わせると、俺の取り柄えは顔だけなのだそうだ。実の弟に向かって、そりゃあないんじゃないの、と思わないでもないのだが──さすがに十五年間も言われ続けると、そんな気になってくるから不思議だ。

　もっとも俺の顔は、悲しいことに小さいころはしょっちゅう女の子と間ま違ちがわれるような代しろ物ものだったから、姉貴が自じ慢まんに思うようなものじゃないのだ。どうせ綺き麗れいに生まれてくるのなら、今日会った──越前先せん輩ぱいのような、綺麗なくせにちゃんと男に見える、凜り々りしい顔の方が良かった。いやいや、本当は、男だったら精せい悍かんな方がいいに決まってる。例えば…そう──。

「郎ろうちゃんは、どうしたのよ？」

　ふいに聞かれて、俺はドキッとして姉貴を見返した。

「ロータ…？　知らないよ、そんなの」

　慌ててそう答える。

「なんで知らないの。冷たいわねぇ。同じ学校でしょ？」

「そんなこと言ったって…」

　俺は半ばムッとしながら、言葉を濁にごした。

　姉貴はべつの女子校に行っているからわからないかもしれないが、あの馬ば鹿かデカい桜ノ宮南高校の校舎といったら。同じ学校だといっても、二年と一年じゃ校舎が違うんだから、一日のうちにまーったく会えないことがあっても不思議はない。

　しかも、俺はまだ入学して三日目だぞ。

　オリエンテーションとやらでギッチリ拘こう束そくされてるというのに、二年生の行動まで把は握あくできるかって。

「だいたい、郎ちゃんもなにやってんだか。…保はちょっと目を離したら、こうやってすぐに喧嘩するんだから、ちゃんと監かん視ししといてもらわないと」

「ロータは関係ないだろ。それに今日のは、喧嘩したんじゃなくって…」

　ブツブツと文句を口にする姉貴に言い返そうとして、俺はふと言葉を詰まらせる。

　だって──転んだなんて、恥はずかしくって言えるかって。

「じゃあ、どうして怪我してんのよ」

　案の定、姉貴はそう突つっ込んでくる。

「これは……」

「ほら、ごらんなさい。言えないじゃない。で？　今日は誰と喧嘩して負けたの？」

　えーい。なんて、カンに障る物の言い方をするんだ。

「こ…転んだんだよッ、自転車で！」

「なんだ。自転車置場で転んだの、保だったのか」

　ふいに扉とびらが開いて、ボソリと呟つぶやく声が続いた。

「あら、郎ちゃん」

「ロータ!?」

　俺と姉貴は、同時に声を上げた。

　のっそりと入ってきたのは、遠とお山やま太た郎ろう太た。俺たちの幼おさな馴な染じみだ。

「遅おそかったのね。今、噂うわさしてたとこ」

　途と端たんに、姉貴は御ご機き嫌げんな声を出す。

「保のせい」

　ロータは、相変わらず無愛想に言った。

「なんで、俺のせいなんだよ!?」

　そんな身に覚えのない言いがかりをつけられては、黙だまっていられない。

「保が自転車で転んだせい」

　ロータはくりかえしながら、俺のそばにしゃがみ込んだ。

「…青痣あざできてるな。ほかに怪我は？」

「ないよッ!!　それより、どうして俺が悪いんだよ!?」

「下へ手たくそ。…貸してみろ」

　喚わめいている俺にはお構いなしに、彼はモタモタしている俺の手から、湿しつ布ぷ薬やくを奪うばい取った。擦すり剝むいた部分に絆ばん創そう膏こうを貼はってから、湿布薬を貼りつける。

　確かに、これなら傷に染みなくてすむかも。

「あ、ありがと」

「…保、転んだ時に、そばに誰だれかいなかったか？」

　唐とう突とつに、ロータは聞いた。

「え…」

「今日、生徒会の打ち合わせが終わるなり、技術工作をやり始めた馬鹿者がいてな」

「まさか──越前先輩…？」

　ロータは頷うなずいた。

「自転車置場から正門に向かう道の段差で転んだ新入生がいたって、危ないから傾斜板を作るって言って。…放っといて帰れないだろう？」

「違うんだよ、ロータ！　俺が転んだのは、段差があったからじゃなくて、いきなりあの人が飛び出してきたから」

「それで転んだの？　保、意外に反射神経鈍にぶいわね」

　それまで黙って聞いていた姉貴が、けんもほろろに言い放った。グッと言葉に詰つまった俺を無視して、姉貴はロータに向き直る。

「それで？　郎ちゃん、生徒会はうまくいきそうなの？」

　うーん…と、ロータは曖あい昧まいに肩かたを竦すくめた。

「まぁ、エリートってのは、難しいよな」

　越前先輩が南側の生徒会長なら、ロータは、桜ノ宮北高校の生徒会長なのだ。

　名前を聞いて察せられるように、南高と北高は、兄弟校というヤツだった。が、両校を兼けん任にんしていた理事長が、この春休みに急きゆう逝せいした。その後任を務めることになった理事長の甥おいは、なにを思ったのか、なんの準備もなくこの二つの高校を合併してしまったのだ。

　おかげでロータは、春休みの真っ最中に学校に呼び出され、雑務の手伝いをやらされた。俺はまだ入学前だったので、なんだかピンとこなかった。まぁ、ロータと遊ぶ予定が全部キャンセルされたのがムカついた程度だろうか。

　ロータがぼやくように、桜ノ宮南高校は国立大進学率トップクラスの、バリバリの進学校なのだ。それに引き替かえ、桜ノ宮北高校は、俗ぞくに言うすべり止め学校。公立狙ねらいの連中が、保険がわりに受ける学校で、したがって程度はあまりよろしくない。

　ランク別に分けるとしたなら、南高がＡクラスなら、北高はＣクラスといった具合で、受験するのはそりゃあ簡単だった。

　おまけに、中学のころガリガリ勉強ばっかりしてた連中と、入学式で鉢はちあわせした時の愉ゆ快かいだったこと！…まぁ、愉快だったのは俺の方だけで、あっちは絶望のどん底って顔してたけど。

　もちろん、南高のヤツらだって得したことはあるんだよ。南高はもともと男子校だけれど、北高は男女共学校だったからね。男ばっかりの空しい三年間を過ごすはずが、華はなやかな女生徒の登場。これを喜ばないようなら、男じゃない。──なーんて。女生徒の数は、比率にするなら男子三に対して一ってところで、男子クラスなんていう悲しい待たい遇ぐうもあるから、手放しでは喜べないんだけどね。もっとも男子クラスに配属されてしまったのは南高の連中ばかりでなく、北高の連中も巻き添ぞえを食ったわけだから、それなりに不満も出ている。

　つまりそんなわけで、入学三日目にして既すでに、南高　vs北高みたいな対立は始まっているのだ。

　大体、突とつ然ぜんのことだったから、制服だって間にあわず、南か北かは見ただけで一いち目もく瞭りよう然ぜん。一いつ般ぱん生徒でさえこうなのだから、特権意識を持っているという南高の生徒会役員たちは、どれほど扱あつかいにくいことだろう。

　でも──越前先輩は、早々に傾けい斜しや板ばんを作ろうとしたのか。

　あの時、彼は確かに「近いうちになんとかする」 って言ったけど、それは業者かなにかに発注するのだとばかり思っていた。しかも、転んだのは北側の新入生オレだったのに。

「郎ちゃん、このまま生徒会長続けるの？」

「さぁな」

　姉貴の問いかけに、あっさりとロータはそう言った。

「さぁ、 って、どうして!?」

　俺は思わず口を挟はさんだ。

　一つの学校に、生徒会長が二人はいらないというのはわかる。

　北高のロータが続けられないというのなら、南高の越前先せん輩ぱいが会長を継けい続ぞくするというのか。越前先輩は──きっといい人なのだろうけど。俺だって悪い感情は持っていないけど、それとこれとは話が別だ。

「保、お前明日オリエンテーション、最終日だろう？」

　俺は頷いた。

「北高だったら、いつもは盛大に新入生歓かん迎げい会かいやるとこなんだがな。今年はそうもいかないみたいで、簡単なクラブ紹しよう介かいのあと、生徒総会を開くんだそうだ」

「生徒総会？」

「その時、生徒会役員再選挙の提案がある」

　ロータは、特に感情も見せずに口にする。

　小さいころからロータは、喜き怒ど哀あい楽らくをあまり顔に出さない。だから、ちょっと見には、ポーカーフェイス。体格のよさも相あい俟まって、ぶっきらぼうなロータは一見怖こわい印象を与あたえるらしい。──笑うと、すごく優しい顔になるんだけどね。

　女生徒にかろうじて人気を保っているのは、顔立ちがいかにも男らしくて、格好イイからだろう。

「ロータ、もう立候補しない気？」

「……まぁ、とりあえずは出るだろうけどな」

　そう言ってから、ロータはため息まじりにつけくわえる。

「なんか面めん倒どう臭くさいって気もするし、そうすんなりとは当選できそうもないしなぁ」

「どうしてさ」

「越前が強敵だから」

　その言い分には、頷くしかなかった。

　ほんの三日いただけで、越前先輩の噂はいろんなところから流れてきた。

　彼がどれほど優ゆう秀しゆうか。どれほどスマートにものごとをこなし、問題ごとを迅じん速そくに片付けるか。

「お取り巻き軍団ってのもいてさ。男子校ってのは、妙みような風習があるなぁ」

　ロータは、心底理解できないといった風に呟つぶやいた。

　確かに俺の聞いた噂の出どこはみーんな男子生徒からで、中には越前先輩に憧あこがれて南高を受験したなんて、臆おく面めんもなく言うヤツもいた。

　ロータの言う〝お取り巻き軍団〟とやらにはまだお目にかかっていないが、南高は男子校だったから、そういうヤツがいても不思議はないんだろう。

「じゃあ、郎ちゃんも男の子にモテちゃったりして」

　姉貴が揶揄からかうように言った。

「…冗じよう談だん」

　ロータはあっさりとそれを拒きよ絶ぜつするように、首を横に振ふる。

　ズキンと、胸が痛んだ。

　ロータのなにげない言葉や仕し種ぐさ、そんなものに、このごろ妙みように俺の心臓は跳はね上がったり絞しぼられるように痛んだりするのだ。

「ねぇ、郎ちゃん。見せたいものがあるのよ。いい？」

　姉貴の言葉にロータは頷くと、俺の頭を一撫なでしてから部屋を出て行った。

　取り残された俺は、立てた膝ひざに顔を埋うずめて大きく息をついた。

　姉貴とロータが急速に親密な様子を見せ始めたのは、去年の夏が終わるころだった。

　生まれた時から家が隣となり同どう士しだった俺たちは、遊ぶのもなにをするにも三人一いつ緒しよだった。

　二つ違ちがいの姉貴が学校へ行くようになり、その翌年にはロータが入学し、それぞれに友達ができたけれど、それでも俺たちの関係は変わらなかった。ずっと変わらなかったのだ。姉貴が高二でロータが高一の、あの夏までは。それとも、それまで俺が気づかなかっただけなのか──。

　一番年下の俺は、いつも取り残される寂さびしさを味わっていたけれど、そんなのこの数か月に比べたら、たいした比じゃなかった気がする。

　こんなふうに姉貴とロータは、俺を置いて二人きりで過ごすことが多くなって、そのたびに俺はやりきれないような寂しさと、どうしようもない疎そ外がい感かんに苛さいなまれるのだ。

　物心ついたころから、俺はずっとロータのあとを追ってきた。

　俺の世界では、ロータは誰にも負けないヒーローで、全身全ぜん霊れいかけた憧れでもあったのだ。

　その精せい悍かんな身体からだつきも顔立ちも。

　ロータは、俺がこうなりたいと望んだ全すべてだった。

　ずっとロータを見てきた。

　だから、姉貴を見るロータの目が優しくなったのにも、すぐに気がついた。

　そのころから、俺の胸は鈍にぶい痛みを訴うつたえるようになった。

　どす黒い嫌いやな感情が、胸の中に渦うず巻まくようになった。

　姉貴よりも──俺を見て欲しいと、思ってしまうのだ。…そんなこと、ありっこないのに。言えるわけもないのに。

　その感情が、恋こいに似ていると気づいたのはいつだったのか…。

　言えるはずのない想おもいを抱かかえて、俺はロータを追っている。

　だから、北高と南高が合がつ併ぺいしようがどうしようが、俺にはどうでもいいことなのだ。もともと北高を受験したのも、ロータがいるからだ。合併したって、そこにちゃんとロータがいるのだから、状じよう況きように大差はない。──なんて。これじゃ、越前先輩を追って入学してきた連中と変わらないのかな。

　しかも、それをあんな風に臆面もなく堂々と言えないあたり、想いはもっと邪よこしまなのかもしれない。

　こんな感情を、ロータに理解しろというのは、無理な話だろう。なんせ──男子校の妙な風習、とひとことで片づけてしまうぐらいだから。

　妙だけで済めばいいけど、うっかりすると軽けい蔑べつされかねない。そうなることだけは、避さけたかった。

　幼おさな馴な染じみの領域を、守るしかなかった。

　──あの人は、どうしているんだろう。

　ふと、今日見上げた越前先輩の顔が浮うかんだ。

　正面切ってあの人に、思いを告げるヤツはいないんだろうか。

　ものごとを迅速に処理すると評判の彼は、どんなふうに寄せられる思いを処理していくのか。

──なんて、男の恋こい人びとなんかがちゃんといたりしたら、コワイよね。

　そこまで考えた時、隣となりの部屋から、楽しそうな姉貴の笑い声が聞こえてきた。相変わらずロータの声は、聞こえないけれど。

　俺はベッドにゴロリと転がり、頭から布団を被かぶると、両手で耳を塞ふさいだ。




　　　　◆◇◆




「──異議のある方は、申し出て下さい」

　生徒総会の議長を務める、越前先輩の凜りんとした声が、体育館に響ひびいた。

　オリエンテーション最終日。眠ねむ気けを誘さそうような、暖かな午後だ。

　合併早々の、まとまりのないクラブ紹しよう介かいのあとが、これまたつまらない生徒総会ときているのだから、壇だん上じようにロータの姿がなかったら、俺はとっくに居眠りしているところだった。

「異議がないようですので、可決致いたします」

　壇上のロータがぴくりとも動かないところを見ると、もしかしたら眠っているのかもしれないと、俺はつい含ふくみ笑いを洩もらしてしまった。

「城じよう野の、なに笑ってんだよ」

　俺の前に座っていた、佐さ々さ木きが振り返る。

　こいつは南高の新入生で、自他共に認めるもうバリバリの越前先輩派だ。

「越前先輩のお話し中なのに、失礼だろ！」

　押おし殺した声とはいえ、かなりきつい口調で彼はそう言った。

「話し中に、後ろ向くのは、失礼じゃないのか？」

　俺はシラケた口調で切り返した。

　ただでさえこいつは、最初から北高側をクズ扱あつかいしやがる、ムカつく野や郎ろうなのだ。

「なんだと…！」

「前向けば？」

　佐々木はグッと言葉を詰つまらせて、渋しぶ々しぶ前を向いた。

「──選出は、会長一名・副会長二名・書記三名・会計三名、以上、自じ薦せん他た薦せんを問わず立候補して下さい。選挙日の日程及および立会演説会、その他の選挙活動につきましては、後日各クラスの選挙管理委員より、説明があると思います」

　まさに立て板に水の如ごとく、越前先輩は説明を続けている。

　もっとも、ロータだって、これぐらいのことはチョロイもんだろう。……そういやどうしてロータじゃなく、越前先輩が今日の議長を務めているんだろう──…そう思った時だった。

「…生徒会長は、もう越前先輩に決まりだな」

　前の席の佐々木と清し水みずの話す声が、俺の耳にも届いた。

「そりゃそうだろう。…北側のなんてったっけ、ヘンな名前のヤツ。あんなデカいだけのヤツより、よっぽど適任だと思うね」

「…なんだとォ!?」

　文句を言うのは、今度は俺の方だった。俺は後ろから、佐々木の肩かたを小こ突づいた。

　言うにことかいて、ヘンな名前のデカいだけのヤツだと!?

「痛いな、なんだよ！」

　佐々木は振り向くなり、俺おれを睨にらみつけた。

「今、なんて言ったんだよ？」

　そう言うと、彼はフンと鼻で笑った。

「…あんなデクノボーに、桜ノ宮の生徒会長は務められないって言ったんだよ」

「ロータのどこがデクノボーなんだッ!!」

　ガタン、と俺は立ち上がった。

「デクノボーだから、デクノボーだって言ったんだ。大体、頭の出来にしても雲うん泥でいの差さがあるっていうのに、そんな北のヤツに、生徒会長になる権利が──」

「てめェ…ッ!!」

　なおも言い募つのろうとする、彼の襟えり首くびに手をかける。詰つめ襟えりは摑つかみにくいけど、それなりに首にダメージを受けやすいので、俺にとってはラッキーかもしれない。

「…意見があるなら、手を上げてからにして下さい」

　さすがに俺たちの行動は目立っていたのか、壇上から咎とがめるような越前先輩の声がする。

　ビクッとしたように、佐々木が前を向きかけ──その瞬しゆん間かんに、うっかり俺は手を上げてしまっていた。

　愉ゆ快かいなくらい見事に、佐々木の頰ほおに俺のストレートが決まった。

　派手な音がして、彼はパイプ椅い子すごと床ゆかにひっくり返る。

　呆あつ気けにとられたように、周囲がシンとしたのも束の間──清水は俺の胸倉を摑むと、拳こぶしを振ふり上げた。俺は、それを避けようとして。

「保ッ!?」

　ロータの声に、思わず動きが止まった。

　ガツン、と顎あご骨ぼねに当たったような鈍い痛みが走る。俺は、隣のクラスの列に倒たおれ込んだ。

「…い…ってぇ…」

　くらりと眩暈めまいがしたが、俺は即そく座ざに起き上がる。

　体育館の端はしの方に座っていた先生たちが、駆かけ寄ってきた。

　引き離はなされる前に、せめて清水を殴なぐり返そうと振り上げた拳が、後ろからガッチリと押さえられる。

「…離せ…っ!!」

　俺を止めようなんざ、いったい誰だれだとばかりに、顔を振り向むけると──

「……ロータ…!?　あれ…なんで…？」

　たった今まで、壇上で微び動どうだにしなかったロータが、俺の手首を摑み止めていた。

　俺が動けないのをいいことに、つけあがった清水はなおも殴りかかろうとする。と、ロータはもう片方の手で、清水のパンチをあっさりと受け止めた。

「城野！　清水！　なにやってんだ、お前ら!!」

　遅おくればせながらやってきた担任が、キンキンした声で怒ど鳴なった。

　俺の手と清水の手の両方を摑んでいたロータは、ふいに清水の方を振り切るように離すと、ポケットからハンカチを出して俺の口元に当てた。

「保健室に、連れて行ってきます」

　担任に向かって有無を言わせない口調で呟つぶやくと、ロータは俺を肩に担ぎ上げた。

「う…わ！　ちょっと、ロータ……待って！」

　そのまま大おお股またに、体育館の扉とびらを目指す。

　あまりの格好悪さに、俺は顔を伏ふせた。伏せる瞬間に、壇上の越前先輩がマイクを持ったまま固まってしまっているのが、チラリと見えた。







「……まったく、お前はなんつーとこで、喧嘩けんかを始めるんだ」

　歩きながら、呆あきれたようにロータは言った。

　誰もいない廊ろう下かに、その声は低く響ひびく。

　黙だまったままの俺の腰こしのあたりをポンポンと叩たたくと、彼は静かに俺を下ろした。

　保健室の前だった。

「ロータのこと、侮ぶ辱じよくしたんだ」

　カラリと扉を開けるロータの背中に、俺は呟いた。

「……うん？」

　意外そうな顔をして、彼は振り返り俺を見た。とりあえず中に入れと言うように、顎あごをしゃくって示す。

　室内には誰の姿もない。確か、養護教きよう諭ゆも体育館に顔を出していたんだっけ。……ついて来ないなんて、職務怠たい慢まんだ。

「なんて？」

　ロータが促うながすように言った。俺は、くっと唇くちびるを引き締しめる。

「ホラ、言ってみろって」

「──デクノボーだって言ったんだ。あいつら、ロータのこと知りもしないで。ロータがどんなに凄すごいのか、知らないくせに、そう言って」

「困ったヤツだな」

　俺の言葉を遮さえぎるように、ロータはそう呟くと、苦笑を洩らす。

「保に怪け我がされるくらいなら、俺はデクノボーだって言われてる方がマシだな」

「嫌いやだよ、そんなの!!」

　俺は激しく彼の言葉を否定する。

　ふいにロータは手を伸のばして、俺の口元をキュッと捻ひねった。

「泣くなよ」

「……泣いてないよ」

「ヨシ。泣いた方が負けだからな」

「わかってる」

　この問答を、小さいころから俺たちは、何度繰くり返したことか。

「──でも、ロータ、早かったねぇ」

　ちょっとだけ気を取り直し、俺はそう言った。

　実際、担任が駆けつけるよりも早く、ロータは壇だん上じようから駆け降りて、俺を止めたことになる。

「お前が殴ったヤツじゃない方が、殴りかかりそうなのがわかったからな」

　ちょっと嬉うれしくなりかけたところへ、ロータはよけいなひとことをつけ加えた。

「保の顔に傷をつけたら、有麻に怒おこられるのは俺なんだし」

「姉ちゃんは関係ないだろ！」

　瞬間に気分を害したのがわかったのか、彼はしょうがないなと言わんばかりに、俺の頭を撫なでた。

「……有麻だけじゃなくて、保の顔は俺も気に入ってる」

「顔なんか…！」

　ロータまでが、俺の取り柄えは顔だけとでも言うのか。そんなこと言いながら、どうせロータは姉貴の顔の方が好きなくせに。

「傷は男の勲くん章しようだろ！」

「だからって、べつに顔に傷作らなくってもいいだろう？」

　ロータの態度は、まるで子供を相手にしているみたいで、なおも食い下がろうとした時、遠えん慮りよがちなノックの音がした。

「はい」

　ロータがそう応こたえると、扉が開く。

「……失礼。大だい丈じよう夫ぶか？」

　越前先せん輩ぱいが、そっと顔を覗のぞかせた。

「お、すまんな。たいして怪我はしてないんだが、引き離した方がいいと思ったんでな。……途と中ちゆうで抜ぬけて、まずかったか？」

　越前先輩は、曖あい昧まいに首を横に振る。

「しばらくは、ザワついていたけどね。まぁ、肝かん心じんなことは話し終わってたし。……新しい校歌を発表するって、コーラス部の連中が出て来たんで、僕ぼくも抜けてきたんだ」

「へぇ、もうできたのか」

「北高の音楽の先生──えっと、金かな森もり先生だっけ？　徹てつ夜やで作ったそうだよ」

　金森の作った歌なら、ロクなもんじゃないなと、ロータは呟いた。

　俺おれは知らず知らずのうちに、越前先輩を睨にらんでいたらしい。俺の視線に気づいた先輩は、ギョッとしたように一歩退き、

「なにかしたかい？」

　と、問いかけた。

「こら。坊ぼう主ず憎にくけりゃ…じゃないんだから、越前にガンつけてどうするんだ」

　ロータも気づいたらしく、俺の前まえ髪がみをパサリと乱す。

「それどういう意味？」

　越前先輩は、ロータに視線を移した。

「喧嘩の原因は、越前派のヤツらが、俺をデクノボーだって言ったことらしい」

　珍めずらしくニヤニヤしながら言うロータに、越前先輩は「えっ」と声を上げてから、絶句した。

　彼は戸と惑まどうように、今度は俺を見る。

「……どうして一年までが、派は閥ばつなんて。……参ったな」

　言いながら、深くため息をつく。

「佐さ々さ木き、越前先輩を追いかけて、南高受験したって言ってたから」

「へえ。それならまだ、可か愛わいいもんじゃないか」

　聞こえよがしの俺の呟きに、ロータが揶揄からかうように茶々を入れた。

「先が思いやられるな」

　呟いて、越前先輩は肩かたを竦すくめた。

「それにしても…」

　改めて、彼は俺を見る。

「君が城野くんだったなんてね」

　俺はキョトンと彼を見返し、それから慌てて頭を下げる。

「せ、先日は失礼しました」

　越前先輩は、クスッと微わ笑らった。

「怪我はなかった？」

　はい、と頷きかけるのを、ロータが頭を押おさえて阻そ止しする。

「噓うそつけ。こーんなデカい青痣あざ作ってたんだ。向こう脛ずねのところ」

「え？　本当に？　それじゃ、痛かっただろう」

　俺は焦あせって首を横に振ふった。

「そんなの、日常茶飯事だし…っ」

「そのようだね」

　相あい槌づちを打って、彼は喉のど元もとで笑い声を立てた。

　あれ…？　この口振りだと、彼が言っているのはこの間のことじゃなさそうだ。…ってことは、「君が城野くん」 って…どういう意味？

　首を傾かしげた俺に気づいたのか、越前先輩は笑うのをやめて言った。

「…遠山がね、頭が上がらない唯ゆい一いつの存在だって。ものすごく可愛い、幼おさな馴な染じみの城野くん。…生徒会内で、ちょっとした話題になってた」

　──そりゃあ、姉貴のことじゃねーのか。

　チラリとロータを窺うかがうように見たが、彼はそっぽを向いたままだ。

「遠山の統率力は、僕らの度ど肝ぎもを抜いたからね。その遠山が敵かなわないっていうんだから、葛かつら木ぎなんかが特に君に興味を持って」

　──葛木？

　声には出さずに、俺はその名前を復唱した。

　名前は知ってる。南高側の生徒会副会長だ。越前先輩の右みぎ腕うでで、結構な策士だという噂うわさもある。顔は──よく覚えていない。

　廊ろう下かから、微かすかに人のざわめきが聞こえてきた。

「どうやら、終わったようだ」

　越前先輩の呟つぶやきに、ロータは顔を上げた。

「投票日は、たぶん三週間後ぐらいになると思うよ。出馬するだろう？」

　そう彼が問いかけるのに、ロータは曖昧に肩を竦める。

「…どうしようかな」

　その返事に、越前先輩はちょっと楽しそうな表か情おをした。

「どうして？」

「越前には、敵いそうにないし」

　静かに答えるロータの口元も、ごくごく僅わずかだが綻ほころんでいる。

「そんなことない！　ロータは、負けないよ!!」

　思わず俺が口を出すと、二人は呆あつ気けに取られたように俺を見た。

「馬ば鹿か」

　慌てて口を押さえた俺に、ロータは困ったような顔でメッと睨みつける。

「心強いね。…最強の味方じゃないか」

　越前先輩の言葉は、嫌いや味みではなかったらしい。彼はそのまま、「それじゃ、またあとで」と言い残して、保健室を出て行った。

「…お前は、どうしてそう考えなしにものを言うんだ」

　コツンと拳こぶしが頭に当てられる。

「……ごめん。だって、ロータに負けてほしくないんだ」

「わかったよ」と言いながら、ロータは俺を立たせた。

「教室、早く戻もどれよ。Ｈホーム・Ｒルームがあるだろうから」

「…ロータ、今日も生徒会の打ち合せ？」

　彼は頷いて、俺の口元に指をあてた。

「腫はれてきそうだな」

「今日は、うちに来ない方がいいよ。姉ちゃんには、転んだって言っとくから」

　──どうせロータが来なかったら、姉貴から押しかけるに決まってるけどさ。

　ロータは軽く頷いて、二年の校舎に向かう。

　俺はそんなロータの背中を見ながら、小さく息をついて──教室に戻るべく、踵きびすを返した。




　　　　◆◇◆




「越前、俺の気持ち、わかってるんだろう!?」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に、俺はぎくりと足を止めた。

　一年の北校舎から、職員室のある南校舎に向かう途中、近道をしようと中庭に踏ふみ込んだ瞬しゆん間かんだった。

　覗のぞき見するのは気が引けるけれど、どうやら越前先輩がいるらしいことに、俺はこそこそと身を屈かがめる。

「わかってるつもりだけど。……でも、僕もちゃんと返事をしたはずだよ？」

　落ち着いた声でそう言った越前先輩は、摑つかまれた手をやんわりと払はらった。

「……同性とつきあう気は、ないんだ」

「じゃあどうして、名前も書いてないようなヤツの手紙に、わざわざ」

「返事ぐらいは、ちゃんとする。君の時だって、ちゃんとしただろう」

　相手の男子生徒は、グッと唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　なんだか、陰いん険けんそうなタイプだ。

　あいつはきっと、越前先輩を好きなのだろう。で、告白したものの、玉ぎよく砕さいしたと。それなのに越前先輩は、もらった名無しのラブレターの誘さそいにのって、ノコノコ中庭の待ちあわせ場所に向かってる──ってとこだろうか。

　とすると……俺おれがここにいるの、マズいんじゃないかい？

　ハタと気づくのが、遅おそすぎた。

　俺が退散するよりも早く、越前先輩に目め敏ざとく見つけられてしまう。

「…城野くん？　なんだ、君だったのか」

　──違ちがう。違いますってば！

　俺は強こわ張ばった笑いを張りつかせて、ブンブンと首を横に振る。

「それじゃ」と、越前先輩はそいつに軽く手を上げてから、つかつかと俺に歩み寄ってきた。

「どうしたんだい？　改めて話があるって。 君なら、 わざわざこんな手紙よこさなくったって」

　にこやかに微笑いながら俺の肩に手を置くと、彼は南校舎に続く道を歩き始める。

「……ち…」

「うん？」

　この場合、先せん輩ぱいはあの男子生徒に手を焼いてたようだから、俺を口実にここを離はなれようとしているのかもしれない。いや。でもそうなると、先輩に手紙を出した名無しのゴンベの立場が……。

「違うんですよ」

　俺は声を潜ひそめて、越前先輩を見上げた。

「なにが？」

　さすが、近道。あっという間に、南校舎の昇しよう降こう口ぐちについてしまった。

「……俺じゃないです」

　先輩は立ち止まると、ゴソゴソとポケットを探った。

「これ？」

　白い封ふう筒とうを取り出す。

　俺は、こっくりと頷いた。

「俺じゃないです」

「え、じゃあ…」

　先輩は、プッと噴ふき出した。

「そうだよねぇ。落ち着いて考えてみれば、君が僕ぼくに手紙なんてよこすわけが」

「あッ!!」

　彼の言葉を遮さえぎって、俺は思わず叫さけび声を上げた。

　なにも持っていない両手を、茫ぼう然ぜんと眺ながめる。

「どうしたの？」

「俺…っ、おっことしてきちゃった!!」

「なにを？」

「提出書類、全部!!」







　だから、そもそも俺が中庭を通り抜ぬけようと思ったのは、職員室に行くつもりだったんだってば。

　で、どうして職員室に行かなきゃならないかっていうと、家族調査やらなんやらの書類を提出するためで、期限は今日までだったのだ。

　俺は慌あわてて、中庭に戻った。

　落としたのは──たぶん、越前先輩が俺に声をかけた時だろう。だとしたら、このあたりに──。

「……ない」

　見当をつけたあたりには、新芽が出で揃そろった芝しば生ふと、開ききったチューリップの花が揺ゆれているだけで。

「なんの書類？」

　あきらめきれず目を皿のようにしている俺に、越前先輩が問いかけてくる。

「家族調査と、クラブの申込書と、今のところの進路希望！」

「…フーン」

　頷うなずいてから、先輩は言葉を継ついだ。

「こうして探してるより、書き直した方が早くないか？」

「だって、もう用紙が」

　──このまま職員室へ行って、わけを話して貰もらってくればいいのか…？

「担任、誰だれ？」

「…庄しよう司じ先生」

「タマゴ庄司かぁ…」

　越前先輩は、嫌いやそうに呟つぶやいた。

「言えば用紙はくれるだろうけど、嫌味の十発は覚かく悟ごしなきゃならないねぇ」

　そのとおり。顔は真ん丸だが、言葉はトゲだらけの先生なのだ。

「面めん倒どう臭くさいね。……いいよ、わかった。責任の半分は、僕にもあるし」

　彼は、ポンと手を打った。

「図書室、わかる？」

　唐とう突とつな問いかけに、とりあえず俺は頷いた。

「じゃあ、図書室の中で待ってて。調査票の一枚や二枚、誰か持ってるだろ」

　俺の返事を待たずに、先輩はひらりと身を翻ひるがえした。







　『本日、都合により休館致いたします』

　……神様。これはなにかの罰ばつなんでしょーか。

　しっかりと鍵かぎがかけられ、デッカく張り紙された扉とびらの前で、俺は途と方ほうに暮れた。

　こういうのを、泣きっ面に蜂はち、 っていうんだっけ？　それとも、踏んだり蹴けったり？

　──わざと、じゃないよね。

　越前先輩は、好意で、今調査票の用紙を探しに行ってくれてるんだし。図書室で待てって言うんだから、ここで待ってないと駄だ目めだよな？

　仕方なく、俺は扉の前に座り込んだ。

　…どうでもいいけど、放課後の学校──しかも、人けのない──って、どうしてこう不気味なんだろう。おまけに、この廊ろう下か薄うす暗ぐらいし。そりゃ、生物室よりはマシだけどさ。

「ごめんッ!!」

　薄うす暗くらがりから叫ぶ声がして、俺はどっひゃあと、飛び上がりそうになった。

「城野くん？　いる？」

　パッと周囲が明るくなる。

「ごめん、司書の先生、今日出かけてるって聞いて──」

　俺は天てん井じようを見上げた。蛍けい光こう灯とうがついている。

「知らなかったもんだから。……明りつけてればよかったのに。気味悪くなかった？」

　──電気のスイッチがそんなところにあるなんて、知りませんデシタ。

　越前先輩は、ヒラヒラと何枚かの用紙をはためかせながら走り寄ってくると、俺の腕うでを取って立たせた。

「あったよ。……図書室で書けばいいって思ってたんだけど、しょうがないね。──おいで」

「えっ、どこに？」

「生徒会室」

　躊躇ためらいもせず、彼はあっさりと言うと、そのまま俺の手を引いて歩き始めた。







　南高の生徒会役員には、特権がある。

　そんな噂うわさが肯こう定ていされてしまいそうな、なんとも豪ごう華かな生徒会室だった。

　ドアを開けられた瞬しゆん間かん俺おれは、応接室の間ま違ちがいじゃないのか？　と思ったぐらいだ。

　室内には、誰もいなかった。

　俺は勧すすめられるままにソファに腰こしを下ろして、もう一度調査票を書き始めた。

「…この用紙、どうやって」

「まだ提出してないクラスもあるんだよ」

　紅茶をいれながら、先輩は言う。

「だからちょっと借りて、ここでコピーして持ってったんだけど。こんなことなら、ここで待っててもらえばよかったね」

　そうですね、とも言えず、俺は黙だまり込む。

　この居い心ごこ地ちの悪い緊きん張ちよう感かんは、さっきの薄うす気味の悪い廊下とどっこいのような気が…。

「あれ、城野くん、お姉さんいるんだ？」

　紅茶を差し出しながら、家族調査票をさりげなく覗のぞいて、越前先輩は呟いた。

「あ──はい」

「いくつ？　えぇと、十八歳か。僕より、一つ年上なんだ。君のお姉さんなら、さぞかし美人だろうね」

「似てません」

　素っ気ない俺おれの答えに、先せん輩ぱいは鼻白んだように口を噤んだ。それきり会話はプツリと途と切ぎれ、俺のシャーペンのコツコツいう音だけが、室内にやけに大きく響ひびいていた。

「……終わった」

　パッと顔を上げると、越前先輩はニコニコしながら、俺を見ている。

　──そこで、俺はハタと気づく。

　生徒会室には、俺と越前先輩以外誰もいない。先輩は紅茶を飲みながら、特になにをするでもなく俺を見ていて。

「あ──すみません！　俺！　つきあわせちゃって…その…」

　つまり先輩は、俺のために生徒会室を提供した上に、つきあって居残ってくれた、ということで。

「いいよ。べつに急ぐ用事もないから。それより、クラブは？　なんに入るの？」

　恐きよう縮しゆくする俺にはお構いなしに、先輩はそう聞いた。

「…サッカー」

「サッカー部!?」

　いかにも意外そうに、彼は復唱した。

「おかしいですか？」

「いや──なんか…君って、外見と中身がまるで違ちがうというか…」

　俺はムッと唇くちびるを尖とがらせた。

　それじゃあ、なにかい。チビで瘦やせっぽちなヤツは、サッカーやっちゃいけないのか。

「サッカー部は人気あるからね。入部試験もあるらしいよ」

「自信あります」

　キッパリと言いきると、越前先輩は「へぇ」と目を細めた。

「…こ～んな、細い足で？」

　言いながら、彼は片手で俺の太ふと腿ももを摑つかんだ。

「うわぁッ!!」

　思わず、声が上がる。

「そ…っ、そこは…、駄だ目めッ!!」

　小さいころから、俺は太腿が弱いのだ。足の裏ならくすぐられても全然平気なくせに、太腿をギュッと摑まれると、もうくすぐったくて、どうしようもなくなってしまう。

　俺は「ウヒャヒャヒャ」と声を上げながら、ソファの上を転げ回った。

「……なにしてるんだ、越前」

　聞き覚えのある声が、耳を打った。

「あれ」

「ロータ!?」

　俺たちは、同時に声を出した。

「……なんでもない。ちょっとフザけてたんだ」

　立ち直るのは、もちろん越前先輩の方が早かった。

「城野くん、早く提出しておいで。庄司先生、帰ってしまうよ」

　そう言われて、俺は反射的に飛び起きた。

「保」

　ロータの声に振ふり向く。

　……ちょっと怖こわい。なんか、ロータの額に青筋が立っているような気がするのは、目の錯さつ覚かくだろうか。

「な、なに？」

「一いつ緒しよに帰るか？」

　間かん髪はつ入れずに、俺は勢いよく頷うなずいた。

「これ出してから、ここに鞄かばん持ってきていい？」

　ロータが軽く頷くのを確認してから、俺はくるりと背を向けた。







「城野？　お前の調査票なら、さっき誰だれかが提出しに来たと思ったが」

　庄司先生は、ツルツルした額を撫なでながら、机の上の紙の束をガサガサと探った。

「ほら、あった」

　そう言って掲かかげると、訝いぶかし気な視線を俺に向ける。

「あ──俺、どっかに置き忘れちゃって……その、慌あわててもう一回書いて」

　俺は口くち籠ごもった。

　きっと、中庭に落としてったのを、誰かが届けてくれたのだろう。そうとわかっていたら、わざわざ書き直したりしなかったのに。

「…どうして、お前余分に用紙を持ってたんだ？」

　先生の鋭するどい突つっ込みに、俺は内心狼狽うろたえながらも、なんとか答える。

「俺っ、すぐに書き間違えちゃうから、あらかじめコピーとっといたんですっ」

「あぁ、そうか」

　珍めずらしく素直に先生は引き下がると、手元の書類を捲めくった。

「……そういや、これ足りなかったんだな。城野、クラブどうするんだ？　帰宅部か？」

「いいえ？」

　足りない？　一緒に落としたはずだけれど。風で飛ばされてしまったんだろうか。

　俺は首を傾かしげながら、持っていた用紙の中から、クラブの申込書を提出した。

「なんだ、お前もサッカー部か？」

　見るなり、庄司先生はそう言った。

「お前も？」

「さっきお前の調書持ってきたの、 確か佐々木だったなぁ。 あいつも、 サッカー部希望してたぞ」

　──佐々木……？　佐々木が、俺の調書を届けてくれたって？

　ついこの間、殴なぐり飛ばした手て応ごたえは、まだ生々しく残っている。あれっきり、視線をあわそうともしなかったというのに、……なんだ、結構いいとこあるじゃん。

　おざなりに頭を下げてから、俺はまず教室に鞄を取りに行き、それから生徒会室に急いだ。

　三年の昇しよう降こう口ぐちの傍わきにあるラウンジを曲がった所で、右側から見覚えのある二年生が姿を現す。

　──誰だったっけ……。

　俺は、そいつの背中を見ながら考えた。

　フチなしの気き障ざっぽい眼鏡めがね。いかにもエリートですって、面構え。学生服ガクランを着ているから──南高の人間だ。

　彼は、どうやら俺と同じ場所に向かっているらしい。……ってことは、生徒会役員？

　ピタリと足を止め、彼は扉とびらを開ける前に、チラリと俺を見た。不ふ審しん気げに眉まゆを顰ひそめてから、扉を開ける。

　俺は小走りに、その後ろについた。

「なんだ、越前まだいたのか」

「ロータ、お待たせっ!!」

　彼の戸口についた腕うでの下から、顔を覗のぞかせるようにして喚わめくと、室な内かにいた二人は同時に振り返った。

「…なんだ、お前は」

　頭上から声が降ってくる。

　顔を上げると、そいつはギョッとしたような表情で、俺を見下ろしていた。

　越前先輩が、プッと噴ふき出す。

「葛木が、会ってみたいって言ってた子だよ」

「──まさか、城野保!?」

　──あれ。俺って、意外に有名じゃん。

　そうか。この人が、葛木さんか。

　俺はマジマジと、噂うわさの越前先輩の名参さん謀ぼうの顔を眺ながめた。

「葛木が君に興味をもって」と越前先輩が言ったわりには、彼は俺をその辺の石コロでも見るような目つきで見返しているだけだ。その眼鏡の奥おくの目つきは冷たくて、なんだか苦手なタイプだった。…もしかしたら、越前先輩よりも、こいつの方が手て強ごわいかもしれない。

「じゃあ、帰るか」

　と、ロータが席を立った。

「またね、城野くん」

　と、越前先輩が手を振った。　瞬しゆん間かん、妙みような緊きん迫ぱく感かんが室内に流れたのも、俺おれの気のせいだろうか。

　とにかく、その変な空気の重さに、俺は越前先輩にお礼を言うのも忘れて、そそくさと帰路についたのだ。




　　　　◆◇◆




　生徒会長の立候補者は、全部で四名だった。

　まず、三年生の和泉いずみ博ひろ司しさん。北高出身者だ。彼は、前回の選挙でも立候補してたらしいが、当時は一年生だったロータにまさかの大敗を喫きつしたのだそうだ。

　南高の三年生は、もとより生徒会は二年生中心にやるものと頭から思っているフシがあるので、誰も立候補しなかった。

　二年生からは、大おお熊くま幸ゆき雄おさん。南高出身者。噂によれば、彼は越前先輩に大おお幅はばに票差をつけられて落選したとのことで、その雪せつ辱じよく戦せんといったところかもしれない。

　あとは、ロータと越前先輩の二人。

　最初は立候補するのを渋しぶっていたロータも、俺がやいやい言うまでもなく、ちゃんと手続きを済ませ、珍しいことに、俺に「応おう援えんしろ」とまで言った。

　校内は、がぜん賑にぎやかになった。

　来週頭の立会演説会、それから投票に向けて、それぞれのポスターが貼はり出され、路上挨あい拶さつが開始される。

　それは、ロータの周囲も同じことだった。

　ただでさえ忙いそがしかったロータなのに、今日このごろは帰りに俺んちに寄る暇ひまさえないらしい。

　俺は心の中で、この選挙活動が終わるのを、指折り数えて待っていた。

　学校には慣れたものの、落ち着かない日々が続く──。







「１─Ｂ、城野保。大至急、第二柔じゆう道どう場まで来るように！」

　乱暴な声の、アナウンスが流れた。

　俺はクラブに行く途と中ちゆうで、なんだろうと顔を上げた。

　──第二ジュードージョー…？　そんなの、あったんかいな。

　行ったこともない場所なのに、呼び出されるなんて、なんか変だ。

　そう思いながらも、近くにいたヤツに場所を聞いて、俺は第二柔道場に向かう。

　そうして──ドアを開けるなり、俺は一いつ喝かつされたのだ。

「たるんどるッ!!」

　雷かみなりが落ちてきたのかと思った。

「貴様、入部届けを出したきり、顔あわせの日もそのあとも欠席するとは、なにごとだッ!!」

　──…なんだって？

　まさしく鳩はとに豆デッポーの心境で、俺は喚いている柔道着の大男をポカンと見た。

「なんとか言ったらどうなんだ!?」

「……ここ、柔道部ですか？」

　俺の問いかけは、彼の怒いかりをなおさら煽あおっただけだった。

「貴様…、言うにことかいて──許せん！　その根性、叩たたき直してやるッ!!」

　──どうして？　どうしてこの人、こんなに怒おこってるんだ？　それに、なんで俺の根性を、叩き直されなきゃいけないんだよ!?

　繰くり出された手刀を、俺は間かん一いつ髪ぱつで避よけた。そこにすかさず鋭い蹴けりが入る。さすがにそっちは避けきれなくて、俺は床ゆかの上に転がった。

　受け身もとれなかった俺を、目の前の男たちはバカにしたように見下ろしている。

　こいつら──もしかして、空手部？　でも、空手部と俺と、なんの関係があるんだろう。

「起きろ！」

　──やなこった。

　俺は心の中で、毒づく。

　起きたら、また殴られるに決まってんだから。これじゃ、集団リンチだ。

　転がっている俺を蹴り上げようとする足に、素早くしがみつく。

「…離はなせっ」

　ブンブンと振ふり回されたうえ、背後から伸ばされた腕が、俺を引き離そうとする。

　……汚きたない足だけど、嚙かみつくしかないかなぁと思った時。

　荒あら々あらしく、ドアが開いた。

　皆みなの目が、一いつ斉せいにそちらに向けられる。

「悪いが、そこまでにしてくれ」

　越前先輩の、凜りんとした声が響ひびいた。

「……いくら、南町のお奉ぶ行ぎようサンの言葉でも、そいつは従えねぇな」

　臭くさい足を振り回しながら、ヤツは言った。

「第一、同好会は治外法権だ。生徒会の指示は受けないぜ」

「しかも、越前はまだ候補者の段階で、生徒会長じゃないだろう」

　俺を取り囲んだヤツらが、口々に言う。

　──なるほどね。

　ようやくわかった。こいつらは、空手同好会だ。北高には空手部はなかったから、とすれば、こいつらは全員南高出身者だ。

「おっしゃるとおりだけどね。今回は、身に覚えのない言いがかりをつけられている、顔見知りの後こう輩はいを弁護に来ただけなんだ」

「言いがかりだァ!?」

　ムッとしたように、柔道着の大男は越前先輩を睨にらみつける。

「そう。彼は、サッカー部の新入部員なんだよ」

「なに言ってんだよ。こいつは、空手同好会に入部希望してるんだぜ？　証しよう拠こだって、このとおり」

　言いながら、奴は胸元から一枚の紙切れを取り出した。

　越前先輩はゆっくりと近づいてくると、彼の掲かかげた用紙に視線を走らせる。

「……悪いけど、それ、城野くんの字じゃないよ」

　あっさりと彼は言った。

「それに第一、担任印だって捺なつ印いんされてないじゃないか」

「なにィ!?」

　大男が、目の色を変える。

「大方、直接顧こ問もんの所に届けられたんだろうけど。……だとしたら、これは無効だ。なにも知らない城野くんが、こっちの集まりをすっぽかすのはあたりまえだ。そうなった時に、君たちがこういう行動を起こすのを見み越こして、誰だれかが彼を陥おとしいれたんだと思うけど？」

「いい加減なことを…」

「入部する人員が少なくて、君たちが困っているのは知っている。だけど今回のこれは、明らかに暴力行こう為いだ。 たとえ僕ぼくが現在生徒会長でなくっても、 問題提起することはできるはずだよ」

　威い厳げんに満ちた態度で、 越前先せん輩ぱいはそう言った。 そうしてコロリと表情を変えて、 俺を見下ろす。

「城野くん、立てるかい？　行こう」

　俺は頷いて、丸太のような足を離した。

「……越前、覚えてろよっ」

　俗ぞくに言う捨て台詞ぜりふが、俺たちの背中にぶつけられる。

「ご心配なく。記き憶おく力りよくはいい方だよ」

　口元には笑みさえ浮うかべて、先輩は俺をエスコートするみたいに、柔道場から連れ出したのだ。







「大だい丈じよう夫ぶだった？」

　どうして彼が駆かけつけてきたのかと、その疑問を口にする前に、先輩は言葉を続ける。

「放送を耳にしてね。第二柔道場は空手同好会の連中が使用してるはずだったし、君が関係してないのも知ってたから。なんだか嫌いやな予感がしたんだ。……間にあってよかった」

「でも──困るんじゃないですか？　先輩、選挙前なのに」

　俺おれが思わずそう言うと、越前先輩は「おやおや」と目を見開いた。

「僕が反感を買うような真ま似ねをしたら、票は遠山に集まるよ？」

　その方がいいんじゃないのか、という台詞が言外に含ふくまれているようで、俺は困って俯うつむいた。

　確かに──俺がロータに当選してもらいたいのは、事実だけれど。

「……まぁ、なんにしたって、君が無事でよかった」

　俺に聞かせるでもなく呟つぶやいた先輩の言葉に、俺はふと足を止めた。

「どうした？」

「越前先輩、さっき──誰かが俺を陥れようとしたって……そう言いましたよね？」

　唐とう突とつに捲まくし立てた俺に、先輩は面食らったような表情を浮かべる。

「え……あれは、なんていうか、言葉の綾あやで」

　──誰かが、俺に罠わなを仕し掛かけた。空手同好会の連中がああいう、言葉で言ってもわからないヤツらだってわかってて……それで、わざわざ俺の入部届けを提出した。

　越前先輩は、あの届けが俺の字ではないと言ったけど、あれは──俺が書いたものだ。ただし『空手同好会』と書かれた部分だけ除いて。

　つまりあれは、いつだったか中庭に落としたものに間ま違ちがいない。あの時、あの入部届けを除いたほかの書類は、ちゃんと担任に届けられていた。

　届けたのは──……。

「……あの野や郎ろう」

　俺はボソリと呟いた。

「え？　なんだって？」

　聞き返す越前先輩に、俺はペコリと頭を下げた。

「失礼します！」

「ちょ、ちょっと待って！　城野くん!?」

　──佐々木の野郎！　許さねぇ！

　サッカー部が練習している校庭を目指し、俺は猛もうスピードで駆け出した。







「佐々木ッ!!　この野郎っ」

　ちょうどドリブル練習の真っ最中だった、一年生の間をかきわける。

「城野、遅おそいぞ。校庭十周してこい！」

　三年生の声が、投げつけられる。

　俺はそれを無視して佐々木に走り寄ると、 振り向きかけたところを、 ドッカーンと殴なぐりつけた。

　倒たおれた佐々木に馬乗りになって、拳こぶしを振り上げる。

　後ろから伸びた腕うでが、俺を引き剝はがそうとした。それを振りきろうともがいていると、体勢を立て直した佐々木が、今度は反対に俺に伸しかかってきた。

　止めるのをあきらめたのか、それとも好きなだけやらせてくれる気になったのか。

　周囲の連中は、とっくみあう俺と佐々木を遠巻きに眺ながめている。

「この、卑ひ怯きよう者ものッ!!」

　鈍にぶい手て応ごたえがして、手の甲こうに痛みが走る。……人を殴るっていうのは、結構殴る側だって痛いのだ。

「卑怯なのは、どっちだ!!」

　腹に蹴けりを入れられ、俺は地べたに擦こすりつけられた。

「俺のどこが卑怯だって!?」

「うるさいッ!!　北高のくせしやがって、俺の越前先輩に、色目使いやがって!!」

　──…はぁ？　俺の、誰だって？

「ちょっと綺き麗れいな顔してるからって、生意気なんだよ、お前っ。…畜ちく生しよう、二目と見られない顔にしてやるッ!!」

　その言葉通りに、佐々木は容よう赦しやなく俺を殴りつける。

　……傷は男の勲くん章しようだけど。でも、こうも殴られたら──姉貴に怒おこられる。俺の取り柄えは、顔だけで。

「なんで、お前なんかが、越前先輩に構われるんだよ！　なんで──お前が…っ」

　口の中が切れたのか、血の味が広がった。

　反はん撃げきしないと、本気でヤバいかも。

　そう思った瞬しゆん間かんに、ふいにヤツの拳が途と切ぎれた。

「……まったく、今年の一年は血の気の多いのが揃そろってるようだね。もうそのあたりで、おしまいにしないか？」

　肩かたで息をつきながら、越前先輩が言った。

　──俺のこと、追いかけてきたのか。……助けられるのは、これで何度目だろう。

　俺はムクリと起き上がり、口の中に堪たまった血をペッと吐はき出す。

「畜生ッ!!　引き分けだっ」

　そう喚わめいた途と端たん、周囲の連中が一いつ斉せいにズッこけた。







「あの手紙、君だったんだね」

　サッカー部部室で、俺と佐々木を並べて立たせ、越前先輩は静かに言った。

　瞬間、佐々木がピクリと身体からだを強こわ張ばらせたのがわかった。

　俺は改めて、彼の顔をマジマジと凝み視つめる。

　顔立ちはごくごく平へい凡ぼん。普ふ通つうに学校生活送って、普通に男女交際してるのが似合いそうなタイプなのだから、なにもよりによって越前先輩に懸け想そうしなくてもよさそうなものなのに。

「…名前が書いてなかったから、 たまたま通りかかった城野くんと勘かん違ちがいしたんだ。 …ごめん」

　佐々木は項垂うなだれたまま、歯を食い縛しばった。

「返事だけは、ちゃんとするつもりだったんだけど」

　口を挟はさむのもなんなので、俺も黙だまったまま、佐々木と越前先輩を見比べている。

「お…俺…っ」

　佐々木は俯いたまま、振ふり絞しぼるような声を出した。

「越前先輩が、こういうことされるの、嫌きらいだって…わかってたけど…っ」

「こういうことって？　手紙のこと？　それとも、城野くんに意地悪したこと？」

　意地悪。そんな、生易しいもんか？

「俺──城野が、憎にくらしくて…っ。俺なんか、越前先輩とは口も聞けないのに、当然みたいな顔して、先輩に甘あまえてる城野が許せなくて…っ」

　あまりの言い分に、思わず文句を言いかけるのを、越前先輩は手で制した。

「中庭に行った時、…越前先輩が城野の腕を取って、南校舎に向かうのが見えて──…俺、ショックで。足元に、城野の調査票が散らばってて──そしたら、そこにいた二年生が、いい方法があるって」

　途切れ途切れの懺ざん悔げの言葉に、越前先輩は、深いため息をついた。

「……なるほどね。一年の君がやったことにしちゃ、手が込んでると思ったよ。上うえ田だが絡からんでたのか」

　上田──って、 あの時先輩に迫せまっていた二年生か。〝陰いん険けんそう〟という、 俺おれの第一印象もまんざらじゃなかったわけだ。 だけど、 それじゃあ俺は、 その人にも佐々木にも嫉しつ妬とされてたわけ？

　なんとも阿あ呆ほらしくなって、俺は天てん井じようを仰あおいだ。

　と、その時。騒そう々ぞうしい足音と共に、部室の扉とびらがガラリと開けられる。

「ロータ…！」

　姿を現した人物に、俺はホッと息をついた。

　ロータは俺の顔を見るなり、大おお袈げ裟さに膝ひざをついた。

「……お前、なんて顔に」

　それから、ギッと佐々木を見み据すえる。

「喧嘩けんかの相手はお前か」

「転んだんだよ」

　庇かばうつもりはなかったが、経いき緯さつを説明するのも面めん倒どう臭くさくて、俺はそう言い切った。

「なにを…」

「来るの、遅いじゃんか。もうちょっと早かったら、俺のすごい転び様が見学できたのに」

　責めているわけではなかったのに、ロータは幾いく分ぶん肩かたを落とした。

「……悪かった。視し聴ちよう覚かく室にいたんで、全然知らなくて」

「演説の原げん稿こう打ち合わせ？」

　越前先輩の問いかけに、ロータは半分上の空状態で頷うなずいた。

「……職員室に行ったら、騒そう然ぜんとしててな」

「あれ、もう報告がいったんだ？　先生方なんだって？」

　ロータは深くため息をつく。

「二人とも、一週間の部活動停止だとさ」

　俺はちょっと肩を竦すくめる。

　職員室で聞いてきたなら、俺があれこれ説明するまでもなかったのだ。

「ちょっと、見物客ギヤラリーが多すぎたからね。まぁ、停学にならなかっただけよかったかな？」

　そう言った越前先輩の言葉に、ロータは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で相あい槌づちを打った。

　佐々木は相変わらず、項垂れたままだった。

　彼にしてみれば、失しつ恋れんしたあげくに部活動停止処分まで受けて、これこそまさに踏ふんだり蹴ったりの心境だったんだろう。

　──だから、平凡に男女交際しなさいって。その方が、きっと似合ってる。

　俺は心の内でポツリと呟つぶやいて、こっそりとため息をついた。







「一いつ緒しよに帰る」とロータは言ったが、まだ演説文の推すい敲こうが残っていたので、俺は先に帰ることを頑がん強きように主張した。

　そりゃ、ロータと一緒に帰れた方が嬉うれしいけれど、足手まといにはぜーったいなりたくないのだからしょうがない。

　空手同好会のヤツとの乱らん闘とうのあと、佐々木とあれだけやりあって、おまけに口の中は出血するわ、鼻血は噴ふくわで、さすがの俺もクタクタだった。

　家まで自転車を走らせる気力もなくて、バスで帰ろうと俺は校門を出た。

「……馬ば鹿かだね。君は」

　ふいに後ろから、声をかけられる。

　慌あわてて振り向こうとしたところに、越前先輩の腕うでが俺の鞄かばんを奪とった。

「え…？　あれ？」

「そんなにフラフラしてる時ぐらい、遠山に甘えてもいいんじゃないのかい？」

　彼はやるせないような表情で、俺を見た。

「表通りで車タクシー拾おう。送って行く」

　怒ったような口調で言うと、先輩はスタスタと前を歩いていく。

「ちょっ、と、先輩！　いいです。俺」

「いいです、じゃないだろう？　放っとけないよ。半分は、僕ぼくにも責任がある」

　有無を言わさない様子に、俺は黙ってついて行くしかなかった。







「……越前先輩は、立会演説会の準備とか、いいんですか？」

　運よくすぐに来たタクシーに乗り込んで、俺はおずおずと問いかける。

「いいんだよ」

　やる気がないのか、自信があるのか。彼はあっさりと答えた。

「でも──引き分けだ、には参ったな」

　思い出したように、先輩がポツリと言う。

「え…？」

「負けてたよ。城野くん」

　容よう赦しやのない言葉に、俺は思わず頰ほおを膨ふくらませた。

「…だって、俺泣いてなかったし」

　ブツブツと呟くと、先輩は「え？」と聞き咎とがめる。

「泣かなかったら、引き分けなのか？」

「そうですよ。 泣いたら負け。 そうじゃなかったら、 引き分け。 引き分けなら、 勝ったも同然」

　そう言って、俺はニッと笑ってつけ加えた。

「最後に越前先輩と話してる時、佐々木半ベ状態だったから……俺の勝ち」

「凄すごい理り屈くつだね」

　呆あきれたように越前先輩が呟くのと同時に、タクシーが止まった。

　タクシー代を払はらって、越前先輩が降りる。続けて降りようとした俺に、当然のように彼は手を差し伸べた。

　無視するのも悪いかなぁと思って、その手に摑つかまって車から降りた途と端たん、

「保ッ!!　その顔、どうしたのっ!!」

　運悪く帰宅した姉貴が、狂くるったような叫さけび声を上げた。

「なんでもないよ」

　内心「あーあ」とため息をつきながら、俺はわざと素っ気なく言った。

「なんでもないこと、ないでしょ!?　今まで喧嘩したって、こんなに酷ひどくされたことないじゃないの!!」

「……申しわけありません」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしていた越前先輩は、姉貴に向かってペコリと頭を下げる。

「貴方あなた…──貴方がやったの!?」

　──姉貴、本当に狂ってんじゃないのか!?

　俺はいささかウンザリしながらも、仕方がないので、状じよう況きようを説明しようかと考える。

「喧嘩した相手と、仲よく帰ってくるわけないだろっ。……この人は、越前先輩。助けてくれたんだよ」

「越前…って、じゃあ、郎ちゃんの…」

　なんだ。ロータは、姉貴にはなんでも話してるわけだ。

　なんだかおもしろくなくなって黙だまり込むと、姉貴は今さら気づいたように、なおも騒ぎ出す。

「そうよ。郎ちゃんはどうしたのよ？　郎ちゃんがついてて、どうして保にこんな怪け我がさせて……。郎ちゃんは？　保のこと放っといて何してるの!?」

「うるさいな!!」

　思わず、声を荒あららげた。

「俺達の学校のことに、姉ちゃんが口出すことないだろ!!　ロータだって、俺のお守りばっかりしてるわけにはいかないんだよ！」

　珍めずらしく口答えした俺に、姉貴は絶句した。

「姉ちゃんは関係ないんだから、黙ってろよな！　どうせ……俺の顔だけが心配なんだろう!?　俺が内臓ブチまけて倒たおれてたって、顔さえ無事ならそれで満足なんだろうが!!　こんな顔、傷だらけになったってかまうもんかっ」

「言いすぎだよ」

　隣となりにいた越前先せん輩ぱいは、片手で俺おれの口元を覆おおった。

「君のこと、お姉さんは心配してるんだよ」

　越前先輩のフォローに見向きもせずに、姉貴は真まっ赤かな顔をして、俺を睨にらみつけた。

「小さいころから、可か愛わいい可愛いって言われ続けたあんたには、私の気持ちなんかわかんないわよッ!!」

　そう喚わめいてから、バタバタと家の中に駆かけ込んでしまう。

　俺達は顔を見あわせて、同時にため息をついた。

「じゃあ、僕はこれで失礼するね」

　なにごともなかったように、彼は言った。その変わり身の早さに、ちょっと驚おどろいて、

「先輩、どうやって帰るんですか？」

　問いかけると、越前先輩は微かすかに首を捻ひねった。

「さっき、地下鉄の駅の前を通ったよね。あそこまで歩くよ」

　その言葉が終わらないうちに、軽く手を上げて背を向ける。

「お、俺、案内します！」

「案内──って、それじゃ、僕がここまで送ってきた意味がないだろう？」

　彼は、あたりまえのことを言った。

「意味がなくても、俺も行きます」

　先輩に持たせていた鞄を玄げん関かんに投げ込んで、俺は彼の隣に立って歩き始めた。







「正直に言うとね」

　歩きながら、越前先輩はポツリと呟く。

「生徒会長になることなんか、どうでもいいって思ってた」

　……やっぱりね、と俺は心の中で頷うなずいた。

　自信はもちろんあるんだろうに、彼にはやる気がなかったわけだ。

「城野くんも被ひ害がい者しやだから、わかるだろう？…南高の連中は、妙みようなプライドにしがみついてるし、北高の連中も、負けまいと意地になってる。本当は、北だの南だのって拘こだわってる時じゃないと思うんだけど」

　──確かに、その通りだろう。

　その点、一番適応力・順応力に長たけているのは、女子生徒かもしれない。

「だから──生徒会長は、遠山がやった方がいいと思ってたんだ。苦労はするかもしれないけど、陰かげながら応おう援えんすることぐらいはできると思うし」

「……先輩、まさか、立候補取り消すつもりじゃ…」

　越前先輩は俺の顔を見て、口元に笑みを浮うかべた。

「と思わないことも、なかったよ。……悪いけど、和泉さんや大熊は、遠山の敵じゃないだろう？」

　その言葉につい頷くと、先輩は楽しげに笑う。

「あ──すみません」

「どういたしまして。……でも、気が変わった」

「え？」

　瞬しゆん間かん、越前先輩は、なんとも優しい目で俺を凝み視つめた。

「君を見て、気が変わった」

「…お…れ…？」

　頷いて、彼は気を取り直すように言葉を継つぐ。

「南高ではね、生徒会役員には妙な特権ちからがあったんだ。……エリート集団っていうのかな。まぁ、あんまり褒ほめられたことじゃないんだけど。…とにかく、普ふ通つうは学校の雑用係的な存在の生徒会が、うちでは一目置かれる存在だった。きっと──今度の桜ノ宮でもそうなるだろう。僕ぼくは、そういうのどうでもいいって思ってたんだけどさ。今は……城野くんを守れるように、特権を手に入れたい」

　俺はピタリと足を止める。

「僕は、君を愛いとおしいと思っている」

　──なんだって…？　イトーシイ？　イトーシイ…って、何語だっけ。えーと。

　考えようとしているそばから、まるでクリアスイッチを入れたように、頭の中は真っ白になるばっかりで。

「…だ…って、先輩はその…そういうの…」

　同性とつきあう気はないって、確かに言ってた。

「俺も、男だしっ。そういうのは、わからない」

「どうして？　だって、君は遠山が好きなんだろう？」

　あっさりと言われて。あまりにあっさりしすぎていて、俺の頭はますますパニックを起こす。

「…ロ、ロータは…」

「もしかして、君のお姉さんとつきあってるんじゃないのかい？」

　俺はもう、内心の動どう揺ようを押おさえるのが精せい一いつ杯ぱいで、頷くこともできなくて。

「そのことを、君には隠かくしている……違ちがうかな」

　肯こう定ていするわけでもなく、といって否定するわけでもなく、俺は激しく首を横に振ふった。

「遠山には、理解できないだろうね」

　追い討ちをかけるような言葉に、俺は大きく目を見開いた。

「いつだったか──そう、君と生徒会室にいた時だ。遠山が来たことがあっただろう？　あの時、彼に釘くぎを刺されたんだ。……城野くんにちょっかいを出すなってね。君を男子校の悪習には、染めたくないんだそうだ」

　頷ける気がした。ロータならそういった感情を、男子校の悪習という、そのひとことで片づけてしまうだろう。越前先輩にそう釘を刺したのも、べつにロータにとって俺が特別なのではなく、ただ──兄代わりのような、親代わりのような……彼にとっては、しょせんその程度のものなのだ…。

「……ロータには…」

　自分のものとは思えないくらい、情ない声で俺は呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。遠山には、なにも言わない」

　きっぱりと先輩は言った。

「心配しなくても、君の嫌いやがることはしない。…と言っても、君の好きな遠山には負けたくないんだ。矛む盾じゆんしてるようで、申しわけないけど」

　苦笑しながらそう呟いて、先輩はじっと俺を見て、もう一度こう言った。

「……君が、好きなんだ」

「──どこが…」

「え？」

「俺なんかの…どこがっ!?…顔…？」

　さっきの姉貴とのやり取りを思い出して、俺は本当に情ない気持ちで言った。が、聞くなり、彼は口元を綻ほころばせる。

「顔だけが好きだったなら、なにもこの一番ヒドい状態の時に、こういうこと言う気にはならないさ。ましてや、君の顔立ちはお姉さんにとっては羨せん望ぼうのまとでも、君にとってはコンプレックスのようだしね。君は不本意かもしれないけど──君が目の前で転んだ時……初めて会った時だったね。あの時、見み惚とれなかったかって言うと、噓うそになる」

　先輩は腕うでを組んで、ウーンと考えた。

「でもそれだけじゃないんだ。そうだなぁ。……血の気の多いところも、負けん気の強いところも。意地っ張りなところも」

　なんだか俺の短所をあげられているようで、俺はムッと唇くちびるを尖とがらせた。

「…すぐに拗すねるところも。全部愛いとしいと思う」

　ふいに彼の手が伸のびて、俺の前まえ髪がみに触ふれる。俺は反射的に、ビクリと後あと退ずさった。

「それじゃ。──帰ったら、ちゃんとお姉さんと話してごらん。顔だけじゃなくて、君のこと全部心配してるはずだから」

　越前先せん輩ぱいは、苦笑を唇の端はしに浮かべて、目の前の横断歩道を、足速に渡わたって行ってしまった。そのまま振り返りもせずに、地下鉄の駅の階段を降りていく。

　その後ろ姿が完全に見えなくなるまで、俺おれは複雑な思いで立ち竦すくんでいた。







　コクハク、されてしまった。

　こともあろうに、あの天下の南町奉行に、である。

　あたりまえだが、あまり嬉うれしくはなかった。でも──嫌というのでもない。

　佐々木だったら、嬉しさのあまり踊おどり狂くるうかもしれないがなんだか──妙な気分だ。

　家までの道を、俺はあれこれと考えながら歩いた。

　誰だれが俺のことを好きでも──俺が好きなのはロータだけだ。そのロータは、俺のことを羨うらやんでる姉貴とちゃっかり両りよう想おもいで。……俺の想いが報われることは、たぶんない。越前先輩は、それを知ってて。みんな知ってて──俺を好きだという。

　本気だろうか。本気で言ってたんだろうか。

　越前先輩は人あたりがいい分、なんだか摑つかみにくい。正直、真ま面じ目めに受け止めてノコノコついて行ったら、ひらりと躱かわされてしまいそうな気さえするのだ。

　だからといって、あれが冗じよう談だんだなんて思えない。

　俺をからかってみただけだなんて──思いたくはなかった。




　　　　◆◇◆




　翌日、俺と佐々木はサッカー部の顧こ問もんに呼び出され、三日間の部活動停止を言い渡された。

　ロータに聞いた時は「一週間」のはずだったのが三日に縮まったのは、どうやら越前先輩の口くち添ぞえだったらしいと、顧問の先生の話の端々から察せられて、ひとことぐらい礼を言おうかと──昨日送ってもらったこともあるし、俺は生徒会室に足を向けた。

　軽くノックをすると、中から「どうぞ」という声が聞こえる。

　ドアを細く開いてひょっこりと顔を覗のぞかせると、室内には、例の葛木さんが一人いるだけだった。

　彼は、眼鏡めがねの奥おくの目をスッと細めて俺を見た。

「……城野くんだったっけ。遠山なら、今、選挙管理委員室に行っている。場所は、第二グラウンドの脇わきのプレハブだ」

　理路整然と、葛木さんは言う。

「いえ──今日は、あの……越前先輩に」

　口くち籠ごもりながらそう言うと、彼は「えっ」と表情を強こわ張ばらせた。

「……入って。ドア閉めて」

　言われるままに、俺は室内に入った。

「越前なら、もう来るだろう。それで？　彼になんの用？」

　促うながされ、俺は彼の前のソファに腰こしを下ろす。

「あの、部活動停止処分のことと、昨日のことを、ひとことお礼言いたくて」

　そんなに体格がゴツいわけでもないのに、葛木さんには妙みような威い圧あつ感かんがある。ニコリともしない表情はロータと同じだけど、葛木さんの方がおっかない感じがするのは、ただ単に慣れていないだけ？

「……越前は、ずいぶん君のことを可か愛わいがっているようだな」

　あまりそのことを、歓かん迎げいしていないような口振りだった。

「越前が君のために必死になっているのに、君は彼になにをしてくれるんだい？」

「え、俺!?」

「そうだろう？　越前だって、なんのメリットもないのに、わざわざ君に親切にするわけがないじゃないか」

　冷たい口調で、葛木さんは言い捨てた。

「……君にできることは、そうだな。越前と張りあうことなど身の程知らずだと、そう君の幼おさな馴な染じみに教えてやることだと思うね」

「それ──どういう…」

　葛木さんは、クスッと嘲わ笑らった。

「生徒会長っていうのはね、全校生徒の代表だよ？　つまり、選ばれた人間だ。それなりに優れた人間がなってこそ、その存在が重要になる。……越前は、もともとそういったものに執しゆう着ちやくのない人間だが、さすがに遠山には任せられないと思ったのか、このごろはやる気になっている。──君に近づいたのも、その一いつ環かんだろう。君に少しは利用価値があるとでも思ったんだろう。実際──将を射んと欲すればまず馬から、 って言うからね。遠山は、君には頭が上がらないらしいし」

「そんな…こと…っ」

「あれ、違ちがうのかい？　だったら、君の方が遠山に頼たのまれて、越前を籠ろう絡らくするつもりだったのか？　残念ながらあの男は、男に誘ゆう惑わくされてやる気を喪そう失しつするような、そういうタイプじゃないな」

　ダンッ！　と、テーブルに手をついて、俺は立ち上がった。

　それとほぼ同時に、後ろの扉とびらが開く。

「…あれ、城野くん？　どうしたんだ？」

　吞のん気きそうな声を出して、越前先輩が近づいてくる。

「触さわるなッ!!」

　俺は叫さけんだ。

「城野くん!?」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、あんたが──そんなつもりだったなんて…。畜ちく生しようッ!!」

　伸ばされた腕を思い切り叩たたき落として、俺は駆かけ出した。

「葛木!?　彼になにを言ったんだ!!」

　越前先せん輩ぱいが葛木さんに詰つめ寄るのを、俺は荒あら々あらしく扉を閉めて塞ふさいだ。







「城野くん！」

　ラウンジを曲がったところで、後ろから追いかけてきた越前先輩に肩かたを摑まれる。

「離はなせよ…っ」

「城野くん、待って。葛木が──なにか失礼をしたようだけど」

　──失礼!?　そんな単語で済ませられるようなことか！

「最低だよ、あの男も、あんたもっ」

　両手で肩を捕とらえられて、真正面に向き直される。

　先輩の真しん摯しな表情に、一いつ瞬しゆん気後れしそうになったが、俺は振ふり切るように喚わめいた。

「悪いけど、俺には利用価値なんかないからな！　あんたたちが期待してるようなこと、ロータには絶対言わない」

「なにを言ってるんだ？」

　先輩はわざとらしく、眉まゆを顰ひそめる。

「俺をダシに使わなくったって、悪いけど、ロータは負けない。南高のヤツなんかに負けるもんか。俺が──あんたを色いろ仕じ掛かけでどうにかしようとしてるなんて、名めい誉よ毀き損そんだっ」

「葛木が、そう言ったのか？」

　俺は顔を背けた。

「…誤解だ。葛木は、なにか誤解してる。彼にはちゃんと説明するよ。そんな、利用するとかされるとか、関係ない。僕ぼくが君を好きだと言ったのは…」

「聞きたくないッ!!」

　俺は両耳を塞いで、彼の言葉を遮さえぎった。

「そんな噓うそ、聞きたくない！　あんたなんかともう関かかわりあいになりたくない!!」

　肩を押おさえていた手の力が、ふいに弛ゆるんだ。

「あんたさえいなきゃ……佐々木に恨うらまれることも、空手部のヤツらに殴なぐられることもなかった。迷めい惑わくなんだ!!」

「そう──だよね」

　気き抜ぬけしたような声がして、俺はふと耳にあてていた手を退ける。

　越前先輩は、悲しげな表か情おで俺を見ていた。

「……ごめん」

　──傷つけられた動物みたいな目をして、それでも彼は微わ笑らってみせた。

「君を──好きだと言ったのは、噓じゃない。君のために、なにかをしたいと思ったのも。……葛木には、ちゃんと話をしておく。二度と君に失礼なことを言わないように。僕も、もう君には関わらないように、気をつけるよ。──すまなかった」

　軽く頭を下げて、越前先輩は踵きびすを返した。

　俺おれは──両手で顔を覆おおって、その場にしゃがみ込んだ。







　どれぐらい、そうしていたのか。

「保…？」

　聞き覚えのある声に、俺おれは顔を上げる。

「おい──どうしたんだ？　気分、悪いのか？　なにがあったんだ？」

　ロータは力任せに、俺を引っ張り上げるようにして立たせた。足が痺しびれてフラついた俺を、ロータの太い腕うでが支える。

「俺──酷ひどいこと…」

「なにをされたんだ？　なにか言われたのか？」

　力なく、俺はかぶりを振る。

「ちが…っ、俺が…酷いこと、言って」

「なんだって？　誰だれと喧嘩けんかしたんだ？」

　ロータはわけがわからないと言いたげに、俺を揺ゆさぶる。

「俺…っ、越前先輩……っ」

「越前!?　越前になにかされたんだな？　言ってみろ。…言えないようなことか!?」

「違う！」

　今にも生徒会室に殴り込みかねない様子のロータを、俺は身体からだをぶつけるようにして止めた。

「なにが違うんだ！　こんなに泣かされて」

　──…泣かされて…？

　頰ほおに手を当てる。

　掌てのひらは、すぐにビショビショに濡ぬれた。

　そうか。目の前がボヤけて、鼻がつまってると思ったら。俺──泣いてたのか。

　でも──なんで？　喧嘩をしたって、俺泣いたことなんかない。転んだって、怪け我がしたって。だって──泣いたら、負けだから。負け……そっかぁ。俺、負けちゃったんだ。

　涙なみだは、あとからあとから溢あふれてきた。

「………っ…」

　ロータが荒あらっぽく、掌でグイグイ涙を拭ぬぐう。もう……ボロ負けだ。

「保──どうしたのかちゃんと言えないんなら、お前が止めたって俺は越前に聞きに行くからな」

　さすがに業ごうを煮にやしたように、ロータは言った。

「……駄だ目め。──俺の方が、悪い……っ」

　あー、畜生。泣くと、どうしてこう上う手まく喋しやべれないんだろう。

「越前、先輩が、俺のこと…好きって…。でも、葛木さんは…っ、俺…っ利用する、つもりだって。俺…悔くやしくて、なんか…っ、わかってたのに…っ、──越前先輩、噓じゃないって……。俺、信じたかったのに…っ、迷惑だって…言っちゃって……。越前先輩、悲しそうな顔して…笑って…っ、わかったって。俺っ、馬ば鹿かだから…っ。ロータに負けて欲しくないのに…、越前先輩にも負けて欲しくなくて…っ──もう、わかんない…」

「……俺にも、全然わからん」

　途と方ほうに暮れたように、ロータは呟つぶやいた。

「それじゃあ──べつに、越前がお前になにかしたんじゃないんだな？」

　俺は頷うなずいた。変な言いがかりをつけたのは、葛木の野や郎ろうだ。

「それで、……酷いことを言ったのは、保の方なんだな？」

　俺はもう一度頷く。

「なのに、なんでお前泣いてんだ？」

「……わかんない…っ」

　ロータは、はぁっと大きく息をついた。

「んじゃあな、ここに越前連れて来てやるから、もう一度話するか？」

「駄目っ!!」

　俺はブンブンと首を横に振る。

「…できない。…越前先輩、きっと傷ついてる。俺、顔見せられないよ」

　ロータが困ったように、頭を抱かかえる。

「……参ったな。──自分が悪いって、わかってる時は、どうすればいいのかわかるだろう？」

　俺は再び頷く。

　謝りなさいと。自分が悪い時には、素直に謝るのが一番なのだ。だけど。

「俺が、泣いてたこと、誰にも言わないで。……内ない緒しよにして。姉ちゃんにも」

　それだけを言って、強引に指切りすると、俺はロータを振り切って駆かけ出した。

　もう頭の中は、混乱しきっていた。

　ロータに訴うつたえている時に、思わぬことに気づいてしまった。

　そう。……俺は、ロータに負けて欲しくなかった。誰にも。

　俺の中で、ロータは最強のヒーローで。

　それが──いきなり、もう一人ヒーローが出現してしまったのだ。なんの予告もなく。彼らは勝手に俺の中で縄なわ張ばり争いを始めて──俺はどちらを応おう援えんすればいいのかわからない。ロータには負けて欲しくない。だけど、そのもう一人のヒーローにも、負けて欲しくないと思っている。

　悲しい顔をして微笑った、あの人に。

　誰にも、負けて欲しくないと。




　　　　◆◇◆




　正門脇わきの掲けい示じ板ばんに、昨日の投票結果が大きく貼はり出されていた。

　登校途と中ちゆうの生徒たちが、その前に群がっている。

　結果はいったいどうなったのだろうと、俺も背せ伸のびをして、前のヤツらの肩かた越ごしから結果票を覗のぞき込んだ。

　全投票数は、千四百十七票。その内、和泉博司は五十五票、大熊幸雄は六十三票。そして──遠山太郎太は、六百四十八票。越前守、六百四十八票。白票は、三票。…欠席者が八名。

「同点引き分けかよ…」

　俺の後ろで、誰かが呟いた。

「どうなるんだ？　再選挙か？」

「やっぱ、生徒会長が二人っつーのは、ややこしいんじゃないのか？」

　再選挙──というと、やっぱりロータと越前先輩の一いつ騎き打ちになるんだろうか。

　南高出身者は、現在七百十三名。北高は七百十二名。数字の上だけで見れば、勝負は五分五分だ。──もっとも、南側にも反越前派はいるだろうし、北側にだってそれはいえてる。女子なんかは見てくれのいい方につきそうだし。実際、女子連中の間で、越前先輩の人気はウナギ登りだ。そうなると、越前先輩の方に軍配が上がる気がしないでもない。

　──白票、三票。

　俺は、その文字をもう一度目で追った。

　実は、その内の一人は、俺だ。

　結局俺は、ロータとも越前先輩とも、名前を書けなかった。

　でも──同点……ってことは、もしも俺がどちらかを選べていたら、決着がついていたんだよね？　あぁ、今さらながら、なんという責任の重さ。

　なんだって早め早めに決まっていれば、楽なことこのうえないのに。もう一度、あんな胃の痛くなるような思いをしなくちゃならないのか。

　俺は群がってくる人たちをかきわけるようにして、その場から離はなれた。

　あれきり──越前先輩とは、顔をあわすこともない。もちろん、ロータもなにも言わない。

　ロータは俺にムチャクチャ甘あまいところもあるけど、こういうことは厳しいから。子供の喧嘩に親が出ない、じゃないけど。自分の始末は、自分でつけなさいってこと。

　それは、俺おれ自身を認めてくれているのだと、俺は内心誇ほこらしかったりもするのだ。

　姉貴とは結局、改めて話なんかしなかった。気まずかったのは最初だけで、今はもう普ふ段だんと変わらない。いや──ちょっとは気を遣つかっているのかな。相変わらず、俺の顔の心配はしてるみたいだけどさ。

　俺はというと──そういう姉貴とロータを見ながら、なんだか前のような疎そ外がい感かんが薄うすらいでいるのに気がついた。

　なんだか、それどころじゃない。

　俺が今まで大事に大事にしていた領分が、少しずつその形を変え始めているようなのだ。

　その原因の心当たりは──もちろん、ある。







「……おっと」

「あ、すみませ…」

　群れから外れたところで誰だれかとぶつかり、俺は謝りかけたものの、それが誰なのかを認識して口を噤つぐんだ。

「見てきたかい？」

　葛木さんはそう言いながら、掲示板の方向を顎あごでしゃくった。

「この間は──悪かったよ。越前にボロクソに怒おこられた。……俺が言いすぎた、謝る」

　相変わらずの高飛車な調子で──それでも、彼にしては妥だ協きようしている？──葛木さんは言うと、手にしていたファイルを、俺の手に押おしつけた。

「……なんですか」

「悪いけど、生徒会室に届けてもらえるかな」

「どうして、俺が」

　ムッとして、俺はファイルを押し返す。

「越前、恋こい患わずらいで死にそうになってる」

　ドキンと、心臓が一つ跳はねた。

「そんなこと、俺に関係ない」

「本当に？」

　探るような目つきで、葛木さんは俺を見た。

「……このまま越前が死んでしまっても、君は後こう悔かいしないのかい？」

　──どうして、そう話が飛ひ躍やくするんだ！

　俺は内心カッとしながらも、思わず葛木さんの手にしたファイルをひったくり、後ろも見ずに駆け出した。

　謝るだけだ。

　このまま、死んじゃったら後味が悪いから。嫌いやだなぁ、もう。いったいどこから「死んだら」なんて発想が出てくるんだよ。

　ブツブツを悪態をつきながら。……だけど、謝る機会チヤンスを、心のどこかで欲しがっていたのも本当だった。







「どうぞ」

　ノックをすると、間ま違ちがいなく越前先輩の声がした。

　ドアを開けた俺を見て、彼は絶句した。

　なんだか瘦やせたような気がするのは、葛木さんに植え込まれた、ただの先入観？

「これ……頼たのまれて」

　俺はファイルを差し出した。

「葛木？　まったく、仕様のないヤツだな。……ありがとう」

　伏ふし目がちに喋しやべっていた彼は、ふと目をあげて俺を見た。

　まるで──マリア様が小羊を見るような目だ。吸い込まれてしまいそうになって、俺は息を止めた。

「あの──」

「うん？　あぁ、ありがとう」

　行っていいよ、とばかりに、彼は視線を逸そらす。

　うまく──タイミングが摑つかめない。

「あの、越前先輩」

　あきらめきれずに呼びかけると、彼は面めん倒どう臭くさそうに無表情な顔を俺に向けた。

　今度は反対に、俺が目を伏せる。

「俺……謝りたくて」

「謝る？　なにを？　僕ぼくに？　君はなにも謝るようなことしてないだろう」

　けんもほろろに、彼は言った。

　仕方なく俺は、くるりと背を向けてドアのノブを摑み──。

「……謝らせてもくれないなんて、ひどい」

　ポツリと呟つぶやいた。悔くやしいことに、語ご尾びが半ベ状態だった。

「城野くん!?」

　途と端たんに、狼狽うろたえたように越前先輩は席を立った。

　開けかけた扉とびらを、背後から伸のびた先輩の手が再び閉ざす。

　そのまま彼は、俺を抱だき竦すくめた。

「……意地悪で言ったんじゃない」

「ごめん──なさい」

　頰ほおに押しつけられる学生服から、柑かん橘きつ系のいい匂においがした。

「どうして謝るんだ。君は、謝らなきゃならないことはしてない」

「……信じないって言った。聞きたくないって言った。関かかわりたくないって、最低だって…」

「それを謝ってくれるってことは、僕にもまだチャンスはあるってことかな」

　頭の上で、先輩の声がする。

「城野くん？」

「白票──俺です。俺……ロータと越前先輩、どっちも選べなかった」

「……城野くん」

　ふと、額に柔やわらかな感かん触しよくを感じて、俺は顔を上げた。間近に迫せまった越前先輩の顔が、近づきすぎて、ぼやけて。

　唇くちびるを息が掠かすめた。

　俺は──びっくりして、ストンとその場に尻しり餅もちをついた。

「……ごめん！」

　つられるように、先輩もそのまましゃがみ込む。

「僕って、どうしてこうせっかちなのかな」

　言葉ほど悪びれもせずに、彼はそう言った。

　俺おれは唇を押さえて、俯うつむいた。

　──キス……してしまった。

　自覚した途端に、身体からだ中が火を噴ふきそうな勢いでほてってくる。

「いいこと、教えてあげようか」

　取り繕つくろうように、先せん輩ぱいは俯いたままの俺に声をかける。

「あとの白票、遠山と僕」

「えっ!?」

　越前先輩は、クスッと笑った。

「君が、遠山に負けて欲しくないって言うから、なんだか自分に入れられなくなって。でも、遠山に入れるのもシャクなんで、白票にしたんだ。…さっき遠山が来て──彼も同じこと、言った。君が、僕にも負けて欲しくないって…泣いてくれたって」

　──ロータのヤツ。泣いたことは内ない緒しよだって、指切りまでしたのに。クソ、針千本飲ませてやる。

「今け朝さまで、君のことあきらめるつもりだったのに」

　彼は小さくため息をついた。

「かなり努力してたんだよ、これでも。……まさか、君がここに来るなんて思わなくて、心臓が飛び出しそうになった」

　心の準備が間にあわなくて、ごまかすためについぶっきらぼうになってしまったと、彼はつけ加えながら、俺の頭を撫なでる。

「再選挙、明後日あさつてだって」

　え、と顔を上げた瞬しゆん間かんに、勢いよく背後の扉が開けられた。

「…なんだ。うまく収まったのか」

　葛木さんが立っていた。

　ギョッとして、俺は五十センチぐらい飛び退のいた。

　珍めずらしく越前先輩は顔を赤らめて、葛木さんを睨にらみつけた。

「なんだよ？　こっちは礼を言ってもらいたいぐらいだぞ」

　そう彼は嘯うそぶいた。

「浮うかれまくっている越前の姿を見せられる情けなさに邪じや魔まをしたが、失しつ恋れんしてヤケになって八つ当たりされるのも、もうごめんだからな。……越前親衛隊としちゃ、そうそう知らん顔もしてられないしなぁ」

　──越前親衛隊…って、いつだったかロータの言ってた、お取り巻き軍団…のこと？　え!?　この人が!?　まさか、生徒会って──そういう集団!?　それで越前先輩を崇あがめ奉たてまつってたりして。ううむ、あり得る。

「……葛木」

　こめかみをピクピクさせながら、越前先輩が立ち上がる。

「イチャイチャしてるのもいいが、もうすぐ予よ鈴れいが鳴るぞ」

　そう言い残して、彼はさっさと部へ屋やを出ていく。

「…なにしに来たんだ、あいつは」

　呆あきれたように、越前先輩は呟いた。

「じゃあ、僕たちも行こうか」

　俺は頷うなずいて、立ち上がった。







　予鈴が鳴り響ひびく中、北校舎までの廊ろう下かを駆かけ抜ぬけながら、俺はもう一度唇に指を押おし当てた。

　ロータを好きな気持ちに、変わりはない。

　だけど──この甘あまやかな感情を、どう説明すればいいのだろう。

　これは……恋こいだろうか。

　一時間目の数学の先生が前扉を開けるのと同時に、俺は後ろから教室に滑すべり込んだ。

　この思いがなんなのか。

　答えは、明後日までの宿題にしよう。

　明後日──俺は、どちらの名前を書くだろうか。

　それこそが、この胸の中の縄なわ張ばり争いの終結宣言になるのだろうと、俺はそう思わずにはいられなかった。






　　　絶対の領分　第２章




「……ロータ、もしかして疲つかれてる？」

　俺の問いかけに、ロータは返事の代わりにファァッと大きな欠伸あくびを洩もらした。

　もしかしなくても、疲れているのだろう。

　俺の頭をポンポンと撫でてから、彼はそのままゴロリとベッドに横になる。

　すぐに寝ね息いきをたて始めた、精せい悍かんな面立ちを眺ながめて、俺は微かにため息をついた。

「郎ちゃん、来てるんでしょ？　ちょっといい？」

　バタンと勢いよく開いたドアに、俺は咄とつ嗟さにシーッと人差し指を唇に当てた。

「なによ。保、郎ちゃんは……え、え？　寝ちゃってるのォ!?　噓うそでしょう!?」

　──噓なものか。

　拗すねたように頰を膨ふくらませる姉貴に、俺はちょっと眉まゆを顰しかめて見せる。

「もう…、話したいことがあるのにィ。郎ちゃん、起きてよぉ」

　揺ゆさぶろうとした姉貴の手を、俺はパシッと叩たたいて払はらった。

「なによっ」

「疲れてんだよ、ロータは」

　先日の同点引き分けに終わった生徒会総選挙の二日後、再選挙が行われた。その結果、ロータは一票差で生徒会長の座を射止めたのだ。

　これが──よかったのか悪かったのか。最近のロータを見ていると、俺にはよくわからない。

　とにかく忙いそがしそうで、昼休みも放課後も、生徒会室に詰つめっきりなのだ。

　たまにこうして遊びにきても、話す間もなくウトウトと舟ふねを漕こぎ出す。俺はなんの手助けもできずに、そんなロータをじっと見ているしかなくて。

「郎ちゃん、起きてってばぁ」

　性しよう懲こりもなく、姉貴はロータを起こそうと揺さぶり続けた。

「んぁ？」

　ぼんやりと薄うす目めを開けたロータを見て、俺はやれやれと肩かたを竦すくめる。

　──俺が口出す問題じゃないのだ。

　姉貴と彼は、どうやら幼おさな馴な染じみの関係を越こえたらしい。昨年の夏あたりから、ぐっと親密度を増した二人の様子を目の当たりにして、俺は一人微かな胸の痛みを堪こらえていた。

　俺が、一番立場が弱い。

　男なのだ。男なのに、俺はロータのことが好きだった。当然のような顔をしてロータのそばにいる姉貴を、羨うらやましいと思い、時には憎にくらしいとまで思った。

　小さいころから、俺の心の中のヒーローだったロータのあとを、必死で追いかけて。ずっとそばにいたかった。いつもロータに庇かばわれていたかった。ロータの特別でありたかった。ロータを──独どく占せんしたかった。

　そんな感情は、『恋』以外に考えられない。『恋』だとしか思えない。

　そう──俺は、ロータに恋していた。

　誰だれにも言えない、密ひそやかな想おもいだった。

「……あと、五分」

「もう、郎ちゃんたらなに言ってんのよ！　眠ねむいんなら、自分家ち帰れば!?」

　ロータはむくりと起き上がった。

「……そりゃ、そうだな」

　ぬっと伸のびた腕うでが、俺の肩に触ふれる。

「保、悪かった」

　そう言いながら離はなれていった腕が、大きく天てん井じように伸ばされる。

「こんなに大変なら、越前に譲ゆずりゃよかったなぁ」

「……そんなに、大変？」

　ぼやいた言葉尻じりを捕とらえて、俺は聞き返す。

「覚かく悟ごはしてたけどな。……葛木がなかなか難しい男で取りつく島もない」

　ぶっきらぼうに、それでいて茶化すようにロータは言った。

　葛木さんは、現生徒会の副会長を務めることになった。以前は越前先せん輩ぱいの名参さん謀ぼうとまで言われていたうえ、自ら『越前親衛隊』を名乗るぐらいだから、誰よりも越前先輩を支持しているのは明白だろう。

　そんな人間と、ロータは今対峙している。大変じゃないわけがない。

「んじゃ、保。また明日な」

　うん、と俺おれは頷いた。

　嬉き々きとしてロータの腕を取り、一いつ緒しよに出て行く姉貴の姿に、俺はやっぱり嫉妬ジエラシーを禁じえなかった。







　ロータの好敵手ライバル──越前先輩は、惜おしくも生徒会長の座は逃のがしたが、そのまま中央委員会の委員長として生徒会の仕事を補ほ佐さすることになっていた。

　中央委員会っていうのは、生徒総会に次ぐ議決機関のこと。本来は、各クラスから選出されたクラス委員長と、図書委員会・保健委員会・風紀委員会・体育委員会からなる常任委員会委員長、それに各クラブの部長会会議長で構成される。だから、中央委員会の委員長はその中から選出されるのだけれど、特別に越前先輩はそこに据すえられることとなったのだ。

　それはまあ、ロータを始めとする生徒会全員の希望でもあったし、反対する者は誰もいなかった。

　唐とう突とつに越前先輩の顔を思い出して、俺はブンブンッと頭を横に振ふった。




　──君を愛いとしいと思ってる。




　そんな告白を受けてから、ずいぶん経たってしまったような気がする。

　羽毛のように掠かすめた口くち接づけも、まるで夢の中のことのようだ。

　──本当に、信じられないことなんだけど、越前先輩は俺を好きだと言った。

　情けない話だが、俺の取り柄えは顔だけなのだと、姉貴は言う。女顔、というのか。だから最初は、越前先輩は俺の容みて貌くれだけが気に入ったのかと思った。

　けれど、先輩はそれを否定した。

　顔だけではなく、血の気の多いところ、負けん気の強いところ、意地っ張りなところ……と、俺の欠点を上げ連ねて、そんなところも好きなのだと言った。全部ひっくるめて、すべてが好きなのだと。

　そして、俺を守るために、生徒会役員という特権ちからを手に入れたいと──そう言ったのだ。

　たった一票の差で、特権を手に入れられなかった先輩は、いたずらっぽく舌を出して、

「困ったな。予定が狂くるっちゃったよ」

　とだけ言った。

　俺はどう返事をすればいいのかわからなかった。

　黙だまったままの俺に、先輩はそれ以上はなにも言わなかった。そのあとの態度も、変わらない。さりげなく、ごく普ふ通つうの先輩・後輩の間あいだ柄がらに戻もどったようだった。いや──戻るというよりも、最初からあの一いつ瞬しゆんがなかったように。忘れてしまったように。

　だから──俺にも、あの出来事は夢の中のことのように思えるのだ。

　そして、夢からさめた俺は、相変わらず振り向いてくれるはずのない、ロータに恋こいをしている。報われない、汚よごれた想いを抱かかえている。




　　　　◆◇◆




「……どうするって、それは僕に相談するべきことじゃないだろう？」

　生徒会室の扉とびらの向こうから洩もれてきた声に、俺はふと、ノックしかけた拳こぶしを止めた。

「それは、生徒会本部が議論することで、僕ぼくはその内容を審しん議ぎにかけて、生徒総会に提出するかどうかを決める立場だ」

　凜りんとした声は、越前先輩のものだ。

「越前に相談せずに、いったい誰にすればいいものか、伺うかがいたいね」

　この嫌いや味みたっぷりの声は、かの名参謀・葛木英えい司じ氏のもの。

「僕はもう生徒会長じゃないんだよ？」

「遠山になんか、任せていられるかッ!!」

　カツカツとこちらに近づく足音に気づいて、俺はギョッと身体からだを竦ませた。

　冗じよう談だんじゃない。ここには隠かくれる場所なんかない。いくら、立ち聞きするつもりじゃなかったと言っても、葛木さんは信用してくれないだろう。

　俺は、扉の脇わきの壁かべにピッタリと身体を張りつかせる。

　間を置かずに、鼻先スレスレに扉が乱暴に開けられた。息を止めて身構えた俺には気づかず、足音も荒あらく、葛木さんが去って行く。

「……困ったもんだな。──あれ!?」

　呟つぶやきのあと、越前先輩は素すつ頓とん狂きような声を上げた。

「誰？」

　──気づかれた。

　俺は、扉の陰かげからひょっこりと顔を覗のぞかせた。

「城野くん」

　吐と息いき混じりに俺の名を呼び、彼はフッと口元を綻ほころばせた。

「……すみません。その、立ち聞きするつもりじゃ」

「わかってるよ。入っておいでよ、まだ誰も来ていないから」

　そう言いかけて、越前先輩は苦笑を洩らした。

「なーんて、もう僕はここの住人じゃないのに、おかしいかな」

「あ、そっか。俺も、ここに来れば、先輩に会えるかと思って……。中央委員会の部屋って、知らなかったから」

　なにげなく呟いた俺に、彼はひどく意外そうな表か情おをした。

「なにか……？」

「まさかと思うけど、僕に会いに来てくれたの？」

　なんで、まさかになるんだろう。

　その疑問を口にする前に、越前先輩はいそいそと長椅子ソフアを勧すすめる。

「嬉うれしいな。なんの用事？　君が訪ねてくれるんなら、多少の嫌いや事ごとでも歓かん迎げいだな」

「いえ、あの……」

　促うながされるままに腰こしを下ろして、俺は彼の顔を見上げた。

「……うっかり立ち聞いて、なんか、わかっちゃいましたから」

　もう、いいんです──そうつけ加えて、俺は仕方なく笑った。

　越前先輩はちょっと眉まゆを顰ひそめてから、「あぁ」と頷うなずいた。

「葛木、か」

「ロータ……すごく疲つかれてて。俺、放っとけなくて。…って言っても、なにができるわけじゃないんだけど。なんていうか……どうして、葛木さんはロータを認めてくれないんだろうって。俺聞きたくて」

　すらりと伸びた手が、俺の前まえ髪がみを梳すくように触れた。

「意地に……なってるだけだと思う」

　目を伏ふせたまま、越前先輩は言った。

「意地？」

「そう。頭の中じゃ、とっくに理解しているんだろうに、子供みたいに感情的になってるんだよ」

　そういえば、と俺は口を開く。

「最初から言ってましたっけ。再選挙で決着がつく前から、ロータには任せられないって。越前先輩でないと、認めないって。でも──」

「現実には、たとえ差は一票でも、遠山が全校生徒に認められた会長なのは確かだからね」

「あの……」

　俺は身を乗り出した。

「ロータ、助けて下さい」

　越前先せん輩ぱいは訝いぶかし気な表情で、俺おれを見返した。

「わかってます。こんなこと、俺が頼たのむ筋あいじゃないって。でも、先輩に頼むしかない。俺じゃ駄だ目めなんです。ロータになにもしてあげられない。──ロータも意地っ張りだから、一人で頑がん張ばるつもりだろうって……思うけど、でも、一人じゃ無理だ。味方が、少なすぎる。ただでさえ厄やつ介かいな時で、そうでなくても大変なのに──葛木さんが協力的じゃないなんて……そんなの…」

「中央委員会委員長として、僕はできる限りのことはするつもりだけど……？」

　俺の言葉を遮さえぎるように、先輩は言った。

「それだけじゃなく──君は、個人的に僕に遠山をバックアップしろって、言っているのかな。葛木たちに、根回ししろって？」

　口調が幾いく分ぶん冷たくなった気がして、俺は反射的に彼を見返した。

　いつもより鋭するどくなった目つきに、瞬しゆ間んかん、頰ほおが強こわ張ばった。

「それは遠山に対しても、失礼だとは思わないか？」

「え？」

「遠山を嘗なめちゃいけない。君は、彼の幼おさな馴な染じみなんだろう？　誰だれよりも彼を知ってるんだろう？　それなら──学校中の人間が遠山の実力を信じなくても、君だけは信じてあげるべきなんじゃないのか？」

　絶句した俺に構わずに、彼は言葉を継ついだ。

「遠山は、誰にも負けないんだろう？　君はずっと、信じてきたんだろう？　それなのに、今になってなにを迷ってるんだい？」

　──そのとおりだ。越前先輩の言うとおりだ。俺は一体なにを……。

「す、すみませんっ。今のこと、忘れて下さい！」

　アタフタと立ち上がろうとする俺の腕うでを、彼はグイと摑つかんで引き寄せる。

「あ……っ」

　バランスを崩くずした拍ひよう子しに、俺は越前先輩の腕の中に抱かかえ込まれていた。

「君は──ひどいな」

　耳元で、先輩の声がした。

「もう、忘れた？」

「え……」

「僕ぼくは、君が好きなんだよ？」

　カッと全身がほてるような錯さつ覚かくに、俺は彼の腕から逃のがれようと試みる。

「う……わ……！」

　思ったよりも強い力が、俺をソファに押おしつけた。

「絶対生徒会長になってみせるって約束、守れなかったからね。名めい誉よ挽ばん回かいできないものかって考えてるうちに、ちょっと放っときすぎたかな。……忘れちゃったんだ？」

　がっちりとその身体からだの下に俺を敷しき込んで、越前先輩はもう一度そう問いかけた。

「忘れて……ません」

「覚えてるのに、そういうこと、頼みに来たわけ？」

　俺はキュッと唇くちびるを嚙かんだ。

「君が、遠山を好きなのは知ってる。好きだから、そんなに一生懸けん命めいになるんだって、わかってる」

「あ……っ」

　ふいに、先輩の身体が覆おおい被かぶさってきた。

「先……輩……!?」

「僕も、君のためなら一生懸命になれるよ」

　押し当てられた頰が熱い。柑かん橘きつ系のいい匂においは、確かに以前嗅かいだのと同じで。

「君が遠山を助けて欲しいと言うのなら、いくらでもそうする。でも──それは、遠山のためじゃない。君のためだ」

　頰に唇が触ふれる。

　咄とつ嗟さに閉じた目め尻じりに、こめかみに、柔やわらかな温ぬくもりが掠かすめては離はなれた。

「困るな、越前。生徒会室で、不純同性交遊は」

　揶揄からかうような声がするのと同時に、身体の上の重みは急に失なくなった。俺は慌あわてて起き上がって──愕がく然ぜんとその声のした方向に目をやった。

「……ロー…！」

　大きく開かれた扉とびらのそばに立っていたのは、葛木さんだけではなかった。ロータが、恐おそろしい形相で俺たちを見下ろしていたのだ。

「……失敬。以後気をつけるよ」

　顔色一つ変えずに越前先輩は立ち上がると、俺の衣服の若干の乱れを直し、促すように手を取った。

　手を摑まれて、俺は自分が震ふるえているのに気づく。──と、大おお股またに近づいてきたロータが、俺を越前先輩から引き離した。

　まるでスローモーションのように、ロータは手を振ふり上げた。

　殴なぐられる──と、瞬間思った。

　俺はギュッと目を瞑つぶって、頰にその衝しよう撃げきがぶつけられるのを覚かく悟ごした。

「城野くんの顔を殴ろうだなんて、君らしくない」

　越前先輩のきっぱりとした声に、俺は恐る恐る目を開けた。

　ロータの腕を、先輩が摑んで止めていた。

「保の顔が、貴様を惑まどわしたんだとしたら、構うことじゃない」

「……驚おどろいた。まさか、城野くんのお姉さんが言うように、城野くんの取り柄えは顔だけだなんて、君までが言うんじゃないだろうね？」

「なにィ!?」

　俺を捕つかまえていた手を離し、ロータは越前先輩の胸倉を摑み上げる。

「僕が惑わされたのだとしたら、それは彼の顔だけじゃない。それとも、君は自分自身の目よりも、口さがない誰かの言葉の方を信じるようになったのかな」

　ロータが激げつ昂こうしたのがわかった。

　このままじゃ、喧嘩けんかになる──そう思ったのも束の間、俺を退けるようにして葛木さんが一歩前に進んだ。

「どうでもいいが、暴力沙ざ汰たも困る」

　チッと舌打ちして、ロータは越前先輩を突つき放した。

「遠山に言っておくのを、忘れていた」

　乱暴に摑まれた襟えり元もとを正しながら、越前先輩はそう口にした。

「──城野くんは、僕がもらう」

　ロータは言葉もなく、越前先輩を見返した。

「生徒会長の座には未練などないが、城野くんだけは渡わたしたくない」

　淡たん々たんとした先輩の言葉に、ロータはゆっくりと俺おれと彼の顔を交こう互ごに見比べた。

「それは──宣戦布告ということか？」

「そう取ってもらっても、構わないよ」

　しれっと言い切った越前先輩から視線を逸そらし、ロータは再び俺を見み据すえる。

「……保。お前は、こんな変態野や郎ろうに」

「心配しなくても、彼にはまだ拒こばまれてるんだ。もちろん、無理強いするつもりはない」

　まるで俺を庇かばうみたいに、先輩はロータの言葉を遮さえぎる。

「あたりまえだ」

　憮ぶ然ぜんと、ロータは呟つぶやいた。

　俺は──誰だれもいなければ、その場に突っ伏ぷしてしまったかもしれない。

　知られてしまった。しかも、現行犯だ。

　ロータは──きっと軽けい蔑べつするだろう。

　同性に抱だき竦すくめられていた俺を。ロータの言う『男子校の悪習』に染まりつつある俺を。

　越前先輩の想おもいを否定されることは、イコール、俺のロータに対する想いを否定されること。

　口くち汚ぎたなく罵ののしられてしまえば、二度と立ち直れないかもしれない。

　微かすかに、胃が痛んだ。

　永遠に続きそうな二人の睨にらみあいに比例するように、頑がん丈じようだったはずの俺の胃い袋ぶくろは、鈍にぶい痛みを訴うつたえ続けていた。




　　　　◆◇◆




「保、あんたんとこ、制服新しくなるんですって？」

　夕食時、姉貴がふとそう口にする。

「……まだ決まってないよ」

　俺は、ボソリと答えた。

「困るわよねぇ。合がつ併ぺいするならするで、早めに連れん絡らくして、ちゃんと準備してくれなくっちゃ」

　漬つけ物ものをポリポリと齧かじりながら、母が言う。

「保のとこの制服、高かったのよ。それを今さら合併しました、ハイ新しい制服に統一しますって言われてもねぇ。結局、最初に作った北高の服は無む駄だになっちゃうわけでしょう。冗じよう談だんじゃないわよねぇ」

「だから──まだ、決まってないってば」

　俺はガツガツと茶ちや碗わんの中の御ご飯はんをかき込み、ムッと唇くちびるを尖とがらせる。

「決まってなくても、いずれはそうなるんでしょ？」

　姉貴の辛しん辣らつな突っ込みに、一いつ瞬しゆん言葉が詰つまる。

「郎ちゃんの話だと、ただでさえ北高出身者と南高出身者の間で、もめごとが絶えないって言うんだから。早いとこ、パッと見で識別できないように、着るものから統一してくべきなんじゃない？」

　部外者のくせに、姉貴はさも知ってますって顔をして、そう意見を述べた。

　冗談じゃない。

　なんのために、ロータが頑がん張ばってるのか。姉貴はちっともわかってない。

　そんなに簡単に新しい制服が作れるものなら、ロータは苦労なんかしなくていいのだ。

　もしも、真新しい制服に改めるのならば、母が言うように、一年生である俺たちはそれぞれの制服を、一か月も着ないうちに無駄にしてしまうことになるのだ。そういう言い方をすれば、三年生だって、残りのたった一年足らずのために、制服を新調することになる。

　といって、いつまでもそれぞれが別の制服を着ていたら、同どう胞ほう意識を得られないのも当然の話で。

　打開案として、いっそ私服に──という意見もあるけれど、女子の服装が華か美びになるのではとか、規律が乱れるのなんのと、難なん癖くせをつければキリがない。

　生徒側・ＰＴＡ側・学園側と、それぞれの意見が対立し、現在この制服問題は宙に浮ういたような状態だ。

「ごちそーさま」

　俺は箸はしを置いて、両手をあわせた。

「あ、保」

　そそくさと自分の部屋に逃のがれようとした俺を、姉貴が呼び止める。

「なに？」

「郎ちゃんが、夕飯終わったら来るようにって言ってたわよ」

「俺？」

　あんたに言ってんのよ、バカ、と姉貴は言いながら頷うなずいた。

「なんで？」

　憮然としたまま聞き返した俺に、姉貴は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「そんなこと、知らないわよ。行って聞けばいいじゃない。──また、あんたなにか学校でしでかしたんじゃないの？　あんまり郎ちゃんの手を煩わずらわすようなこと、するんじゃないわよ」

「してねーよ、べつに」

　ぶっきらぼうに言い返し、俺は自分の部屋には戻もどらずに、そのまま玄げん関かんに向かった。







　──嫌な予感がする。

　外に出て、スーハーと深呼吸してみる。

　あれ以来──そう、生徒会室での一件以来、ロータとは極力顔をあわせないようにしてきているのだ。その……気まずいし、胃が痛くなるのも嫌だし。

　だから、あの時どうして俺が生徒会室にいたのかとか、越前先輩となにをしていたのかの深い追つい及きゆうはまだされていないわけで。でも──これからされるのかなぁ。

　ロータの家の小さな門をキィと開けて、俺はこの世で一番不幸ですと言わんばかりのため息を洩もらした。

「……帰っちゃおうかな」

　ドアを目の前に、俺はポツリと呟いた。

　そうだ。帰ってしまおう。姉貴の伝言なんか、聞いてないってことにして。

　くるりと回れ右した俺の背後で、カチャリとドアが開いた。

「なんだ、忘れ物か？」

「ロ、ロータ……」

　俺はおそるおそる振ふり返る。

　ロータは相変わらずの仏頂面で、室内を顎あごでしゃくって見せた。







「みたらし団子食うか？」

　居間ではなく、ロータの部へ屋やに通されて、俺はソワソワと落ち着きなく周囲を見回した。

　ロータの部屋に入るのは、実はとても久し振ぶりだ。

　ロータのお父さんは建設会社の重役さんで、お母さんは駅の近くで眼科医院を開業している。忙いそがしいご両親は、だからいつも留守がちで、ロータは三日に一度は俺の家で夕飯を食っていたし、そうでない時も、ほとんど毎日のように顔を見せていた。そのせいか、俺からロータの部屋を訪ねることは少なくなっていたのだ。小さいころは、姉貴と喧嘩けんかするとここに逃にげ込んでいたんだけれど──それも、最近はなくなった。やっぱり……俺よりも姉貴の方が、ロータに近い位置を手に入れてしまったからだろう。

「保。……どうした？　団子嫌きらいだったか？」

「あ──ううん。好き」

「じゃあ、食え」

　目の前にぬっと、沼ぬま色いろしたいかにも濃こそうなお茶が差し出される。

「い……ただきます」

　みたらし団子を少し齧ったところで、あまりお腹なかが空すいてないのに気づいた。あたりまえだ。夕食後なんだから。

「まずいか？　お袋ふくろが、患かん者じやさんの差し入れだっつって、さっき持って帰ってきたんだが」

「──おばさん、帰ってるの？」

　ロータは別段表情も変えずに、首を横に振る。

「ちょっと寄っただけ。来週、医師会の集まりがあるとかで、いろいろ忙しいらしくてな。毎日帰りは十時過ぎてる」

　フーンと頷きながら、俺おれは所在無くまた団子を齧る。

「……保」

　ちょっと呼ばれただけなのに、身体からだ中が緊張してビクついてしまった。

「あ、あのっ、ロータ、『ダイ・ハード』ビデオ録画したって言ってたよね？　この間、ＷＯＷＯＷでやってたヤツ。俺、見たいな。今すぐ出せない？」

　出で端ばなを挫くじかれたように、ロータは「あるよ」と答えて、積み上げられたビデオテープに手を伸のばす。

「これって、吹ふき替かえしてないんだよね？　『ダイ・ハード２』と『３』は？　全部録とった？」

「保」

　デッキにセットしかけた手を止めて、ロータは俺を見み据すえた。

　──しまった。ちょっと露骨に、はぐらかそうとしすぎたかもしれない。

　自分の感情はほとんど表に出さないくせに、他人の感情の起き伏ふくには彼はやたらと敏さといのだ。

「べつに、叱しかるつもりでお前を呼んだんじゃないぞ」

「あ──……そう。うん、そんなの……わかってる」

　どう返事をすればいいのかわからなくて、俺はちょっとオタオタしている。

「そんなにビクついてるってことは、多少は後ろめたいわけだ」

「ビクついたりなんかしてないよ！　なんで、俺がビクつくんだよ！　なんにビクついてるって言うんだよ!?　ロータに叱られることなんか、なんにも」

「……なんにも？」

　言葉尻じりを捕とらえて、ロータは聞き返した。

　──あぁ、しまった。また、喋しやべりすぎた。なんて言うか……。語るに落ちるって、このことかな？

「なんにも……してない」

　ロータはフッと息をつくと、ビデオをセットする。カシャンと音がして、画面が切り替わった。

　これ以上は余計なことは言わないようにしようと、俺は口を噤つぐんで神しん妙みようにテレビを凝み視つめた。

　ロータもなにも言わずに、ミニテーブルを避よけて、ベッドに凭もたれた俺の隣となりに移動してくる。

　テレビが見にくいからなのだろうと──俺は、単純にそう思った。が、いつのまにか背中に回された手でグッと肩かたを摑つかまれて、ドッヒャアと心臓が口から出そうになった。

「あの時は、悪かった。……越前が止めなければ、お前のこと殴なぐるところだった」

　ボソボソとロータは言った。返事のしようがなくて──だって、殴られても仕方ないって半分は思えるから──俺は黙だまって俯うつむいた。

「保──お前も、越前が好きなのか？」

　途と端たんに、頭の中は真っ白状態。十分間は見ていたはずの、映画のプロローグ部分が吹き飛んでしまった。字幕の文字は、意味をなさない文字の羅ら列れつになる。

「好き──って、好き……だよ、すごく親切にしてくれる、いい先せん輩ぱいだって」

「はぐらかすな。俺がそういう意味で聞いてるんじゃないってことは、わかってるんだろう？」

　ピシリと、ロータは言い切った。

　仕方なく、俺は頷うなずく。

「越前は、 確かに頭も切れる。 人望も厚い。 生徒会の半分は、 未いまだに奴やつの手中にあるも同然だよ」

「……ロータ」

「だが、あいつはそういうことを、鼻にかけるヤツでもない。保の言うとおり、親切でいいヤツだ」

「ロータ」

　摑まれた肩が痛い。

　心臓が爆ばく発はつしそうなくらい、全速力で駆かけ出してしまう。

「でも…っ、ロータだってすごい。ロータも頭いいし、人望だってあるよ。生徒会だって、まだ慣れてないだけだ」

「前は──そんなふうには言わなかったな」

　近づいた精せい悍かんな顔が、フッと綻ほころんだ。

「え……？」

「ロータの方がすごい。ロータは誰だれにも負けない──保のそんな言葉に、俺はいつも勇気づけられて、いつも頑がん張ばれそうな気がして」

「ロー……」

　ドキンと、また一つ心臓が跳はね上がる。

　気づかないうちに、ロータの顔がこんなに近い。顔だけじゃない。胸も肩も。力強い腕うでに引き寄せられて、俺はすっぽりと抱かかえ込まれていた。

「越前は、いつのまにか俺と肩を並べてたんだなぁ。いや──もしかして、鼻の差であいつの方が」

「違ちがうよッ。ロータの方がすごい！　ロータは誰にも負けない！　ロータの方が絶対…」

「じゃあ、俺の方が好きか？」

　瞬しゆん間かん、俺は返す言葉を失った。

「越前より、俺の方が好きか？」

　繰くり返し、ロータは言った。

「……ロータ、なに言ってんの？　そんなの、比べられるわけが…」

「保」

　頰ほおに手をかけられて、俺はビクッと身を竦すくませた。

「俺と、越前と。……どちらかを選べ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに見据えられる。

「どう──して」

「お前を、あいつのいいようには扱あつかわせたくない」

「そんな……ことっ」

　信じられない思いで、俺はかぶりを振ふった。

「──生徒会室で、あいつとなにをしていた？」

　腕を伸ばして、覆おおい被かぶさるロータの身体からだを突つき放す。

「ロータの馬ば鹿かっ」

　転びそうになりながら立ち上がり、扉とびらの前に駆け寄った。

「ロータ、いつものロータじゃない！　いつものロータなら、そんなこと言わない！」

　そう喚わめいて、俺は憮ぶ然ぜんとした表情のロータを見下ろした。

　お互たがいにものも言わずに、数秒睨にらみあって。

「帰る」

　そう言って背を向けた俺を、彼は引き止めなかった。







　階段を駆け降りて、門を飛び出して。

　どんなに速く走っても──いや、走るほどの距きよ離りはないんだけどさ──気持ちの速さに、足が追いつかない。

　口からポンと飛び出した心が、目も眩くらむスピードで走り出してしまった。




　──俺か越前か。どちらかを選べ。




　そう言ったロータの低い声は、俺の脊せき髄ずいから脳天までを突き抜ぬけた。

　どうして。

　そんな単語しか、俺の頭には浮うかばなかった。報われない想おもいだから。邪よこしまな感情だから。忘れるしかないのに。胸の奥おく、殺してしまうしかない想いなのに。

　ロータは、どうしてそれを引き摺ずり出そうとするんだろう。気づきもしないくせに、俺の想いだけを摑み出して、眼前に晒さらそうとするんだろう。

　玄げん関かんに駆け込み、俺おれはまっすぐに台所に入った。

　冷蔵庫からポカリスエットを取り出し、一息に飲み干そうとして、勢いよく噎むせた。

　──違う。気付づいているんだろうか、ロータは。

　俺の方が好きか──そう尋たずねた、ロータは。

「あら、保。帰ってたの。郎ちゃん、なんだって？」

　姉貴の声に、俺はガクガクと膝ひざが抜けるように床ゆかにへたり込んだ。

「どうしたのよ、喧嘩けんかでもしたの？」

「……してない」

　姉貴は、訝いぶかしげな表情を浮かべると、再び同じ質問を繰り返す。

「なーに？　郎ちゃん、なんの話だったの？」

「そんなの、ロータに直接聞けばいいだろ！」

　俺は姉貴の手を振り払はらって、立ち上がった。

　──ロータのあの言葉は、保護者としてのものだ。

　たとえば、父親が娘むすめを心配するみたいに。独どく占せんしていたいと思うように。

　恋れん愛あいの、それじゃない。

　ロータのそんな感情のベクトルは、俺ではなく、姉貴に向けられているのだから。

　心は、飛び出して行ったのと同じスピードで俺の体内に戻もどってきていた。そしてなに食わぬ様子で、いつもの鼓こ動どうを取り戻していた。ただ、シクシクと微かすかな痛みを伴ともなってはいたけれど。




　　　　◆◇◆




「城野くん、おはよ……う」

　校門で偶ぐう然ぜん行きあわせた越前先せん輩ぱいは、いつものにこやかな表情で挨あい拶さつしかけて──ちょっと頰を引きつらせた。

　俺は軽く会えし釈やくをしてから、こっそりとため息をついた。

「近ごろいつも一いつ緒しよなんだね。……遠山、ボディガード？」

　俺のすぐ隣となりに立つロータに、越前先輩は感情を見せない口調で問いかける。ロータは、意味ありげに口元を歪ゆがめただけだった。

『ダイ・ハード』を見そこねた翌日、 ロータはなにごともなかったかのように、 俺を迎むかえにきた。

　高校に入学して、初めてのことだ。偶然一緒になることはあっても、わざわざ誘さそいに来るなんてことは、小学校以来まるでなかった。

　そして、その日からロータは毎日俺を迎えにくるのだ。自転車を並べて、登校。昇しよう降こう口ぐちで「じゃあな」と、手を上げて別れる。

　実は、昼休みにも食堂に誘いに来たのだけれど、これはクラスの連中の目もあるので、勘かん弁べんしてもらった。

　かつてないくらいロータに構われながら、俺はその状じよう況きようを素直には喜べずにいる。

「もしかして、僕ぼくが宣戦布告したから、牽けん制せいされているのかな？」

　自転車置場まで俺たちを追ってきた越前先輩は、揶揄からかうようにそう言った。

　──お願い。挑ちよう発はつしないで。

　心の中でそう叫さけびながら、俺は俯うつむいて自転車を止める。

「そんなつもりはない」

　ボソリとロータが答えた。

「隣に住んでいて、しかも同じ学校なのに、別々に来る方が不自然だろう？」

　反対に聞き返されて、越前先輩はニッコリと笑った。

「それもそうだね」

　口を挟はさむこともできずに、バカみたいにドキドキしてる俺の肩かたを、誰だれかがポンと叩たたいた。

「うわっ!!」

「どうした、保」

「城野くん？」

　それぞれに、声が上がる。

「……びっくりした。なんだよ、揃そろって」

　俺の肩を叩いた張本人──葛木さんは、ムッとしたように唇くちびるを歪めた。

「びっくりしたのはこっちの方だよ。葛木が、城野くんを驚おどろかすから」

「べつに驚かしたりしてないだろう？」

「そ、そうです。俺、勝手に驚いただけだから」

　そう俺が言うと、葛木さんは「そうれ、みろ」と満足げに頷うなずいた。

「保、急げよ。予よ鈴れいが鳴るぞ」

　ロータに促うながされ、歩き出そうとした俺の肩を、葛木さんが再び捕とらえた。前を歩く二人には聞こえないように、彼は声のトーンを落とす。

「三角関係に発展したわけ？」

「えっ？」

　ドギマギと、俺は葛木さんを見返した。眼鏡めがねの奥の目は、相変わらず冷たい。

「……カマかけたって、ひっかかりませんよ」

「おやおや」

　この人には、選挙前にも一度ひっかかっているのだ。もう二度と踊おどらされたりするもんかと、俺は身構えた。

「ひっかけるつもりなんかないけどね」

　フン、と彼は鼻を鳴らす。

「遠山は、かなり煮に詰つまってるようじゃないか？　子供だとばかり思っていた幼おさな馴な染じみを、いきなり横合いから攫さらわれそうになって、今まで気づかなかった恋こい心ごころを自覚したってところかね？」

「な……っ」

「当たらずとも遠からず、だろう？」

　小こ馬ば鹿かにしたように、彼は言った。

「なに言ってんのか、わかりません」

「いつでも詳くわしく説明してあげるよ？　ヒマな時に、生徒会室に来ればいい。……と言っても、遠山がいちゃ俺とは話はできないだろうがね。今日は、中央委員会の方に遠山は行く予定になっている。俺は同行しない。俺の方でも、君に話したいことがある」

「今日、来いってことですか？」

「君がヒマならね」

　──ヒマなわけねーじゃねーかよっ、俺はサッカー部員なんだ。練習メニューがただでさえきついのに、生徒会室でお喋しやべりしてる時間があるかっつーの。

　そう思いつつ──俺はコクリと頷いたのだ。俺って結構、流されるタイプかも。はぁ……。







「おや、おジョウさん。いらっしゃい」

　放課後、サッカー部の先せん輩ぱいたちの目をかいくぐって生徒会室を訪れるなり、葛木さんはそう言った。

　もちろん、カッチーンとドタマにきた。

　──お嬢じようさんだぁ!?　畜ちく生しよう、馬鹿にしやがって。……という気持ちが、おそらく顔に出たのだろう。

　葛木さんはプッと噴ふき出して、それからこうつけ加えた。

「怒おこることはないだろう？　城野くんの城を取って、お城さん。可か愛わいいだろ？」

「べつに、可愛くなくていいです」

　素っ気なく答えた俺に、彼は動じることもなく椅い子すを勧すすめた。

「……さて。なにから話そうか？」

　のんびりと、彼は言う。

「貴方あなたは行かないんですか？」

　俺の問いかけに、葛木さんは首を傾かしげた。

「中央委員会」

「あぁ」

　頷きはしたものの、それ以上は何も言わない。

「副会長なのに」

　俺おれは少しイライラして言った。

「もう一人の副会長が同行しているよ。ご心配なく」

「生徒会長が越前先輩なら、行くくせに」

「……そりゃあね」

　あっさりと肯こう定ていされて、グッと言葉に詰つまる。

「君はやっぱり、越前よりも遠山が好きなわけだ」

　やけに確信に満ちた声で、葛木さんは言った。

「そんなことを言ってるんじゃ…」

「だったら、早いとこハッキリしてもらえないかな」

　なにを言われているのか、瞬しゆん間かんよくわからなかった俺の視線を、まっすぐに受け止めて葛木さんは薄うすい唇を開く。

「この前は、落ち込んでる越前があまりに情けなくて、つい手を貸してしまったが。……基本的には、君と越前のことには反対なんだ」

　そりゃあそうだろう。この人は、越前親衛隊を自じ称しようするくらいだから、俺は目障り以外のなに者でもないはずだ。いやいや、それだけじゃなく──一いつ般ぱん的に、男同士でどうこうってのはマズイよね。

　親衛隊なんかじゃなくても──そう、単なる友達でも、反対すると思う。

「ちょっと聞きたいんだけど……越前とは、もう関係を持ったのか？」

「……へ？」

　キョトンと見返した俺に、彼は神経質そうに眉まゆを顰ひそめた。

「ヤツとはもう寝ねたのかってことだよ」

「ネタ？」

　あんまりな質問に、俺はパクパクと口を動かした。

「越前は、スマートな紳しん士しぶっているが、結構手が早い」

「な……っ、なに、言ってっ。寝たなんてっ」

「この間生徒会室ここでも、してただろう？」

「違ちがいますっ、あれは……！」

　──いや、違わないかも。危うく、なだれ込みそうになったのは事実で……あわわ。

「嫌いやじゃなかったろう？」

　葛木さんは表情一つ変えずに、なおも言葉を募つのらせた。

「本当に嫌なら、君はハッキリ拒きよ絶ぜつできるはずだ。君がホイホイ足を開くようなタイプじゃないことは、見ていればわかる。あの、上級生だろうがなんだろうが、摑つかみかかっていく向こう気の強さで抵てい抗こうすれば、越前だってそうそう君を自由にはできないだろう？」

「……ちがっ」

「それとも、遠山を加えての三角関係を楽しんでいるのなら」

「──もうっ、あんたさっきからなに言ってんだよッ!!」

　思わず椅子から立ち上がり、俺は握にぎり拳こぶしを震ふるわせた。

「ロータは……ロータは、関係ないだろ！」

「関係ない？　どうして。彼の君を見る目つきは尋じん常じようじゃないよ。特に、ここ数日はね」

「馬鹿なこと言うな！　ロータは、俺の姉ちゃんとつきあってんだよっ!!」

　思わず、言ってしまった。が、葛木さんはまったく躊躇ためらいもせずに、こう言ってのけたのだ。

「それだって、大方君のお姉さんだからってことで、つきあってるだけじゃないのか？」

「……え？」

　彼は、ニヤリと酷こく薄はくな笑みを浮うかべる。

「遠山は、世間体とかモラルを気にする性た質ちのようだからね。性別を気にせず、素直に自分の感情に向きあったりはできないってことだ。君とお姉さんはあまり似てないらしいが、それでも姉きよう弟だいだ。カモフラージュには、ちょうどい…」

「ロータを侮ぶ辱じよくすんなっ!!」

　テーブルを乗り越こえて、俺は葛木さんの胸倉を摑み上げていた。

「……乱暴だな」

　襟えり元もとを締しめ上げる俺の手に、彼はやんわりと自分の手を重ねた。

「なるほど。アップにも堪たえうる美び貌ぼうだな」

　ギョッとして手を引いた俺を、葛木さんは目を細めて凝ぎよう視しする。

「俺の言うことを噓うそだと思うんなら、その綺き麗れいな顔で言い寄ってみてごらん。遠山は間ま違ちがいなく、お姉さんよりも君を選ぶから」

「そんなこと、あるもんかッ」

「君と遠山がまとまってしまえば、越前だって踏ふん切りがつくだろうさ。落ち込んだ越前を、また見なきゃならないのは多少辛つらいが、最終的にはその方が彼のためになる」

　呆あきれてモノが言えないとは、こういうことかもしれない。呆あつ気けにとられて、返事する気もなくした俺に、彼はこうつけ加える。

「今さら言っても仕方のないことだが、君が遠山に入れた一票を、もしも越前に入れてくれていたらと思うよ。そうすれば、今回の問題ももっとスムーズにいくんだろうに。君も知っているだろうが、制服改正を始めとして各クラブの統一、予算問題、片づけなきゃならないことは山ほどある」

　どうやら彼は、再選挙のことを言っているらしかった。

　つまり生徒会長は、ロータでは駄だ目めだと。越前先せん輩ぱいなら、この制服改正やそのほかの厄やつ介かいごともスムーズに運ぶって？──まさか。こんなこと、誰だれが生徒会長だって、簡単に決着がつくなんて思えない。最後の采さい配はいは、学園側が下すのだ。

「ロータのこと、リコールする気なのか？」

　思わずそう口にした俺に、葛木さんは大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて見せた。

「よほどの失態がない限り、リコール運動なんて簡単に起こせないよ」

「じゃあ、あんたはロータに、そのよほどの失態を起こさせるように仕向けてるってことかよ」

「これは──心外だな」

「だったら、もっと協力しろよ！」

　俺は喚わめいた。

「ロータにもっと、協力してよ！　越前先輩にする半分でもいいから、ロータに──あんただって、副会長だろう!?　それに俺は、あんたが言うみたいに」

「なんだ。誰が騒さわいでいるのかと思えば……。保、どうしたんだ？」

　扉とびらが開くのと同時にロータの声がして、俺はギョッとして掌てのひらで口を覆おおった。

「な……んでも、ない」

　ロータはチラリと葛木さんを見てから、もう一度俺に視線を戻もどした。

　葛木さんはというと、俺たちなんかまるで眼中にないみたいに涼すずしい顔をして、もう一人の副会長らしき女生徒と話をし始めた。

「なんでもないよ。……どうも、おじゃましました！」

　葛木さんの背中にぶつけるように声をかけて、俺おれはロータの制止を振ふり切って生徒会室をあとにした。

　──なんだか。……いろいろ、言われてしまった。誤解もある。あるけど……。

「あぁぁッ、畜ちく生しようっ」

　そばにあった壁かべに、ドゲンッと体当たりする。

「……ってェー」

　あたりまえだが、ぶつかった肩に痛みが走って、俺はその場にしゃがみ込んだ。

　制服なんか、どうでもいい。

　解決したいのは──俺のこの気持ち。それから、このどっちつかずの状態。

　葛木さんに言われるまでもなく、どうにかしたいって。俺だって、ちゃんとそう思っているのだ。




　　　　◆◇◆




「あれ、ロータ今日うちで晩飯食べるって言ってなかったっけ？」

　夕食だと呼ばれて階下に降りた俺は、そこにいるはずの人物が欠けているのに気づく。

「そうなの。遅おそいわね、郎ちゃん」

　姉貴は、キュッと唇くちびるを尖とがらせた。

「俺、呼んで来ようか？」

　言うが早いか玄げん関かんに向かった俺を、姉貴が追いかけてくる。

「保」

　うん？　と俺はサンダルをつっかけながら、顔をちょっと傾かたむけて姉貴を見た。

「私が行く」

　そう言って、俺を押おし退のけるように、姉貴は外に出ようとした。

「……私、郎ちゃんとつきあってるの」

　母には聞かれたくないのか、姉貴は声を潜ひそめて、けれどキッパリとそう言った。

「フー……ン」

「知ってた？」

「なんとなく、ね」

　俯うつむき加減に唇を嚙かんで、それから姉貴はキッと顔を上げる。

「じゃあ、邪じや魔ましないで」

　──邪魔って？　俺が邪魔？　姉貴とロータの邪魔？

　面食らって言い返せない俺にはお構いなしに、姉貴は言葉を継ついだ。

「あんたが郎ちゃんに懐なついてんのはわかってる。でも──もう、郎ちゃんのこと、解放して。郎ちゃん、私にちょうだい」

　俺は黙だまって、姉貴を見返した。

　おそらく、ここ数日のロータの態度を見ていた姉貴が、俺に嫉しつ妬としているのは明らかだった。だけど──ちょっと違ちがう。

　かまってくるのは、ロータの方だ。俺は姉貴とロータのことに気づいてから、わざわざ気がつかないふりをして、気を遣つかってた。ロータをすごくすごく好きだったけど──姉貴には敵かなわないってわかってたから、いつもちょっぴり後ろに下がってたつもりだ。それなのに。

「……そんなの、ロータに言えば？」

　言いながら、完かん璧ぺきに負けてんなーと思った。だって、俺には言えなかった。

　──ロータを俺にちょうだい、なんて。

　いや、立場が違うからってこともあるけど。これからだって、きっと言えない。

　姉貴は、小さいころ喧嘩けんかして負けた時に見せたような、ちょっと悔くやしそうな顔をして、さっさと玄関を出て行った。

　仕方なく俺は、サンダルを脱ぬいで台所に戻る。

「あら、太郎太くんは？」

　母が、吞のん気きな声を上げた。

「姉ちゃんが迎むかえに行った」

「有麻が？……まぁまぁ、あの子はまったく、年ごろだって自覚がないんだから」

　食しよく卓たくの席について、俺は「なに、それ」と顔を上げる。

「いくら幼おさな馴な染じみだって、そろそろ意識する年ごろなんじゃないのかしらねってことよ。保は男の子だから、わからないかもしれないけど」

　フーンと、俺はあえて気のなさそうな返事をした。

　親っていうのは──吞気なんだか鋭するどいんだか、わけがわからない。

　と、突とつ然ぜん、バターン！　というドアを叩たたきつけるような激しい音が聞こえ、続けて、ドカドカと足を踏み鳴らしながら姉貴が姿を見せる。

「あら、有麻。太郎太くんは？」

「知らないわよっ」

　鼻息も荒あらく、姉貴は答えた。

「保ッ」

　今にも摑つかみかかりそうな勢いで、姉貴は俺を振り向いた。

「あんた、学校でなにがあったのよっ!?」

「……なにがって、なに？」

「それをあんたに聞いてんでしょう!?」

「有麻、落ち着きなさい。太郎太くん、どうしたの？」

　母が仲ちゆう介かいに入って、俺はホッと息をついた。

「……出て来ない」

「ロータが？」

　こくりと、姉貴は頷うなずいた。

「晩飯、いらないって？」

　もう一度、姉貴は頷く。

「──今は……一人でちょっと考え事したいから、ゴメンって」

「あらあら、まあ」

　母は相変わらずのんびりと、食事の準備をし始めた。

「お腹なか空すかないのかしらねぇ、太郎太くん。……育ち盛りなのにねぇ。──保、あとでおにぎりでも作るから、持って行ってあげなさい」

「あ……うん。でも……姉ちゃんの方が…」

「私は、行かないわよ！」

　──あぁぁ。完全に、ヘソを曲げたらしい。

「放っとけばいいのよ！　どうせ、おばさんだって、もうすぐ帰ってくるんでしょ!!」

　そう言い捨てて、姉貴は箸はしを摑むと、猛もう烈れつな勢いで御ご飯はんを食べ始めた。

「あら……でも、今け朝さから研修旅行なのよ。だから…」

　俺は、シッと人差し指を唇の前に立てた。

　姉貴はどうもおヒスの気があるらしくって、腹が立ったら、前後の見境がなくなっちゃうらしい。この分だと、どうして今晩ロータがうちで夕飯食べることになったのかも、忘れちゃってるに違ちがいない。

　──仕方がない。

　母の提案どおり、あとで様子を見に行くことにしよう。

　それにしても──と、俺は首を傾かしげる。

　ロータ、落ち込んでるんだろうか。原因は、今日の中央委員会との話し合い？　それとも──あのあと、なにかあったのだろうか。

　無愛想ではあるけれど、ロータがこんなふうに、周囲に気き遣づかわせるほど落ち込んだことなんかあっただろうか？

　葛木さんの見立ても、当たらずとも遠からずといったところで、確かにロータは、世間体やらモラルやらを気にしなくもないのだ。それは、べつにええかっこしいというのではなくて、ただ単に、親や周囲の人間に余計な心配をかけまいとする彼流の思いやりなのだと、俺は思う。







　ガサガサと食事を終えて、姉貴はさっさと部へ屋やに引き籠こもった。

　俺おれは母を急せかして、でっかいおにぎりを作ってもらい、姉貴に見つからないようにと、隣りん家かに足を向けた。

　チャイムを立て続けに四回鳴らす。それでも、ロータからの返答はなかった。

「……どっか、出かけちゃったのかな」

　お腹が空いて、でも、まさか今さらウチには顔を出せなくて、コンビニにでも食料を仕入れに行ったのかもしれない。

　しょうがないなぁ、と思いつつも、俺は未練がましくその場に座り込んだ。

「だっ!!」

　背中に衝しよう撃げきを感じて、俺は顔を上げた。

　突然開かれたドアが、前に蹲うずくまっていた俺の背中にぶつかったのだ。

「保だったのか。……有ちゃんかと思った」

　──ユウチャン、ね。二人の時は、そう呼んでいらっしゃるんデスカ。

　俺はギロリと、ロータを見上げた。

「なんだよ、ロータ！　いるんだったら、もっと早く出て来いよなッ!!」

　ムッツリ黙ったままのロータの鼻先に、俺はおにぎりとおかずの載のったお盆ぼんを、ヌッと突つき出した。

「差し入れ。お腹空いてるだろ？　母さんが持ってけって」

「あ──悪い」

　ちょっと申しわけなさそうな表情をして、ロータはそれを受け取った。

「じゃあね。徹てつ夜やで考えごとなんかしちゃ、駄だ目めだよ」

「保！」

　くるりと身を翻ひるがえした俺を、ロータは呼び止めた。

「なに？」

「……ちょっと、上がってかないか？」

　珍めずらしく、おずおずとロータは言った。

　全然平気な顔をしていたわりには、この間のことが多少は引っかかっているのかもしれない。

「いいけど」

　──もう、部屋には行かないからね。と、心の内でつけ加えつつ、俺は促うながされるままに玄げん関かんに入った。







「旨うまそうだな」

　ラップを外しながら、ロータは言った。

「まあまあだよ。煮に物ものはちょっと味が薄うすい」

「そうか？」

　ヒョイと指で摘つまんだ里さと芋いもを、彼は口に放り込む。

「……ちょうどいいと思うけど」

「ロータ、薄味好きだもんね」

　居間に向かいあって座り、ロータは胸の前で手をあわせた。

「いただきます」

　俺は出されたお茶に口をつけながら、黙もく々もくと食事を始めたロータを見ていた。

「……なんで食べに来なかったの？」

「有麻、怒おこってたか？」

　俺は神しん妙みような表情を作って頷いた。

「……そっか」

「なんかあった？　姉ちゃんに当たるなんて、珍しいじゃん」

　彼は返事をせずに、おにぎりを頰ほお張ばる。

「もしかして、中央委員会でもめた？　制服問題、難航してるの？」

「それはな……。最終的には、経営者が決めることだし」

　二個目のおにぎりを摑みながら、ロータは言った。

「けど、できる限り、生徒側の意見も取り入れて欲しいと、俺は思うんだが」

「反対されてんの？」

　思わず言葉を挟はさんだ俺に、彼は曖あい昧まいに首を竦すくめる。

「反対……っていうのとは、ちょっと違ちがうんだ。難しいよな。世の中で、正しいってされることは、結局は多数決で決められた偏かたよった意見かもしれないな」

「少数派が正しいこともあるってこと？」

　ロータは頷いた。

「でも、そうじゃないこともあるでしょ？　それに、一人一人の意見を聞いてたら、いつまでたっても埒らちが明かないかもしれないし」

「あいつも、そう言ってた」

　ボソリと呟つぶやいて、彼は唐から揚あげを口に含ふくむ。

「あいつ……って？」

　なんとなくわかってはいたが、俺はついそう聞いてしまった。

「越前先せん輩ぱい？」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で、ロータは頷うなずいた。

「……あいつの言ってることは、よく理解できる。筋も通ってる。納得もできる。だけど……素直に従えない」

「ロータが素直に従う必要なんか、ないじゃんか」

　俺は身を乗り出した。

「越前先輩がなに言ったのか知らないけど、ロータにはロータの意見があるし、やり方もあるだろう？　なんでいちいち、お伺うかがいたてなきゃいけないんだよ！」

　そう捲まくし立てた俺に、ロータは苦笑を洩もらす。

「……ロータは、どうしたいの？」

「なんとか──全校生徒の意見を聞く方法はないかな、と」

「生徒全員の……意見？」

　──それは。……難しいかも。

　俺は、キュッと唇くちびるを引き結んだ。

　なるほど。越前先輩はきっと、そんなことは無理だと言ったのだろう。そんな手間も暇ひまもかかること、誰だれだってやりたくないに決まってる。

「まぁ、そりゃいいんだ。……それは俺の仕事だし、なんとかする」

「なんとか……って、できるの？　ロータ、生徒会内に味方してくれる人いるの？　誰か、ちゃんと協力してくれてる？」

「……保」

　ロータは目を伏ふせて、お茶を一口啜すすった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　台だい布ぶ巾きんでちょっと指先を拭ぬぐってから、彼は俺を見返した。

「ホントに？……越前先輩に、もう一度話してみれば」

　──しまった。これは、禁句だったかも。

　俺は、瞬しゆん間かん息を止めた。

「保」

　そろりと、手が伸のばされる。

「──俺、帰る」

「保」

　立ち上がるのと同時に、腕うでを摑つかまれて強く引かれた。

「痛っ!!」

　テーブルにぶつかった膝ひざに気を取られた隙すきに、力強い腕に巻き込まれるように囚とらわれてしまっていた。

「ちょ…っ、ロータ！」

「保……」

　俺たちは縺もつれるように、床ゆかに倒たおれ込む。

「ロータ、やだっ」

「越前なら、いいのか？」

　ギクッと、胃の奥おくが竦んだような気がした。

「越前には、許すのか？」

　Ｔシャツの裾すそが捲めくり上げられて、ロータの掌てのひらがじかに肋ろつ骨こつのあたりに当てられた。

「そんな…っ、突とつ然ぜん、なに言ってんのか、わかんないよっ」

　ソファとテーブルに挟まれて、上からはロータに覆おおわれ、動けない。

「お前だって、俺おれよりも越前の方が」

「──ロータ!!」

　耳元に熱い息を感じ、俺は全身を強こわ張ばらせる。

「……あ…っ」

　耳みみ朶たぶに、ロータの唇が触ふれる。そのまま首筋を辿たどった唇は、一点をきつく吸った。

「痛…いッ……」

　侵しん入にゆうした掌に乱暴に胸元を弄まさぐられ、俺は自や棄けっぱちに叫さけんだ。

「……姉ちゃんとつきあってるくせに、どうして、俺にこんなことすんだよっ!?」

　ピクッと、彼の手は怯ひるんだように止まった。

「……聞いたのか？」

「聞かなくったって、そんなこと見ればわかるよ！　何年、一いつ緒しよにいるって思ってるんだよ！」

　俺は、キッとロータを睨にらみつけた。

「去年の夏休みごろだろ!?　花火大会に、二人で行ってからだったろ!?……知ってるよ、そんなこと」

　ロータは俺の上で、微かすかに項うな垂だれたように見えた。

「……退どいて」

　俺はロータを押おし退のけるように、上半身を起こそうとした。

「どういうつもりかしんないけど、越前先輩とは……なんでもないんだから。さっき、越前先輩のこと持ち出したのは、特別意味があったわけじゃなくて。あの人なら、ロータに協力してくれるんじゃないかって思っただけで。べつに変な関係があるから、越前先輩の肩かた持つなんてことも、全然ないんだからね。俺は──ロータの味方だって、言ったろ？　生徒会の人間が、誰も協力してくれなくて困ってんなら、俺ができることなんでもするから、ちゃんとそう言ってよ。……こんなふうに、押さえつけられたって、わかんないよ」

　言いながら、胸がドキドキしていた。混乱して、半分、自分が何を言っているのかわからない。

「重いよ、ロータ。……さっき膝ぶつけちゃって、痛いんだってば」

　言いかけて、言葉を吞のんだ。

　ロータを引き剝はがそうと、肩口に突つっ張っていた手を、彼がふいに摑んだのだ。




　──噓うそだと思うんなら、その綺き麗れいな顔で、迫せまってごらんよ。絶対に堕おちるから。




　頭の中で、葛木さんの声がしたようだった。

「……ロータ？」

　──怖こわい、と思った。

　見慣れているはずの、幼おさな馴な染じみの顔。それなのに、真しん剣けんな目つきがこんなに怖い。

　摑まれた手を振ふり払はらい、俺は這はいずってロータの下から逃のがれ出た。

「……わぅっ」

　とにかく居間から出ようと、立ち上がり背を向けた途と端たんに、背後から伸びたロータの両りよう腕うでが俺の腰こしに回される。

「保」

「嫌いやっ」

　引き毟むしるように、絡からみついたロータの腕を振り払い、俺は部へ屋やを走り出た。







　──混乱していた。

　どうかしてる。ロータも、俺も。

　ロータの家を飛び出した俺は、そのまま家の脇わきに立てかけてあった自転車に跨またがり、夜の道に漕こぎ出した。

　耳元で鳴る風の音よりも、心臓の音が大きく感じられる。

　逃にげ出すのは、二度目だ。

　一度目は、ロータは親のように俺を心配しているだけなのだと思った。

　事実、そうだっただろう。

　でも──きっと、今のはそうじゃなかった。だから、逃げ出してしまった。

　姉貴には申しわけないけど、べつに姉貴に遠えん慮りよしたわけじゃなくて。

　ロータの真意が、わからない。

　越前先輩への対たい抗こう意識？　それとも、ただ単に、俺にストレスをぶつけただけ？

　たとえそうでも、今までの俺なら、あのままロータを受け入れてしまったかもしれない。

　俺は──ロータが好きなんだから。

　車のライトの眩まぶしさに、俺は眉まゆを顰ひそめた。いつのまにか表通りに出ていた。朧おぼろ気げに、自分がどこへ向かうつもりなのかに気づいて、俺はまた動どう揺ようする。

　──ロータが好きだ。こんなに好きなのに。

　あのまま、抱だき竦すくめられるのが、怖かった。ロータが怖かった。好きなのに、嫌だった。

　──どうして……？







　道なりに、駅へと自転車を走らせる。ハッキリした場所を知っているわけじゃなかった。

　会って、どうなるものでもない。なにを話すつもりもない。顔を見たって──どうしようもない。

「城野くん？」

　後ろからかけられた声に、俺はガタガターンと派手な音を立てて、自転車ごとひっくり返ってしまった。

「城野くん！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　パタパタと駆かけ寄る足音がして、彼は俺のすぐそばにしゃがみ込む。

「びっくりさせた？　ごめん。まさかって思ったんだけど、後ろ姿があんまり似てたから、つい声をかけてしまって」

　コンビニの袋ふくろを下げた彼は、心配そうな表情で俺を覗のぞき込んだ。

「……会えるって、思わなかった」

　ポツンと呟つぶやいた俺に、彼は「えっ」と目を見開いた。

「僕ぼくのこと、訪ねてきてくれたの？」

　俺は唇くちびるを引き結んだまま、俯うつむいた。

「ここの隣となりだよ、家は」

　指差した先の門柱に、『越前』という表札の文字が見えた。

「怪け我がは？　してない？」

　そう聞きながら、越前先せん輩ぱいは玄げん関かんの扉とびらを開ける。促うながされ、足を踏ふみ入れかけて──俺はピタリと止まった。

「城野くん？」

「……すみません。お邪じや魔ましました」

　ペコリと頭を下げて、俺はくるりと背を向けた。

「お邪魔しましたって、君ねぇ。ちょっと、待ってよ。なにか僕に話があって来たんじゃないのか？」

　腕うでを摑つかまれて、引き止められる。下げられたコンビニの袋が、ジャワジャワとうるさかった。

「……なにが、あった？」

　ふいに、先輩は声を潜ひそめた。

「え？」

　彼の視線は、俺の顔ではなく首筋に注がれている。

　なにげなく手を当てて、俺はハッとした。ロータが、きつく吸った一点。その場所に違ちがいなかった。

「……ロータが」

　蚊かの鳴くような声で、俺おれは呟いた。

「遠山？」

　復唱されて、こくりと頷うなずく。

「ロータが……俺に」

　それ以上、言えるわけがなかった。自分でだって混乱しているのだ。他人に、うまく説明できるわけがない。

　越前先輩は、黙だまったままだった。最低三分は続いたんじゃないかと思えるほどの沈ちん黙もくのあと、先輩はため息混じりにこう言った。

「……よかったね」

　俺は弾はじかれるように、顔を上げた。先輩は苦々しい表情で、俺の視線を避さける。

「遠山と、うまくいったんだろう？　それで──わざわざ、報告に来てくれたんだ？……僕は、失しつ恋れん確定というわけだ」

「ちが…」

「そうだよね。そういう宣告は、早い方がいいものね。ちゃんと失恋した方が、先に進める」

「違うよッ!!」

　半分泣きそうになりながら、俺は喚わめいた。喚きながら、越前先輩に体当たりした。

「なんで、そんな意地悪言うんだ！　俺、そうじゃないのにっ、そんなつもりじゃないのにっ。……どうしたらいいのか、わかんないのにっ!!」

「城野くん!?」

　バタンと背後で、扉が閉まった。

「違うのかい？」

　俺は、先輩の胸に顔を押おし当てたまま頷いた。

　綿ニットのパーカーからは、いつもの爽さわやかな甘あま酸ずっぱい匂においがした。

「どう違うの？　だって……君は」

「ロータが好きです」

　俺は震ふるえる息を吐はいた。

「……そうだろう？　それで……遠山も君を」

「ずっと、好きだった。ロータのこと、ずっとずっと好きで、ロータとつきあってる姉ちゃんに嫉しつ妬としてた。それなのに、ロータ、急に俺のこと抱こうとして」

　越前先輩が息を詰つめたのが、直接頰ほおに伝わってきた。

「俺、逃げ出したんだ。逃げ出しちゃったんだ。……ロータのこと、大好きなのに。怖こわくなって……それで…」

「それはね」

　背中に回された腕に力が籠こもって、俺は越前先輩の胸から引き剝はがされる。

「夢の中で想像していた遠山と、現実の彼が違ったから、君は戸と惑まどっただけなんだよ」

　伏ふし目がちに視線を逸そらしたまま、先輩は言った。

「でも、君が恋こいをしているのは、夢の中の遠山じゃなくて、現実の遠山なんだから」

「……わからない」

「城野くん？」

「越前先輩は、怖くなんかないのに…っ」

「それは……」

　少し辛つらそうな表か情おをして、先輩は俺を見た。

「君が、僕に対して、特別な感情を持っていないからだ」

　俺は微かすかにかぶりを振ふった。

「大丈夫。ちゃんと遠山を見てごらん。うまくいくから。……君が幸せになってくれるんなら、僕はそれでいい」

　つい、と先輩が離はなれる。

　コンビニの袋を、下げ駄た箱ばこの脇わきに置こうとしている背中に向かって、俺は叫さけんだ。

「どうして……っ」

　握にぎり締しめた拳こぶしが、やり場のない思いに震える。

「どうして、そんなこと言うんだ!!」

　──俺が幸せなら、それでいいなんて。

「俺は……俺は、貴方あなたが好きなのに!!」

　びっくりしたように、越前先輩は振り返った。それ以上にびっくりしていたのは、叫んだ俺の方で。

「城野……くん？」

「ロータより、先輩のことが好きなのに。……俺に、キスしたくせに！　俺のこと、好きだって言ったくせに!!」

　驚おどろいたことに、今まで考えたこともなかった台詞せりふまでが、口から飛び出していた。

　越前先輩も面食らったように、俺を凝み視つめている。

「だって、君は……。僕からも、いつも逃にげていただろう？　それに…」

「そうだよ！」

　俺は、言いかけた先輩の言葉を遮さえぎった。

「今までロータだけ見てたのに、気がついたら越前先輩のこと考えてる。今さっきも……越前先輩じゃなかったから、逃げ出しちゃったんだ。闇やみ雲くもに自転車漕こいで、先輩の家も知らなかったのに、この辺に来たら会えるかもって。会えるわけないって、わかってるのに、先輩に会いたいって──会いたいって思って」

「城野君……わかった。もういいよ」

　近づいてきた越前先輩は、もう一度俺をその胸に抱だきしめた。

「……そういうこと言うとね、僕はつけ入るよ？」

　意味はよくわからなかったが、とりあえず俺は頷いた。

「もう、容よう赦しやしないよ？」

　やっぱりよくわからないけど、もう一度頷く。

　暖かな両りよう掌てが、俺の頰に添そえられた。形のいい唇くちびるがまっすぐに降りてきて、俺は目を瞑つぶった。

　優しい、キスだった。

　この前の掠かすめるようなキスとは違う、ちょっと丁てい寧ねいで、胸の奥おくがキュッと痛くなるような、そんなキスだった。

　──容赦しないっていうのは、こういう意味なんだろうか。

　こんなに優しい温ぬくもりなら、全然かまわないのに。

「ずいぶん熱ねつ烈れつな告白とはいえ、越前、お前えらく簡単に堕おちるんだなぁ」

　いきなりの第三者の声に、俺はビクッと身体からだを竦すくませた。

「……葛木。覗のぞき見するな」

　唇を離し、越前先輩はさして動どう揺ようした様子も見せずに、そう口にした。

　狼狽うろたえているのは、俺一人のようだ。

　──どうして、葛木さんがここにいるんだろう？

「おジョウさん。籠ろう絡らくする相手を、間ま違ちがえてやしませんかね？」

　嫌いや味みっぽく、葛木さんは言った。

「それに、越前。もしもお袋ふくろさんが見たら、卒そつ倒とうするぞ。大事な一人息むす子こが、玄げん関かん先で男とラブシーン演じてるとはな」

「うるさいよ」

　越前先せん輩ぱいは俺を胸に抱き込んだまま、そう一いつ蹴しゆうする。

「お袋がいる時は、さっさと部へ屋やに連れ込むさ。……お前が来てるのを、忘れてた」

「お言葉だなぁ。俺のために、つまみを買いに行ってくれたんじゃなかったのか」

　──なるほど。あのコンビニの袋は、それか。

　俺は、こっそり納得する。

　嫌なヤツだけど、彼がいなかったら、先輩は買い物に出なかったかもしれないし。きっと俺は、先輩の家も見つけられなかった。そうしたら、こうして会えなかったんだろうし。

「大体さ、いまさら都合いいと思わない？　遠山が理想の男と違ちがったからって、いきなり越前のよさに気づくなんて」

　ガサガサと袋の中身を取り出しながら、葛木さんはそう言った。

「……いきなり、じゃないです」

　越前先輩のパーカーの背中を、キュッと摑つかみながら俺おれは答えた。

「え？」

　これは、越前先輩の声。

　俺は一つ大きく息をついてから、言葉を継ついだ。

「俺、この間の選挙の時、越前先輩に投票しましたから！」

「城野くん!?」

「……いい加減なことを」

　ガバッと顔を挙げて、葛木さんを睨にらみつける。

「ホントです。 噓うそじゃない。……だから、 葛木さんが言うみたいに、 最後の一票は俺じゃない」

　その時の心境は、今口にできるほどハッキリしたものじゃなかったけれど。

　ただ、俺を守るために特権を手に入れたいと言った、越前先輩の想おもいに応こたえたいと──そう思ったのだ。もちろん、守られたいと思ったのではなくて。

　あれからずっと、俺はロータに対する裏切り行こう為いのような、後ろめたさを押さえきれずにいるのだけれど。

「そうかぁ。……それなら、僕ぼくの一票を自分に入れてたら、今ごろ苦労してるのは遠山じゃなくて、僕だったんだね」

「……今、なんて言った、越前」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、葛木さんが聞き咎とがめる。俺も、間近で先輩の顔をマジマジと眺ながめた。

「まぁ、結果としてはよかったかもね。遠山みたいに忙いそがしくなったら、ゆっくり城野くんとデートもできないだろうし」

「そういうことを、言ってるんじゃない！　お前、遠山に投票したって言うのか!?」

　いきり立つ葛木さんに、先輩はフフンと意味深な笑みを浮うかべただけだった。

「……そっか。僕に入れてくれてたんだ。嬉うれしいな」

　俺を見下ろして、越前先輩は今度は嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんで見せる。

「さっきこれを見た時は、完かん璧ぺきに失しつ恋れんかと思ったけど」

　言いながら、俺の首筋に指で触ふれる。あっと思う間もなく、今度は唇が触れた。

「……た…っ」

　強く吸われて、さっきと同じようにジンと痛みが走った。

「これは、僕がつけたんだよ？」

　そう言って、先輩はもう一度微わ笑らった。

「誰だれかに聞かれたら、そう答えてくれていい。間違っても、遠山につけられたとは言わないように。君にも、そう思って欲しい」

　カァッと、頰ほおが火照った。

　この人は──どうして、こういう台詞せりふをサラリと言ってのけられるのだろう。

「つまり、間接キスだな、遠山と」

　葛木さんが、ほとんど自や棄けクソのような声を上げた。

「まだ、見てるのか」

　呆あきれたように先輩が言うのと同時に、奥の方で電話のベルの音がした。

「電話だぞ」

「聞こえてるよ。──城野くん、ちょっと待ってて。送っていくから」

　──と、言われても。この場で、葛木さんなんかと二人きりにされたのでは、おとなしく待っていられるはずなんかなくて。

　越前先輩の後ろ姿が廊ろう下かの奥に見えなくなって、玄げん関かんに腰こしを下ろした葛木さんと目があうなり、俺はくるりと回れ右をした。

「……おい」

　呼び止められても、無視シカトする。

　重々しい扉とびらを開いて、俺は逃にげるように外へとまろび出た。




　──言ってしまった。

　とうとう、言ってしまった！

　いったん気づいてしまった想いは、どうしてこう歯止めなく溢あふれてしまうのだろう。

　──好きです、越前先輩が好きです、大好きです。

　勢いよく自転車を漕こぎながら、俺は胸の内で何度も何度もその言葉を繰くり返した。

　家に着くころには、俺は汗あせびっしょりになっていた。インターバルも取らずに、駅前からブッ飛ばしたのだ。さすがに、ちょっと息が切れた。

　家に入ろうとして、ふと見上げたロータの部屋には、電気がついている。

　──ごめん、ロータ。

　キュッと唇を嚙かみしめて、俺は振ふり切るように、視線を外した。







「あ、やっと帰ってきました。ちょっとお待ち下さい」

　玄関に入るなり、電話の受話器を持ったまま顔を覗のぞかせた姉貴が、俺を睨みつける。

「どこ行ってたのよ？　さっきから三度目よ、電話」

「……誰？」

「南町奉ぶ行ぎよう大おお岡おか越えち前ぜんの守かみよ」

　怒おこったように言う姉貴に、俺はちょっと肩かたを竦すくめてから、受話器を受け取った。

「……もしもし？」

「皆みなの者、面を上げい」

　妙みような声音を作った越前先せん輩ぱいに、俺はプッと噴ふき出して、それから青くなった。

「す、すみませんッ」

　──姉貴め、保留にしてなかったのか！

　電話の向こう、先輩はクスクスと笑っている。

「いいよ。愉ゆ快かいなお姉さんだね」

　俺はオロオロと狼狽うろたえて、すみませんを繰り返した。

「……そのスミマセンは、さっさと帰っちゃったことに対するスミマセンかな？」

「あ──……それも、スミマセン」

　俺はひたすら恐きよう縮しゆくする。

「あの……っ」

「葛木、またなにか意地悪なこと言った？」

「いえ」

　即そく座ざに否定して、俺はゴニョゴニョとつけ加えた。

「言われる前に、帰っちゃおうと思って」

　聞くなり、越前先輩は今度は豪ごう快かいな笑い声を上げた。

「そっか、なるほどね。──城野くん」

「はい？」

　改めて呼びかけられ、俺おれは首を傾かしげた。

「さっきの電話ね、遠山からだったよ」

「え!?」

「……君が来てたってことは、言わなかった」

「あ──……はい」

　──ということは、べつにロータは飛び出してった俺を捜さがして、越前先輩に電話をしたんじゃないということで。

「ロータ、なんて…」

「生徒会の件」

　あ、そうですか、と俺は相あい槌づちを打った。

「心配しなくても、及およばずながら僕ぼくも力を貸すよ」

「……越前先輩」

「大だい丈じよう夫ぶ。君の悪いようにはしない。──じゃあね。もうウチを覚えたよね？　また、遊びにおいで」

　あっさりと、電話は切れた。

　ちょっと名な残ごり惜おしくて、握にぎり締めた受話器を凝み視つめてから、俺はゆっくりと回線を切った。

「郎ちゃんも、さっき来たわよ」

　まるで監かん視しでもしてたみたいに、即座に姉貴の声がした。

「え？」

「郎ちゃんとこに行ってるものだとばっかり思ってたら、あんた、いったいどこ行ってたのよ？」

　俺は返事をせずに、階段を昇のぼり始めた。

「保！」

　答えたくない時には、黙もく秘ひ権けん。姉貴の焦じれたような声を聞きながら、俺は自室へと引き籠こもった。




　　　　◆◇◆




　翌朝は、シトシトと霧きりのような雨が降っていた。

　いつもならカッパを着て自転車を飛ばすのだが、今日はバスにしようと、俺はちょっと早めに家を出た。

「……ロータ」

　塀へいの向こうにロータが立っているのに気づき、足を止める。

　いつもより、ずいぶん早い時間だ。迎むかえに来てくれたここ数日も、あと十五分は遅おそい時間だったのに。

　昨日の件で、俺がすっぽかすとでも思ったんだろうか。──そう考えて、俺はまた後ろめたさに胸が痛む。

　そんなつもりはなかったけれど、この時間に家を出れば、結果としてすっぽかすことになってしまう。言いわけのしようもない。

「保」

　傘かさのおかげで、少し離はなれて歩きながら、ロータは低い声で俺を呼んだ。

　いつものポーカーフェイスが、より苦々しく感じられるのは気のせい？

「……昨夜ゆうべは、悪かった」

　うん、と俺は頷うなずいた。

「有麻とのことは──いずれ折を見て、話すつもりだった」

　──あ、そのことね。

　俺は、知らずに詰つめていた息を、フーッと吐はき出した。

「……もう、その必要もなくなっちまったけどな」

　つけ加えられた言葉に、俺は頷きかけて、ちょっと躊躇ためらった。

　深く考える必要はないのかな？　もう俺にはバレてしまったから、折を見る必要なんかなくなったってこと──だよね？

「保、俺は…」

　言いかけた言葉を、聞いちゃいけないような気がして、俺は口を挟はさむ。

「ロータ、あのね」

　鼻白んだ顔をして、ロータは口を噤つぐんだ。

「俺、昨夜噓うそついた」

「……噓？」

　聞き返したロータに、俺は頷く。

「越前先輩となんでもないって」

　まっすぐに見返したロータの顔に、改めてやっぱり好きだなぁと思う。

　けれど──それはもう、越前先輩の次に、という意味で。『好き』なのに、『それ以上に好き』が、俺の中で生まれてしまった。

　覆くつがえしようのない、真実だった。

「なんでも……なくなっちゃった」

　ロータの瞳ひとみに、動どう揺ようの色が走る。

「保、それは──」

「軽けい蔑べつする？　男子校の悪習に染まったって」

　いや、とロータは軽く頭を振ふった。

　それからバス停までの道を、俺たちはものも言わずに歩いた。

　なんだか、不思議だ。

　ロータに軽蔑されることが、あんなにも怖こわかったのに。だから、伝えることができなかったのに。俺がもう少し早く、こんなふうに開き直っていられたなら、結果は違ちがったものになったのだろうか。

　纏まつわりつくような雨は、俺と彼の間をひどく遠いもののように感じさせていた。







　すぐにやって来たバスは、予想どおりのスシ詰めで、乗ったはいいが身動きできない状態だった。傘から昇る湿しつ気けと、人の熱気でバス内はムンムンとしている。

「保、こっち来い」

　グイと手を引かれ、ロータに庇かばわれるように、後うしろ扉とびら近くの手て摺すりの前に立つ。ここなら、多少揺ゆれても、あまり人には押おされない。

「今は……しょうがないな」

　ポツンとロータが呟つぶやいた。

「なに？」

「今は、越前に完かん璧ぺきに負けてるから、しょうがないって言ったんだ」

　バスの振しん動どうで聞き取りにくかったが、ロータはそんなふうに言ったようだった。

「見ててくれ」

　俺はキョトンと、彼を見上げる。

「今に、あいつに追いついてみせるから」

「……ロータ？」

　ガクンと急ブレーキがかかって、車内が揺れる。後方で女の子の悲鳴が聞こえ、そのあとに続いたロータの言葉は、本当に微かすかな響ひびきで。

「追いつけたら、その時はお前を取り戻もどす」

　どんな顔をすればいいのかすらわからなくて、俺は咄とつ嗟さに聞こえないフリをしてしまった。

　そういう態度が、ロータを傷つけると知っていながら。

「越前のことを、変態だなんて言えなくなった」

　そう言葉を継ついだロータは、口元を僅わずかに歪ゆがめた。







『各クラスの委員長は、至急生徒会室に集まって下さい』

　昼休み半ばに流れた放送は、確かにロータの声だった。

「なんだろう」とぼやきながら、ウチのクラスの委員長も腰こしを上げる。

　俺おれはふと、昨夜の越前先せん輩ぱいからの電話を思い出していた。

　ロータに聞くのを忘れてしまっていたけれど、越前先輩に「生徒会の件」で電話をしたと言っていたっけ。そして越前先輩は、「協力するから、心配するな」と。

　俺は食べ終わった弁当箱の蓋ふたを閉じて、ぼんやりと頰ほお杖づえをついた。

　ロータは、「見ててくれ」と言った。

　いったい、なにをする気？　俺は、見ているだけでいいんだろうか？　なにもできないんだろうか……。

　ぼうっと考えている内に、委員長の渡わた辺なべは、腕うでにプリントの束を抱かかえて戻ってきた。そろそろ五時間目の予よ鈴れいが鳴る頃ころだ。

「呼び出し、なんだったんだ？」

　戸口近くの男子が、そう声をかける。

「悪ィ、これからちょっと説明するから、みんな座ってくれないかな」

　ずり落ちかけた眼鏡めがねを手で押さえて、渡辺は大きな声を上げた。

　ザワザワと席に着き始めるのを確認してから、彼は手にしていたプリントを配り始める。

「アンケートみたいだぞ」

　呟きながら回されたそれに、俺は目を止めた。

『制服についてのアンケート』と記されたその紙は、まだ仄ほのかに暖かい──ということは、コピーしたて？

「みんな、行き渡わたった？」

　渡辺はチラチラと時計を気にしながら、説明を始めた。

「見ればわかると思うけど、生徒会の方で今度の制服改正についてのアンケートを取ることになったんだ。全校生徒の意見をまとめて、なるべくその意見を取り入れて、学校側とかけあいたいらしい」

　室内が、微かにザワめいた。

「そんなこと言ったって、結局は学校側が決めちまうんじゃねぇの？」

「こんなもん、無む駄だじゃないのか？」

「そうだよなぁ、集計だけだって気が遠くなりそうじゃん」

「本当に集計すんのかぁ？」

　一いつ斉せいのブーイングの中、渡辺は困ったように声を張り上げた。

「無駄だって思う人は、棄き権けんしてくれて構わないそうだ。アンケート回収率が過半数に満たない場合は、黙だまって学校側の決定に従う。それを多少でも不満に思うんなら、自分の意見を書いてほしいって、生徒会長は言ってた」

　俺は手元の紙に、視線を落とした。

　──ロータ、頑がん張ばってるんだよね。

　呟いて、即そく座ざにシャーペンを取った。

「いかにも、北高のヤツの考えそうなこったぜ」

　舌打ちしながらのあからさまな嫌いやみに、一人の女子が楽しそうに口を開いた。

「でもさ、もしもこのアンケート書くことで、学校側の決定が変わったらおもしろいよね」

「無駄だよ、無駄、無駄」

　あっさりと否定されて、彼女はムッと唇くちびるを尖とがらす。

「どうせ、ＰＴＡの言いなりだろう？」

「言いなりって？」

「現状のままってヤツ。来年度の新入生から制服を統一すればいいって。北と南とどっちに合わせんのかは知らないけどさ」

「俺、学生服ガクランなんか脱ぬぎてぇなぁ。ダセェもん」

「いっそ新しいデザイン導入すりゃあいいのによぉ」

「今言ってるようなことを、書けばいいんだってば！」

　渡辺がそう喚わめくのと同時に、本ほん鈴れいが鳴った。

「じゃあ、明日の朝集めるからな！」

　扉がガラリと開いて教師が顔を覗のぞかせ、彼はアタフタと席に戻る。

「起立」

　ガタガタと皆みなが立ち上がる。

　五時間目の、眠ねむい眠い古典の授業。ほとんど全員が、内職宜よろしくアンケートに勤いそしんだのは、言うまでもなかった。




　　　　◆◇◆




　その翌日から、俺は一人で登校することになった。ロータが、早朝登校してしまったからだ。

　全校生徒数千四百二十五名。それだけのアンケート結果を集計するのだ。単純作業とはいえ、最終的に必要なのは時間だろう。

　授業にも勉強にも支障のないようにしながら、生徒会の仕事もこなさなきゃいけないなんて、やっぱり大変だろうなぁと思う。

　いくら特権があるにしたって──今のところ、ロータに特権があるようにはとても思えないけれど──俺なら、ちょっと御ご免めん被こうむりたい。

　先生たちは、生徒会のそういった活動を快く思っていないらしくて、特に反対はしなかったけれど、なんの関心も示そうとはしなかった。無視、というヤツだ。

　一体、結果はどうなったのかも聞けないままに、四日が過ぎようとしていた。




「Ｌ・Ｈ・Ｒロングホームルームの時間、緊きん急きゆう生徒総会だってさ!!」

　戸口で喚く声に、室内がザワついた。

「いよいよかな」

「アンケート集計結果が出たってこと？」

「そんなの、とっくに出てんだろ？　理事長にでもかけあったのかな」

　皆が口々に言い始める。

「制服、どうなんのかな」

「新しくなるといいのにィ」

　それぞれの言い分に収集がつかなくなったころ、渡辺が姿を現した。

「ナベェ、生徒総会やるって？」

　彼はその問いかけに頷うなずく。

「早耳じゃん。そう。六時間目、体育館集合だってさ」

「どうなったんだ、いったい」

　興味津しん々しんの質問に、彼は小首を傾かしげて見せた。

「詳くわしいことはわかんないんだけどさ。……とにかく、決定したらしいよ。それの報告だって」

　室内は一層、騒さわがしくなった。







　壇だん上じようには、ロータを始めとする生徒会役員の面々。中央委員会の顔ぶれも並ぶ。

　ここしばらくは、ロータにも越前先輩にも会えなかった。

　学年ごとに校舎が違ちがうので、もともと偶ぐう然ぜんに会えることはまれだったのだけれど、いつもより出入りが激しく慌あわただしげな生徒会室に、気後れした俺は近づくこともできずにいたのだ。

　一いつ般ぱん生徒の俺に、何か手助けできることがあるとも思えなかった。

　大だい丈じよう夫ぶ。きっとロータは、生徒会を一つにまとめることができる。それに、越前先輩もロータに協力してくれているだろう。

　そう思って、ひたすら結果を待つしかなかったのだ。えーい、小市民って悲しい。

「先日は、アンケートにご協力頂き、ありがとうございました」

　マイクの前に立ったロータは、普ふ段だんよりもなぜか大きく見えた。

「全部で、千二百八名分の意見が集まりました。集計の結果を、ざっと報告します」

　そこまで言ってから、ロータは後ろに下がる。彼に代わって、二年生の女子──どうやら書記の人らしい──が立ち上がった。

　彼女は、スラスラと結果を告げ始める。

　大多数の意見は、新しい制服を作って欲しいというものだったが、現行のままでいいという声もあったらしい。あとは、北高の制服に統一すればいいというものと、反対の南高派。私服がよいというものなど、様々に分かれた。

「それでは、理事会での決定事じ項こうをお知らせします」

　再び、ロータがマイクを持った。

「女子の制服は、現行のままとなりました」

　一斉に、「えーっ」という声と「よかったぁ」という声が上がる。

　賛否両論らしいが、元北高の女子の冬の制服は、チェックのスカートと短めのボレロに大きめのリボンで、なかなか可か愛わいらしいと定評があったのだ。今さら、ごく普ふ通つうのブレザーやセーラー服になるよりは、と、現行派は結構多かったようだ。

「男子の制服は、夏服は元南高も北高も、白のワイシャツ及および開かい襟きんシャツに、グレーのズボンなので、一応現行のままです。北高側のタイの着用は自由です。それから、十月の衣ころも替がえより、冬服は新デザインを導入することになりました」

　今度は低めの声で、場内はどよめく。

「ただし、三年生に関しては、現行のままとなります」

　ロータはそこで、ちょっと息をついた。

「新デザインについては、現在考こう慮りよ中です。一、二年生は、夏休み前に業者が来て寸法を取ることになりました。日時などの詳しよう細さいは、追って連れん絡らくします。以上です。なにか質問がありましたら、手を挙げて下さい」

　場内は相変わらずざわついてはいたが、手を挙げるほどの意見を持つ者はいなかったようだった。

「では、解散して下さい。お疲つかれさまでした」

　ペコリと頭を下げたロータに、ヒューと誰かが口笛を吹ふいた。

「遠山、お疲れ！」

　どこからともなく、声がかけられる。

「これにて、一件落着！」

　ふざけたような野次に、笑い声が洩もれた。壇上では、照れたようなロータに──いや、無表情なんだけどさ、俺おれにはわかるんだ──もう一人の名奉行が楽しげに声をかけていた。

　確かに、一件落着かもしれないなと、俺は顔がニヤついてしまうのを、抑おさえきれなかった。

　人でいっぱいの出入口でもたついていた俺は、いつのまにか壇上から降りてきていた葛木さんと、バッタリ鉢はちあわせしてしまった。

　きっと、一いつ瞬しゆんイヤーな顔をしたのだろう。ヌッと突つき出された指が、俺の頰ほおを抓つねり上げた。

「いひゃっ」

「そういう、毛虫を見るような目をするものじゃないよ」

　たいして怒おこってもいなさそうな口調で、彼は言った。

「これでも、遠山にはけっこう協力したんだからね」

　感謝してほしいくらいだ、と彼はつけ加える。

　それがあんたの仕事だろうが、という言葉を喉のど元もとで飲み込んで、俺は黙だまって睨にらみ返す。

「おジョウさんに、あんな可愛い顔で『協力してよ』なーんてお願いされちゃあね」

「な…っ、だ…っ」

　俺はパクパクと口を動かした。

　葛木さんが、あっはっはと大きな声で笑ったので、周囲の連中がなにごとかと振ふり返る。

　俺は、耳まで赤くなる思いで俯うつむいた。

「こう見えても、俺だって君の顔は気に入ってる」

「……どうせ、顔だけでしょうよ」

　恨うらみがましく言い返した俺に、葛木さんはヒョイと片かた眉まゆを上げた。

「顔以外にも気に入ってたら、三角関係どころか、四角関係になってしまうよ？」

「冗じよう談だん……！」

　こいつだけはゴメンだと、俺はさっさと踵きびすを返した。







　越前先せん輩ぱいとのこれからも、ロータのあの意味深なナゾの言葉も。姉貴とロータとのことも、それからクソ憎にくたらしい葛木さんも。

　北の遠山と南の越前、二人も名奉行が揃そろっていながら、こちらの方はまだまだ一件落着にはほど遠いらしい。

　やれやれとため息をつきながら、それでも教室に向かう俺の足取りは、妙みように軽かった。
















越えち前ぜん守まもるの言い分













「──城野くんは、僕ぼくがもらう」




　面と向かって宣戦布告をやらかしたものの、実のところまったく自信はない。いや、自信がないどころか、現実は極めて僕に不利な状じよう況きようなんじゃないかと思う。

　桜ノ宮南高等学校と桜ノ宮北高等学校が合がつ併ぺいして迎むかえた新学期三日目、僕は運命的な出会いをした。

　自転車置き場から突とつ然ぜん現れた彼──城野保に、出会い頭にぶつかって一ひと目め惚ぼれなんていう、今時少女漫画まんがでもなさそうなシチュエーションで、笑っちゃうぐらい呆あつ気けなく僕は恋こいに落ちたのだ。

　あたりまえだが同性に恋心を抱いだくのは初めてで、どう対処したらいいのかわからない。女の子を好きになるのと気持ちの上で変わりはないけれど、女の子に対しても感じたことのないこの胸の高鳴りをいったいどうすればいいのだろうか。

　しかも、保は誰よりも男であることに拘こだわっていて、愛くるしい見かけに反して恐おそろしく血の気が多く、負けん気も強い。意地っ張りで頑がん固こで、とてもじゃないが一ひと筋すじ縄なわではいきそうにない。

　だけど──本当に誰よりも愛いとしいと思う。

　瞬しゆん間かん的に目を奪うばわれて見み惚とれてしまった、その整った造作の容姿も、まだまだ成長途と中ちゆう──だと本人は思いたがっている──で抱きしめるのにちょうどよさそうな背せ丈たけも、簡単に握にぎり込めてしまいそうな細い手も。短気で喧嘩けんかっ早いなんていう目につく欠点も含ふくめて、なにからなにまで好きだと思えるなんて、ある意味奇き跡せきだ。

　でも、今僕の目の前には、巨きよ大だいな恋敵ライバルが立ち塞ふさがっている。

　彼はあらゆる意味で、僕にとって最大の好敵手だ。

　そう──保の幼おさな馴な染じみで、想おもい人でもある遠山太郎太。

　不幸中の幸いは、遠山は保の姉とつきあっていて保の気持ちにはまったく気づかず、恐らく一生そのせつない恋心を理解することもできない朴ぼく念ねん仁じんだった……はずなのに。

　ここにきて、突然風向きが変わってきてしまった。

　それが、弟のような存在である保を、僕みたいな男──遠山に言わせると、男子校の悪習を実じつ践せんしている諸悪の根元？──の毒どく牙がにかけてたまるものかと庇ひ護ご本能が働いているだけなのだとしても、僕にとってはあまりありがたくない展開になりつつある。

　たとえば遠山は最近、保と一いつ緒しよに登校するようになった。

　偶ぐう然ぜんを装って校門あたりで保と顔をあわせるのを、毎朝楽しみにしているというのに、そりゃあもうあからさまに邪じや魔まをする。保に話しかけようとすれば睨みつけられるし、そばにも近づけないありさまだ。

　こんな状態が続くなんて冗談じゃないと、僕は自転車置場へと連れ立って去っていく二人を追いかけた。

「もしかして、僕が宣戦布告したから、牽けん制せいされているのかな？」

　内心ムカムカしている思いを押おし殺し、なるべく軽い調子で話しかける。保は一瞬ギョッとしたように僕を見て、懇こん願がんするような表情を浮うかべてから俯いた。

　遠山を挑ちよう発はつするなと言いたいのだろう。

「そんなつもりはない」

　憮ぶ然ぜんとした顔つきで、遠山が言う。

「隣となりに住んでいて、しかも同じ学校なのに、別々に来る方が不自然だろう」

　確かに、理り屈くつはあってる。

　でも、一緒に来るようになったのは僕が保を貰もらうと宣言してからじゃないか、と言い返したかったが黙っていた。ここでこれ以上絡からむと、ただ徒いたずらに保を困らせるだけだと思う。

　それもそうだね、と同意した途と端たん、保が叫さけび声を上げた。

　慌あわてて目をやると、彼のすぐ背後に葛木英司が立っている。

「……びっくりした。なんだよ、揃って」

　口で言うほど驚おどろいた顔もせずに、葛木は言った。

　どこから見ても完かん璧ぺきな優等生面の彼は、気き障ざなフチなし眼鏡めがねがよく似合う。実際、頭もキレるし行動力もあるし、僕が南高時代に生徒会長を難なくやってこられたのは、彼が副会長として力を貸してくれたからに他ならない。生徒会役員という役職を除いても、葛木は僕にとってかけがえのない友人だ。

　だが──当然かもしれないけれど、葛木も僕の保への想いには大反対している。

　どうしてよりにもよって男相手に一目惚れなんかしたのだと、口にして憚はばからない。その一方で、一時はもう完全に失しつ恋れんかと落ち込んでいた僕を心配して、間を取り持とうとしてくれたりもするのだ。彼もなかなか複雑だ。

「保、急げよ。予よ鈴れいが鳴るぞ」

　不ふ機き嫌げんな調子で、遠山が保を急せかす。

　今け朝さはもうこれ以上の接せつ触しよくは無理かな、と僕もあきらめて歩き始めた。いつのまに仲良くなったのか、背後では葛木と保がボソボソなにやら喋しやべりながらついてくる。

　悔くやしいのは、僕があんなふうに保とくっついていたら即そく邪魔をするくせに、葛木だとなんの反応も示さない遠山の態度だ。

　彼の目を盗ぬすんで、いったいどこまで保に近づけるだろう？　考えるまでもなく、前ぜん途と多難な道程だと思う。







　生徒会役員との打ちあわせを終えて、もう帰ろうかと窓の戸と締じまりをしていたら、ふらりと葛木が姿を現した。

「もうそっち片付いたのか？　なんで今日来なかったんだ？」

　放課後行われた、合併に付ふ随ずいする諸問題を話しあう中央委員会室での会合に、参加するとばかり思っていた葛木は顔を出さなかった。遠山に同行してきたのは、もう一人の副会長だ。

「役員が雁がん首くび揃そろえたからって、早急に結果が出せる問題でもないだろう。遠山のお手並み拝見ってことで、俺はオブザーバーに徹てつすることにした」

「オブザーバーって……お前も副会長なんだから、そんな吞のん気きなこと言ってられないだろう？　ちょっとは遠山に協力してやれよ。葛木が手を貸したら、遠山だって心強いんじゃないか？」

「……どっかの誰だれかと同じこと言うな」

　冗じよう談だんじゃない、と彼は肩かたを竦すくめる。「どこかの誰かって？」という質問は黙もく殺さつされた。

　彼が僕を生徒会長にと強く望んでいてくれたことは、痛いほどわかっている。だが、一票差とはいえ、会長は遠山に決まったのだ。決して負け惜おしみではなく、僕はそれでよかったのだと思っている。

「葛木が本気で手助けしたら、もっとスムーズに運ぶ問題もあると思う。だいたいお前には選挙で選ばれた副会長としての責任もあるんだし、とにかく今は生徒会が中心になってまとめていかないと…」

「俺のやる気が起こるかどうかは、上に立つ人間次第だな。まったく、誤算もいいところだよ。これというのもあのガキが…」

「……あのガキ…？」

　さっきもしたように、言葉尻じりを捉とらえて聞き返す。言葉の端はし々ばしに感じる嫌いや味みが、僕ぼくに向けられているのでないことは確かだが、じゃあ誰にかと言えば心当たりは──。

「葛木、今朝城野くんと内ない緒しよ話してたけど、なんの話だった？」

「うん？　なんのことかな」

　質問の矛ほこ先さきを変えてみると、葛木はわざとらしくそらとぼけた。

「ごまかすなよ。今朝、自転車置場で会った時だよ。なにかコソコソ話していただろう？　城野くんが怒おこらなかったから、珍めずらしく仲良くしてるのかと思ってたけど、なに企たくらんでるんだ？　彼が声も出せないようなひどいこと言って、イジメてたんじゃないだろうな？」

　詰つめ寄ると、彼はじいっと僕の顔を見て、あてつけがましくハァーッと大きなため息をついた。

「信用ないんだな、俺。越前とは長いつきあいなのに、俺よりもあんなガキのことばかり」

「そんなことは…」

　慌あわてて言いわけしようとしたが、彼は聞いちゃいない。

「あの崇すう高こうで輝かがやいていたお前が、あんなガキに骨ほね抜ぬきにされて恋にうつつを抜かす日が来るなんてな。……俺はショックだよ」

「おい」

　勝手に人のイメージを作っておいてショックを受けるなよ、とツッコミを入れる。葛木は眼鏡の奥おくの瞳ひとみをキラリと光らせ、口元に人の悪い笑みを浮かべた。

「まあ、まだ救いはあるよな。意外に手の早いお前が、まだおジョウさんにはなんにもしてないそうじゃないか」

「えっ」

　突とつ然ぜんなにを言い出すのかと、俺は絶句する。いや、その前に〝お嬢じようさん〟っていったい……？

「城野にピッタリのネーミングだろう？」

　フフン、と得意げに彼は笑った。

「本人に言ってないだろうね？　お嬢さんなんて呼ばれたら、きっと火がついたように怒る…」

「そういや怒ってたな」

「言ったのか!?」

　信じられない思いで、僕は声を上げる。

「……やっぱり相手が男だと、勝手が違ちがうんだろう？　この前生徒会室でイチャついている様を目の当たりにした時は、もう駄だ目めかと絶望したが、まだだったとはなぁ。……だけど、それが当然だと思う。どうせ恋れん愛あいするなら、もっと自分に相応ふさわしい相手を探せよ。お前なら、選より取り見取りだ。引く手数あま多たの身の上で、いったいなにが悲しくて男相手にのぼせあがらなきゃならないんだ！　な、早いとこ目を覚ませ。取り返しがつかなくなる前に」

　とりあえず気のすむまで喋らせようと、僕は黙だまって彼の台詞せりふを聞きながら考える。

　──それにしても、僕が保にまだなにもしていないなんて、誰が葛木に言ったんだ？　まさか、保？

　そんなはずはない。

　だって、彼とキスをしたのは最初の選挙後だ。生徒会室のソファに押し倒たおした時だって、葛木と遠山が入ってこなければ、もうちょっと先まで進んでいたと思う。

　保だって、わかっていたはずだ。僕がなにをしようとしていたのか。

　彼は拒こばまなかった。最初のキスは咄とつ嗟さに掠かすめ奪とったのと大差なかったけれど、この前は僕を受け入れようとしてくれていた。

　押し当てた頰ほおが微かすかに震ふるえていたのを覚えている。

　誘さそうように薄うすく開いていた唇くちびる──キスを待ってるみたいだった。焦じらすつもりで唇以外に口くち接づけたら、保はゆっくり目を閉じた。

　嫌いやだとは言わなかった。

　押さえつけていたつもりはない。軽く体重をかけていただけなのに、あの時の彼は珍しく逃にげようとはしなかった。柔やわらかな身体からだに誘われていると、錯さつ覚かくするほどに。

　あの時──邪じや魔まが入らなければ。

　きっと僕は、思うさま彼の身体に触ふれただろう。指先で、唇で、彼の存在を確かめた。

　自分の欲望はともかく、先に彼を気持ちよくさせてあげたかった。まだ目覚めていないかもしれない彼の感覚に火をつけて、ゆっくりと追い詰めていく。

　彼は、どんな顔をするだろう？

　極まった瞬しゆん間かん、快楽に流された恥はずかしさに顔を歪ゆがめるだろうか？　それとも素直に身も心も委ゆだねるだろうか。どちらでも、似合う気がした。きっと彼は、恐おそろしく可か愛わいい表情を浮うかべて──……。

「……聞いているのか、越前！」

　耳元で怒ど鳴なられ、ハッと我に返る。

「あ──ごめん。なんだっけ？　えーと……城野くんをあきらめろ、だったかな」

　うんうん、それで？　と先を促うながしたが、なにを言っても無む駄だだと思ったのか、葛木は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で黙り込む。

「どうせ今もあいつのことを考えていたんだろう」

「わかる？」

「わかるさ！　らしくなく、この辺がニヤついていた！」

　我が慢まんできないと言うように、彼は声を上げた。

「……どこがいいんだ、あんなガキ。そりゃあ、確かに見た目がいいのは認める。お前と並んで遜そん色しよくない人間なんて、そうはいないからな。だけど──男だぞ？　どんなに可愛かろうが、あいつは男だ！　女の子みたいにふくよかな胸もないし、同じもんブラ下げてる…」

「もともと巨きよ乳にゆうは好きじゃないんだ。それにね、城野くんとは……運命だと思ってる。まるで、彼に出会った途と端たん、色のない世界が総天然色に輝いたみたいで」

　聞くに耐たえないと、葛木が頭を抱かかえる。恥ずかしいことを言ってるのは、百も承知だ。だが、これぐらい言わないと弁の立つ葛木には敵かなわない。

「……そこまで言うならどうしようもないな」

　彼は悔くやしげに吐はき捨てた。

「お前は、障害があればあるほど燃えるほうだから、俺おれが反対すればよけいにあのガキに執しゆう着ちやくするに決まってる」

「その〝あのガキ〟っていうの、やめない？　まだおジョーさんって言われたほうがマシかも」

「今のお前になにを言っても無駄なのはよくわかった。勝手にしろ」

　僕の言葉を無視して、いきなり葛木は匙さじを投げた。

「俺がわざわざ障害の一つになってやらなくても、どうせ越前の恋愛は前ぜん途と多難だ」

　不ふ吉きつなことを予言されて、嫌だなぁと僕は苦笑する。彼に断言されると、ますます先行き不安に思えてくる。

「男同士だってことはもちろんだが、お前には強力なライバルがいるからだ」

　キッパリ言いきってから、彼は「気づいてるだろう？」と僕の顔を覗のぞき込んだ。

「……って、遠山？」

　そうだ、と葛木は頷うなずく。

「あいつの城野を見る目、最近危ない」

「それは──城野くんを心配しているからじゃないの？　僕みたいな狼おおかみ男おとこに食べられちゃったら困るから警けい戒かいして…」

「おいおい、本気で言ってるのか？」

　曖あい昧まいに肩かたを竦すくめたものの、仕方なく認める。

「……もしかしたら、とは思ってたけど。葛木もそう思う？」

「思うね。恐らく、まだ本人に自覚はないけど、あれは嫉しつ妬とに狂くるった男の目だ。ほかのヤツ……つまりお前にだけど、奪われそうにならなきゃたぶん一生考えてもみなかっただろうがな。ああいう観念的な男は、城野が男だっていうだけで恋愛対象外だと自分で決めつけている。遠山には、融ゆう通ずう性せいがない」

　辛しん辣らつな台詞せりふに、相変わらず厳しい男だなと思った。観察眼も鋭するどいし、葛木のような男を敵に回したらいろいろ大変だろう。

「だが、いったん自覚したら厄やつ介かいだぞ。ああいう人間は、開き直ったら怖こわいモンなしだ」

「そうだね」

　彼の言うことはいちいち的を射ていて、否定のしようもなく僕ぼくは素直に頷いた。

「しかも、城野は遠山に片かた想おもいしてるだろう？」

「えっ」

　そんなことまで気づいているのかと、正直ビックリした。好きな相手だからこそ気づいてしまった僕と違ちがって、葛木にまでわかってしまうとは！　葛木をさすがと褒ほめるべきなのか、保が迂う闊かつなのか？

「遠山が自覚すれば、城野は簡単になびくぞ」

　容よう赦しやなく彼は言う。

「……わかってる」

「あきらめられるのか？　城野と遠山ができあがったら」

　さあ、と僕は首を傾かしげた。

「その時になってみないと、わからない。でも、城野くんにとってはそのほうが嬉うれしくて幸せなことなんだろうと思うと、複雑だな。僕は、彼が一番いいようにしてあげたいんだ」

「健けな気げなことを」

「恋こいする男は健気なんだよ」

　葛木は両手を上げて降参し、呆あきれたように乾かわいた笑い声を立てた。

「まあ、相談ぐらいには乗ってやるよ」

　ずいぶん譲じよう歩ほした彼の申し出に、僕は目を丸くする。

「へえ、嬉しいな。突つき放はなされたとばかり思っていたのに」

「可か哀わい相そうだからな。遠山が恋心を自覚して、城野をモノにするのは時間の問題だ。今度こそ越前は完かん璧ぺきに失しつ恋れんするだろう。先のことを考えれば絶対にそのほうがいいけれど、一時的にきっと辛つらい思いをするだろうし。俺ぐらいは優しくしてやるよ」

「だから、嫌なこと予言しないでくれって」

　笑いながら僕は言い返したけれど、内心はかなり微び妙みようだった。

　確かに──そうかもしれない。

　遠山と僕とじゃ、どう考えても僕の分が悪すぎる。保と過ごした年月の長さ、彼の想い──どれ一つ取っても、僕が勝てる見込みはない。だけど──。

「好きになっちゃったんだから、しょうがないよなぁ」

　ため息混じりに呟つぶやいた。

　葛木はもうなにも言わない。

　──どうせいずれはふられてしまうのなら、今のうちにムードでごまかしてやっちゃおうかな、なんて物ぶつ騒そうなことを考えてみる。

　暴力で奪うばうのはもちろん駄だ目めだと思うけど、押おし倒たおしても抵てい抗こうしなかった保なら、なんとかなるかもしれない。甘あまい言葉を囁ささやいて、逃にげ場を塞ふさいで追い詰つめて。遠山に身も心も奪われてしまう前に、僕だって彼の中に踏ふみ込みたい。

　それにそういう既き成せい事実を作ってしまえば、心があとからついてくるって場合もある。そうなればシメたもんだけど──。

　頭の中でシミュレーションしてみる。

　腕うでの中に閉じ込めて押さえ込み、怖がらせないようにキスしながら服を脱ぬがせて。まだできあがってない細い身体からだは、じっと動かないだろうか？　それとも抵抗する？

　ひどく暴れたとしたら、無理強いはきっとできない。

　彼は泣くかもしれない。あの意地っ張りで気の強い彼も、本気で敵わないと思えば悔しさに涙なみだを流すだろう。それとも僕に裏切られたように感じて、泣くだろうか？　怖くて？　悲しくて？

　頭の中に、彼の泣き顔ばかりが思い浮かぶ。振ふり払はらおうとしても、あの大きな瞳ひとみから涙が零こぼれ落ちるさまが消えなくて、苦い思いが込み上げた。

「……できっこないか…」

　結局、そうなのだ。

　すごくすごく好きで、だから手も足も出ない。

　女の子を相手にするのと勝手が違うとか、そんなんじゃない。本気だから。

　保を泣かすような真ま似ねはできない。苦しめたり、悲しませたりしたくない。彼にはいつも楽しそうに笑っていてほしい。──偽ぎ善ぜんじゃなく、本気でそう思う。葛木に言った言葉は、まんざら格好つけた見栄というわけでもないのだ。

　葛木が嘆なげこうが非難しようが、どうしようもなく恋に溺おぼれていることを僕は自覚していた。障害が多いから意地になっているとかじゃなく、ただ保が愛いとしくてたまらない。







　へこみかけた僕を見み兼かねたのか、葛木は「話の続きは家でしよう」と帰宅を促うながした。〝家で〟というのは、僕の家で、ということだろう。父の帰りはいつも遅おそいし、今日は母が観劇で家を空けているのを、彼はちゃんと見み越こしている。

　母が用意してくれていた夕飯をちゃっかり一いつ緒しよに食べて、その間葛木が話していたことといえば、生徒会の内部的な話や現在難航している制服問題についてなどだ。僕の恋れん愛あい相談なんか、ハナっからする気はなかったらしい。

　もっとも僕だって、これ以上彼に話すこともなかった。葛木は、いつも一番悪い状じよう況きようを想定して、対応策を一応考えておく癖くせがある。まず最悪の事態のことを考えて、そこから構築していくからこそ、彼自身失敗も少ないし、たとえどんでん返しがあったとしても冷静に処理できるのだろう。そんな彼のおかげで、僕は何度も助けられてはきたけれど──今は駄目だ。

　保とのことで、最悪の状況なんか想定されたんじゃますますへこんでしまう。

　しばらく合がつ併ぺいの話なんかも持ち出して、ああだこうだと議論を戦わせていたのだが、喉のどが渇かわいてなにか軽いものをつまみたくもなってきた。

「なんか買ってくるよ」

　なにがいい？　と聞くと、葛木は最近発売されたばかりのスナック菓が子しの名前を次々と上げ始める。

「……覚えきれない」

「噓うそつけ。暗記は得意のくせに」

「お菓子にはあんまり興味ないんだ。メモしてくれる？」

　意外なことに、葛木は新製品に詳くわしい。新発売された商品はＣＭでチェックしたり、店頭で見つければできるかぎり購こう入にゆうして食べてみるのだという。

　渡わたされたメモを見ると、ご丁てい寧ねいに品名と製造社名まで書かれている。几き帳ちよう面めんというよりは、どこかマニアックだ。

「じゃあ、行ってくる」

　これだけ揃そろえるには、駅前のコンビニまで行かなきゃ駄目だよなぁと思いながら家を出た。

　もうとっくに日は暮れて、周囲は暗い。頰ほおを撫なでる風がどことなく湿しめっぽいのに、明日は雨になりそうだ、なんて思う。

　葛木所望の菓子五点の内、一つはまだ入荷されていなかった。残り四点をコンビニで仕入れ、僕は早々に家へと引き返す。

　道を歩きながら、ふとまた保のことを考えた。

　彼も、こういうスナック菓子は好きだろうか？　なにが好きで、なにが嫌きらいだろう？

　僕はまだ彼のことをあまり知らない。

　遠山の──半分も知らないに違いない。幼おさな馴な染じみとして小さいころからずっと一緒にいたのだから、きっと遠山なら保のことはなにからなにまで熟知しているだろう。なにも言わなくても、彼がなにを欲しがっているのか、なにを言おうとしているのかがわかるかもしれない。

　猛もう烈れつな焦しよう燥そう感かんが込み上げてくる。この気持ちは、少し嫉しつ妬とにも似ている。

「……駄目だ、駄目だ」

　焦あせっちゃいけない、と頭を自分で小こ突づく。遠山は一番肝かん心じんなことに気づいていないのだから、焦る必要なんかない、と自身に言い聞かせて、なにげなく前方に目をやった。

　曲がり角からフラフラと自転車が現れた。どことなく見覚えのある後ろ姿に、まさかね、と苦笑する。あまりにも保のことばかり考えていたから、目の前にある似たような後ろ姿までが彼に見えるのだ。

　保のはずはない。彼の住所ぐらい知ってる。こんな時間に、保がここにいるはずがない。でも──。

　自転車なら、そんなにかからないよなぁと思い直した。

　だって、似すぎている。あの小さな頭も、華きや奢しやな背中も、それになによりも危なっかしい自転車の漕こぎ方。

　初めて彼に会った時、僅わずかな段差にハンドルを取られてひっくり返った彼を思い出す。

　穴から出てきたプレーリードッグみたいに、キョトキョト周囲を見回してから、僕ぼくをじっと見上げた大きな瞳のなんて可か愛わいらしかったことか。

　ちょっと名前を呼んでみようかな、という気になった。

　別人ならば振り向かないだろうし、もしも本人ならなんてラッキー。

「城野くん」

　その途と端たん、信じられないことが起こった。

　目の前の自転車の少年は振り向かなかったのだが──ガタガターンッと派手な音を立ててひっくり返ってしまったのだ！

　もう顔を見て確かめるまでもない。これは間ま違ちがいなく、保だ。

「城野くん！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　慌あわてて駆かけ寄って、自転車ごと倒れている彼のそばにしゃがみ込む。

「びっくりさせた？　ごめん。まさかって思ったんだけど、後ろ姿があんまり似てたから、つい声をかけてしまって」

　保はいつかのように飛び起きて、キョトンとした顔で僕を見た。

　転んだショックで、なにがなんだかわからないといった風ふ情ぜいだ。

　大丈夫？　ともう一度問いかけると、彼は聞いているのかいないのか、ぼんやりと口を開く。

「……会えるって、思わなかった」

　一いつ瞬しゆん、その意味がわからなかった。

　会えるって思わなかった──〝誰だれに〟 ？

　それを僕に言うってことは、僕に会いに来たってことか？　それも、会えるとは思わずに？そういえば、彼は僕の家を知っていただろうか？　住所は調べようと思えば簡単にわかるだろうけれど、保がわざわざ調べるとも思えない。

　だいたいこのあたり、という程度の認識で、自転車を走らせてきた？　まさかね。

「僕のこと、訪ねてきてくれたの？」

　そんなはずはないと思いながらも、黙だまっていられなくて問いかける。

　──ヤバイ。嬉うれしくて、顔がニヤニヤしてしまう。「そうじゃない」と言われれば、またまたへこむだけなのに。僕はいったいなにを期待しているんだ？

　彼はきゅうっと唇くちびるを引き結んで俯うつむいた。頷うなずいたわけではないけれど、もしかしたらと胸が騒さわぐ。

　ウチはここの隣となりだ、と指差すと、彼はじっと門柱を凝み視つめる。

　なんだかおかしい、と思った。いつもとようすが違う。人ひと懐なつっこい笑みも浮うかべず、どこか深刻な雰ふん囲い気きだ。

　ひっくり返った時に、どこか打ったのだろうか？　怪け我がをして、痛くてたまらないとか？

「怪我はしてない？　立てる？」

　もし怪我をしているようなら手当てしなければと、慌てて玄げん関かんを開けた。保はのろのろと起き上がり、ゆっくり僕についてくる。

　一応立っているし、歩けるみたいだ。足の骨を折ったとかいうのじゃなさそうだな、とホッとする。

　だが、彼は足を踏ふみ出したものの、それ以上前に進まない。

　躊躇ためらうように、じっとその場に佇たたずんでいる。

「城野くん？」

　やっぱりどこか痛いのか？　と心配になった。歩けないのなら、抱かかえていこうかと考える。ところが。

「すみません。お邪じや魔ましました」

　まだ家に一歩も入っていないのに、彼は突とつ然ぜんそんなことを言って頭を下げた。そうしてくるりと踵きびすを返し、倒たおれた自転車を起こすとさっさと帰ろうとする。

「ちょっと、待ってよ。なにか僕に話があって来たんじゃないの？」

　慌てて腕うでを摑つかんで引き止めた。

　彼の態度から、やっぱり僕を訪ねてきたのには間違いがなさそうなのだが、なにも言わずに帰ろうとするのはなぜだろう？　顔だけ見たかった、なんて言ってもらえるほどの仲じゃないのはわかっているし、僕だってそんなに自うぬ惚ぼれ屋じゃない。

　きっと、なにかがあった。

　彼は、なにかから逃にげてきた……？

　確証はないけれど、なんだかそんな気がする。もしもそうなら──彼は僕に助けを求めているんじゃないだろうか？

　玄関フロアまで引っ張り込んで、顔を覗のぞき込む。

　外と違ちがい、明るい照明の下で少し彼が青あお褪ざめているのがハッキリわかった。そうして、腕を引っ張った拍ひよう子しにシャツの襟えりがちょっと捲まくれて、細い首筋がちらりと覗く。

　その一点に、僕の視線は釘くぎづけになった。

　そこには、見たくもない誰かの痕あ跡とがある。まだ新しい、仄ほのかに紅い口くち接づけの痕跡──。

「……なにが、あった？」

　声が震ふるえるのを抑おさえようと、低く呟つぶやく。

「え？」

　なんとなく物ぶつ騒そうな響ひびきを感じたのか、保はギョッとしたように顔を上げた。

　僕の視線を追いかけて、彼は慌てて首筋に手を当てる。だが、今さら隠かくされたって、もう鮮あざやかな痣あざの色は目の奥おくに焼きついてしまった。

「……ロータが……僕に」

　消え入りそうな声で、保が言う。

　遠山以外に、彼にこんなことをするヤツはいない──というよりも、保がそれを許すのは遠山以外に考えられない──のはわかりきっていたけれど、ハッキリと彼自身の口から聞かされるショックは想像以上に大きくて、瞬しゆん間かんハンマーで頭を殴なぐられたかと思った。

　──先を越こされた。

　うかうかと手をこまねいているうちに、悪人に大切な宝物を壊こわされてしまったような消失感が僕を襲おそう。

　いや──違う。二人は相思相愛なのだ。悪人は横から割り込んだ僕の方で、きっと保は好きな相手に愛されて嬉しくて、有頂天で……わざわざ僕に報告に来た…？

　それって、ひどくないか？

　ああ、だけど保は優しくて真ま面じ目めな子だから、きっとこれ以上なにも知らない僕が彼に心しん酔すいしていくなんて不ふ憫びんだと、とどめを刺さしにきてくれたのか？

　なにを考えているんだ、僕は。

　混乱している。もう、ぐちゃぐちゃだ。頭の中が真っ白だ。

　なにか言わなければ。保のために、なにか言ってあげなければ。でも、なんて言えばいい？

　精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って、〝おめでとう〟とでも言えばいいのか!?

　ふざけんな、と思いながらも、目の前で身体からだを縮込ませている彼を見ると、身体中から力が抜ぬけていってしまうみたいだった。

　このまま玄げん関かん先に転がって、胎たい児じのように丸まってしまいたい。

　心の中でさんざん葛かつ藤とうしているうちに、ふいにストンとなにかが抜け落ちた。

「……よかったね」

　抑よく揚ようなく僕は言った。

　もう、彼は僕のものにはなってくれない。大好きな相手のものになってしまった。僕のつけいる隙すき間まは、一ミリだって空いてないのだ。

　保が勢いよく顔を上げた。啞あ然ぜんとしたような視線をまともには受け止めきれなくて、僕はそっと顔を背ける。

　現実を直視しなければいけない、と思った。

「遠山と、うまくいったんだろう？　それで、わざわざ報告に来てくれたんだ？……僕は、失しつ恋れん確定というわけだ」

　違う、と保は言いかける。

　なにが違うというのだ。ここまできて、曖あい昧まいにごまかされるのはかえってつらい。どうせ引導を渡わたされるのなら、早いとこバッサリキッパリやってほしい。

「そういう宣告は、早いほうがいいものね。ちゃんと失恋したほうが、先に進める」

「違うよッ！」

　泣きそうな声で喚わめいて、保はいきなり僕ぼくに体当たりしてきた。

　突然の胸への衝しよう撃げきに僕は目をぱちくりさせて、とりあえず玄関の扉とびらは閉めておいたほうがいいかな、なんてピントのズレたことを考える。

　それにしても──なにが違うって…？

　遠山とうまくいったはずの保が、どうして今僕の腕の中にいるのか？

「なんで、そんな意地悪言うんだ！　俺おれ、そうじゃないのにっ、そんなつもりじゃないのにっ。……どうしたらいいのか、わかんないのにっ!!」

「城野くん？」

　胸の中で喚かれて、慌あわてて扉を閉める。保は僕のパーカーにしがみついたまま、離はなれない。これは──この状じよう況きようはもしかして……。

「違うのかい？」

　努めて落ち着いた声で、そっと問いかける。保は小さく、だがハッキリと頷いた。

「どう違うの？　だって君は…」

　遠山が好きなんだろう、と最後まで言えなかった。確認を取るほど自じ虐ぎやく的にはなれない。それなのに、保は可か愛わいい顔をしてあくまでも残ざん酷こくだった。

「ロータが好きです」

　吐と息いき混じりの告白に、胸が潰つぶれそうになるのをぐっと堪こらえる。

「……そうだろう？　それで……遠山も…」

　君を、と言いかけるのを、彼は遮さえぎった。

「ずっと、好きだった。ロータのこと、ずっとずっと好きで、ロータとつきあってる姉ちゃんに嫉しつ妬としてた」

　心の中を残らず吐と露ろしてから、保は遠山に抱だかれそうになったのを逃げ出してきたのだと僕に告げた。好きなのに、逃げてしまったのだと。

　何度も「ロータが好き」と連呼されて、平静を保っていられるはずがない。

　こんなに彼に愛されている遠山が、憎にくくなってきてしまう。自分がこんな嫌いやなドス黒い感情を持ってしまうなんて、思いもしなかった。僕を頼たよってきてくれた保も、今僕がどう思っているかなんて気づいていないのだろう。

　たとえ──遠山と彼がすでに気持ちを通じあわせてしまったのだとしても、今すぐ部へ屋やに閉じ込めてしまいたい気分だ。できることなら、ベッドに縛しばりつけて二度と帰さない。

　そんな邪よこしまな想おもいが伝わってしまいそうで、理性を総動員して彼を胸から引き剝はがす。顔を見るのがつらくて、僕は視線を顔ごと背けた。

　保が逃げてきた理由は、なんとなく察することができる。

　幼おさな馴な染じみの遠山が、突とつ然ぜん欲望の矛ほこ先さきを保に向けた。頭の中で想像ぐらいはしていたかもしれないけれど、現実とは大きな隔へだたりがあったのに違いない。だから──彼は咄とつ嗟さに逃げてしまったのだ。

　そう言うと、保は「わからない」とかぶりを振ふった。

「越前先せん輩ぱいは、怖こわくなんかないのに…っ」

　続けられた台詞せりふの理り不ふ尽じんさに、目め眩まいがする。

「それは……」

　どう言えばいいのだと、僕は言いかけた言葉を飲み込んだ。

　だって──ひどいじゃないか。

　怖がられていないっていうのは、言い換かえれば相手にされてないってことだ。最初から眼中になかった。恋れん愛あい対象でもなかった。

　そう考えてみると、彼が僕に押おし倒されても抵てい抗こうしなかった理由も見えてくる。

　通じていなかったのだ。僕が彼に告げた言葉も、僕の仕し掛かけた行こう為いも。それらが意味することを、彼は考えてもみなかったのかもしれない。

「君が僕に対して、特別な感情を持っていないからだ」

　言いながら、自ら傷口を広げているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　これでもまだ、僕は保に対して声を荒あららげる気にはなれない。「もう帰れ」とも言えない。

　失恋決定だと思い知らされて、それなのにまだ彼を好きだ。恋こい人びとになれなくても、彼の力になれればいいなんて綺き麗れいごとさえ浮うかんでしまうほどに。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと遠山を見てごらん。うまくいくから」

　君が幸せになってくれればいいだなんて、歯の浮きそうな台詞を口にしたものの、もう彼の体温を感じる場所にはいられなかった。そばにいたいのに、そばにいるのがつらい──そんな矛む盾じゆんが胸の中でせめぎあっている。

　僕は彼から離れて、コンビニの袋ふくろを下げ駄た箱ばこ脇わきに置いた。保に背を向け、黙だまって中に入ってしまうべきだろうかと考える。

「どうして…っ」

　ふいに、保は叫さけんだ。

「どうして、そんなこと言うんだ！」

　──どうして、と聞かれても困る。というよりも、僕はなにか間ま違ちがったことを言っただろうか？

　彼の幸せを願い、彼の恋の成就を祝福する。自分の心には素直じゃないけれど、精せい一いつ杯ぱい突つっ張ぱって大人おとなぶっているつもりで。

「俺は、貴方あなたが好きなのに！」

　一際高くなった声に、心臓を打ち抜かれた気がした。

　今──彼はなんて言った？

　貴方が好き、 って、貴方って誰だれ？

　ここには僕と彼しかいない。 ってことは、僕？

　いや、ちょっと待て。彼は、たった今遠山が好きだと言ったばかりなのだ。僕の目の前で。でも僕も好き？　それは、どういう意味だろう？　どちらの〝好き〟も恋愛の意味で？　だとすれば、どちらの〝好き〟がより大きい？

　その答えは、すぐに彼自身の言葉で知らされた。

　驚おどろきのあまり振り返った僕をまっすぐに見上げて、彼はぎゅっと固めた拳こぶしを震ふるわせながらこう告げたのだ。

「ロータより、先輩のことが好きなのに」

　少し恨うらみがましげな口調だった。

　彼はそうして、僕が彼にキスしたことや好きだと言ったことなんかを並べ立てる。

「だって、君は僕からもいつも逃にげていただろう？」

　どうして詰なじられなければならないのかと、僕もつい反はん撃げきしてしまった。

　そうだ──肝かん心じんなところで、彼はいつも怯おびえる小動物みたいに逃げ去ってしまっていた。邪じや魔まが入ったから、と自分にいいように考えてもみたけれど、実際にはもし邪魔が入らなかったら逃げられてしまったかもしれないのだ。

　僕自身、それでもしょうがないとあきらめている部分があった。

　保は遠山が好きなのだから、しょうがない。僕の気持ちが受け入れられないのはあたりまえなのだと。

　保もまた、そのとおりだと認める。

「今までロータだけ見てたのに、気がついたら越前先輩のこと考えてる。今さっきも……越前先輩じゃなかったから、逃げ出しちゃったんだ」

　今さっきというのは、遠山にキスマークをつけられた時のことか？　僕じゃなかったから逃げた？　じゃあ、僕だったら逃げなかった？

　甘あまいときめきに、鼓こ動どうが走り出す。

　キスマークを見つけた瞬しゆん間かんは、遠山に先を越こされてしまったのだと世界を呪のろいたくなったのに、今は世界中に感謝したい気分だ。……ちょっとゲンキンすぎるかな？

　だって、保が僕を好きだと言った。

　僕のことを考えていると。

　保の告白はまだ続いていた。顔を真まっ赤かにして、泣きそうな表情で震える声で。

「会えるわけないってわかってるのに、先輩に会いたいって。……会いたいって思って」

「城野くん、わかった。もういいよ」

　ずっと聞いていたい気もしたけれど、なぜかものすごく悪いことをしているような気にもなって、僕ぼくは彼の言葉を止やめさせた。もう一度、彼を腕うでの中に閉じ込めて。

　どうしよう、どうしよう。

　走っている鼓動が、僕のものなのか彼のものなのかもわからなくなる。嬉うれしくて、飛び上がってしまいそうだ。

　でも、本当なのか？　信じてもいいんだろうか？

「そういうこと言うとね、僕はつけいるよ？　もう、容よう赦しやしないよ？」

　絶対に逃がさないという思いを込めて、問いかけた。

　保はこくこくと小さく頷うなずいた。

　もう躊躇ためらう理由はどこにもなかった。僕は彼の頰ほおを両手でそっと包み、ゆっくりと口くち接づけた。保の唇くちびるから緊きん張ちようが伝わってくる。

　それを解したくて、丁てい寧ねいにそっとそっとキスを深めていく。

　保の唇は柔やわらかくて、仄ほのかに甘い。いつだったか掠かすめ奪とった時とは違ちがう、想おもいごと交わせるキスだ。と、その時──。

「ずいぶん熱ねつ烈れつな告白とはいえ、越前、お前えらく簡単に堕おちるんだなぁ」

　あからさまな嫌いや味みが背中にぶつけられた。

　──シマッタ。葛木の存在を、途と中ちゆうから完かん璧ぺきに忘れていた。もしかして、全部聞かれてしまっただろうか？

　今さら慌あわててもどうしようもないので、僕は開き直って「覗のぞき見するな」と文句を言った。まさか葛木が来ていたなんて思いもしなかったのだろう。可か哀わい相そうな保は、目に見えてオタオタと狼狽うろたえ出す。

　葛木はいつもに増して辛しん辣らつで、容赦なく僕らを糾きゆう弾だんする。その矛先はまず「玄げん関かん先でラブシーンなどと」と僕に向けられ、それから保へと方向を変えた。

「今さら都合いいと思わない？　遠山が理想の男と違ったからって、いきなり越前のよさに気づくなんて」

　そういうことを言わないでほしいと思った。

　せっかくうまくいきそうなのに、どうして水を差すんだ？　焦あせって彼を奥おくへ追い払はらおうとしたが、思いがけず保が反論した。

「いきなりじゃないです。俺おれ、この前の選挙の時、越前先輩に投票しましたから！」

　これは寝ね耳みみに水だった。

　最初の選挙では白票だと言っていたから、再選挙──遠山との差しでの勝負のことだろう。

　いい加減なことを言うな、と葛木が一いつ蹴しゆうしたが、保は怯ひるまずに彼を睨にらみつけた。

「ホントです。噓うそじゃない。…だから、葛木さんが言うみたいに、最後の一票は俺じゃない」

　なんとなく──バラバラだった点が、次第に線になっていくのを感じる。

　葛木は、保のせいで僕が遠山に負けたようなことを恨みがましく口にしていた。おそらく僕に対してだけでなく、保自身にも面と向かって言っていたのかもしれない。一票差で負けた僕のことを、「お前が遠山に入れた一票を、越前に入れておけば…」とかなんとか。

　だけど、もしそうなら可哀相なことをしてしまった。ただでさえ保は、僕と遠山の間に挟はさまれて辛つらい思いをしていたのに違いない。初はつ恋こいの幼おさな馴な染じみを裏切って、僕の名前を書いた時の彼の気持ちを思うといたたまれなくなってくる。なぜなら──。

「それなら、僕の一票を自分に入れてたら、今ごろ苦労しているのは遠山じゃなくて、僕だったんだね」

　後ろめたいような申しわけなさを感じつつ、わざと茶化して明るい声を出す。

　二人は揃そろって啞あ然ぜんと口を開いた。

「今……なんて言った、越前」

　激昂げつこうする葛木を尻しり目めに、僕はあらためて保に向き直る。

　作り物のような小さな顔、零こぼれそうな大きな瞳ひとみ。ちっちゃな鼻、誘さそってるみたいな唇──僕の大好きなすべてだ。

「僕に入れてくれたんだ、嬉しいな」

　素直に喜びを口にする。

「さっきこれを見た時は、完璧に失しつ恋れんかと思ったけど」

　言いながら、保の首筋を指先でなぞる。悔くやしくて、クリアしてやれ、と指で触ふれたあと唇を接けた。そのまま強く吸い上げると、痛いと小さく保が声を上げる。

「これは僕がつけたんだよ？」

　もう、遠山には返さない。

　痕こん跡せきも、僕のものだ。

「誰だれかに聞かれたら、そう答えてくれていい。間ま違ちがっても、遠山につけられたとは言わないように。君にもそう思ってほしい」

　保は顔だけでなく、耳たぶや首筋まで真っ赤になった。

「つまり、間接キスだな、遠山と」

　悔し紛まぎれか、葛木がそんな嫌味を言う。その言葉に、電話のベル音が被かぶる。保に「ちょっと待ってて」と言い残してから、僕は急いで電話を取りにいった。

　受話器を上げると、聞こえてきたのは思いもよらない相手──遠山の声だった。一いつ瞬しゆん、保が来ているのをわかってかけてきたのかと身構えたが、そうではなかった。

　彼は前置きもなく、現在難航している〝制服統一問題〟について、全校生徒にアンケートを取りたいのだと切り出した。力を貸してほしい、と言われて、もちろん快く引き受ける。

　我ながら単純だなぁと思うけれど、今の僕は誰に対しても優しくなれそうな気がしてる。どんな無理難題を押おしつけられても、今ならなんでもできそうな不思議な気持ちだ。

　恋こいが成就するって、こんなにもパワーが漲みなぎることだったのか。

　なにもかもうまくいきそうな、根こん拠きよのない自信まで湧わいてくる。

　遠山の考えを聞き、明朝どうするかを軽く打ちあわせているうちに、玄げん関かんに待たせている保のことがだんだん気になってくる。

　葛木は入ってこないけれど、まさか保と一いつ緒しよにいるんだろうか？　また嫌味を言って、彼を困らせていないだろうか。心配で、早く行ってやらなければと思う。

「詳くわしいことは明日」と電話を切り上げ、玄関までの僅わずかな距きよ離りを駆かけると、危き惧ぐしたとおり保の姿がない。

　葛木だけが、憮ぶ然ぜんと立ち竦すくんでいる。

「城野くんは？」

　知らない、と彼は素っ気なく答えた。

「知らないってことはないだろう？　追い返したのか？　またなにか城野くんの気に障るようなこと言ったんだろう！」

　つい頭ごなしに決めつけてしまった僕を、彼は怒おこったような顔つきでジロリと睨む。

「なんにも言ってない！　言う前に、飛び出していったんだ。俺は無実だね。……だいたい越前が〝好きだ〟と言われるなり濃のう厚こうなキスをブチかましたから、ビビって逃にげ出したんじゃないのか？」

「え……」

　そんなことないと否定できずに、僕は固まった。

　どうしよう。本当に怖こわがらせてしまったんなら──。

「キスマークだってな、あれは鬱うつ血けつした状態なんだから、立派に傷害罪が成り立つんだぞ！」

「……傷害罪で遠山を訴うつたえろってこと？」

「バカ、お前も同罪だろ！」

　けんもほろろに吐はき捨てられて、それもそうだと納得する。

「そうだ。遠山って言えば、今の電話遠山からだったんだ。実は、葛木にもちょっと手を貸してほしいんだけど…と、その前に」

　僕はもう一度受話器を上げる。かけたことはないけれど、一応暗記してある番号をプッシュする。

「……あのガキのところか？　番号覚えるほどかけてんのか、まったく！」

　思ったとおりのツッコミに、そうじゃないと否定する。

「暗記するの、得意なんだよ」

　新製品の名前も覚えられないくせに、と葛木は悪態をついた。

　保はまだ帰っていなかった。冷静に考えれば、時間的にいってもあたりまえだとわかるのに、その時の僕ぼくはよほど動転していたらしい。五分も経たたないうちに二度目の電話をしてしまったあたり、彼の告白でかなり舞まい上がってしまっていたようだ。

　電話には保の姉らしき声が応こたえて「まだ帰ってきていません」と無愛想に告げた。本当は帰ってきたら折り返しかけてもらいたかったけれど、そんなことを言う隙すきもない。ガチャリといささか乱暴に受話器を置く音が聞こえて、回線はプツリと切れた。

「まだ帰っていないのか？」

　さっそくスナック菓が子しの箱を開けて、なにやらボリボリ食べながら葛木が聞いてくる。

「ああ。もうちょっとしたら、またかけてみる」

「で、遠山なんだって？」

　促うながされて、さっきの電話の内容をかいつまんで説明した。途中、やっぱり保のことが気になって、半分上の空状態で話をしていると、

「心ここにあらずって感じだな」

　鋭するどく指し摘てきされてしまった。

「……ごめん」

「ってゆーか、お前チョロすぎない？　あんなにあっさり信じていいのか？　城野はお前に告白する数分前まで〝ロータ、ロータ〟と連呼してただろーが。お前、絶対に二ふた股またかけられるぞ！」

「そんなことないよ」

　どうしてそう言いきれる、と彼はしつこく絡からんでくる。

「城野くんが二股かけられるような子なら、あんなに悩なやんでないだろうからね。……でも、大どんでん返しだなぁ。ホント言うとちょっと信じられない。夢見てるみたいだ」

「悪夢だな」

　相変わらずの口の悪さだ。

「それよりも、どうする？　遠山の提案」

「越前は協力してやるつもりなんだろう？　恋の勝利者の余よ裕ゆうだな。失恋した遠山への同情か、城野をひっ攫さらったことの罪つみ滅ほろぼしか？」

「公私混同はしないよ。一生徒としても、遠山の意見には賛成だ。だから葛木も…」

　わかっている、と彼は嘯うそぶいた。

「しょうがないから俺おれも協力してやる。だが、これはべつに遠山を認めたからじゃない。越前が賛成するのに、反対するだけの理由もないからだ！　言っとくけど、城野とのことだって俺はまだ祝福してやる気にはなれないからな！」

　葛木はそう捲まくし立てると、立ち上がった。

「帰るのか？　だったら、これ持ってって」

　テーブルに広げられた菓子を、コンビニの袋ふくろに入れて差し出す。葛木は憮然として、袋を受け取った。

「……傷害罪で訴えられるような真ま似ねはするなよ」

　物ぶつ騒そうな捨て台詞ぜりふを残して、彼は去っていく。

　その後ろ姿を見送って、「どうかなぁ」と独り言ごちた。

　だって──保の心が僕に向いているとわかったからには、もう遠えん慮りよなんかしていられない。それこそ身体からだ中くまなくキスして、所有印でもつけちゃいたいくらい。

　これからは今まで以上に、真綿で包むように大事にしてあげよう。

「そうだ。電話しなきゃ」

　いそいそと受話器を取る。

　僕はもう、この恋が前ぜん途と多難だとは思わなくなっていた。なにもかも思いのままに、すべてがうまくいくと信じた。

　だが──そうじゃなかった。

　実際には遠山よりも強大な敵が──意味はちょっと違ちがうけど──目の前に立ち塞ふさがろうとしていたのに、まだ僕はそのことに気づきもしなかった。

　僕らが新たな障害にブチ当たるのは、それから間もなくのことだった。
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